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東北地方における中世城館関係史料集成
―― 秋田県・山形県編 ――
竹　井　英　文
本稿は、科学研究費補助金・若手研究（B）「東北地方における中世城館関係史料の基
礎的研究」（研究代表者 : 竹井英文）の研究成果の一部である。本研究は、東北地方の中
世城館に関する文献史料を網羅的に収集・分析し、各城館の年代・築城主体・機能などの
基礎的な情報を、全国に向けて発信することを主な目的としている。
これまで、その研究成果の一部を「東北地方における中世城館関係史料集成 ― 青森県・
岩手県編 ―」（『東北学院大学論集　歴史と文化』第 57号、2018年）、「南北朝期東北地方
の城館関係史料集成」（同第 59号、2019年）として発表してきた。本稿は、その続きと
して、秋田県・山形県における中世城館関係史料を集成したものである。
本研究の趣旨は、前稿「東北地方における中世城館関係史料集成 ― 青森県・岩手県
編 ―」に記したとおりである。データベース作成上の注意点についても、基本的に同様
であるので、そちらをご参照願いたい。城館の存在そのものを示すもの以外も、明らかに
異なると筆者が判断したもの以外は、なるべく幅広く収集したつもりであるが、明確で客
観的な判断基準がないため、一部ブレが生じていることを記しておく。なお、本稿も基本
的に古文書のみを対象としているので、両県に関する重要な古記録である『梅津政景日記』
や、『伊達天正日記』ほか伊達氏関係の記録類、近世初頭の「戦功覚書」などは除外した。
これらについては別の機会に古記録編としてまとめる予定である。また、近世初頭の佐竹
義宣の書状が大量に収録されている「天英公御書」からの収集作業も遅れてしまったため、
これについても、後日補遺として公表したい。
使用した史料集について述べたい。南北朝期については、前稿「南北朝期東北地方の城
館関係史料集成」の成果を流用し、『南北朝遺文　東北編』を出典としている。また、前
稿「東北地方における中世城館関係史料集成 ― 青森県・岩手県編 ―」作成作業時に『青
森県史』や『八戸市史』から収集した史料については、『青森県史』『八戸市史』を出典の
軸として入力した。それ以外については、秋田県では『秋田県史』『横手市史』『能代市史』
『本荘市史』などを、山形県では『山形県史』『荘内史料』『仙台市史　伊達政宗文書』な
どを軸とした。各史料集の名称は、適宜省略して記した。略称は以下の通りである。
・『青』中 1、八戸…『青森県史』資料編中世 1、八戸（遠野）南部家関係資料
・『青』中 1、三戸…『青森県史』資料編中世 1、三戸（盛岡）南部家関係資料
・『青』中 1、宝翰…『青森県史』資料編中世 1、盛岡藩関係編纂物・記録　1　宝翰類聚
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・『青』中 2…『青森県史』資料編中世 2
・『青』中 3…『青森県史』資料編中世 3
・『青』近…『青森県史』資料編近世 1
・『八』…『新編八戸市史』中世資料編　編年資料
・『南東』…『南北朝遺文　東北編』
・『仙伊』…『仙台市史　伊達政宗文書』
・『仙伊』補遺…伊達政宗文書補遺（『市史せんだい』各号所収）
・『仙中』…『仙台市史』資料編 1　古代中世
・『伊』…『大日本古文書　伊達家文書』
・『横』…『横手市史』史料編古代中世、補遺 1・2
・『山県 1』…『山形県史』資料編 15上　古代中世史料 1
・『山県 2』…『山形県史』資料編 15下　古代中世史料 2
・『山市』…『山形市史』史料編 1　最上氏関係史料
・『荘内』…『荘内史料集』古代・中世史料上・下
・『本荘』…『本荘市史』史料編 1・上
・『秋中』…『秋田県史』資料　古代中世編
・『秋近』…『秋田県史』資料　近世編上
・『秋市』…『秋田市史』第 9巻　近世史料編上
・『能代』…『能代市史』資料編古代中世 1・中世 2
・『米』…『米沢市史』史料編 1　古代・中世史料
・『上越』…『上越市史』別編 2　上杉氏文書
・『遠藤』…『白石市文化財調査報告書 40集　伊達氏重臣遠藤家文書・中島家文書』
最後に、本稿は筆者一人の作業により作成していることもあり、見落としや勘違い、ケ
アレスミスなどの問題が多々あるものと思われる。何かお気づきの際には、ぜひご指摘頂
きたいと思う。追加・修正分については、今後補遺として公開していく予定である（青森
県・岩手県分についても、すでに一定数見出している）。内容の不十分さは否めず暫定版
といわざるをえないが、東北六県でこうした作業はほとんど行われていないため、今後の
議論のたたき台になればとの思いで行っている。大方のご批判を仰ぐとともに、多くの方々
にご活用頂き、東北六県における中世城館研究に寄与することができれば幸いである。
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00
12
15
「
秋
田
左
馬
丞
作
事
入
用
目
録
」
秋
田
家
文
書
御
内
儀
方
大
工
月
帳
目
録
『
能
代
』
40
3
号
湊
城
関
係
か
1-
28
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
5
年
12
月
17
日
16
00
12
17
「
度
会
杢
右
衛
門
代
官
所
物
成
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
但
小
鹿
之
嶋
之
内
中
石
濱
ニ
て
ひ
か
せ
申
候
之
入
用
『
能
代
』
29
1
号
湊
城
関
係
か
1-
29
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
5
年
12
月
23
日
16
00
12
23
「
吉
田
茂
忠
廻
船
船
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
但
御
城
よ
り
日
記
見
『
秋
中
』
10
25
号
。『
能
代
』
40
2
号
1-
30
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
2
月
10
日
16
01
02
10
「
堀
内
理
兵
衛
作
事
用
紙
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
御
広
間
・
御
そ
う
し
や
の
間
・
か
せ
ん
の
間
其
外
御
ふ
す
ま
・
御
し
や
う
じ
は
り
申
候
分
『
秋
中
』
10
27
号
。『
能
代
』
40
4
号
1-
31
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
2
月
29
日
16
01
02
29
「
慶
長
六
年
所
々
御
鉄
放
御
鑓
衆
御
普
請
ニ
出
申
候
覚
」
秋
田
家
文
書
屏
つ
く
り
…
御
蔵
…
屏
下
地
…
御
ろ
う
や
『
秋
中
』
10
29
号
1-
32
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
5
月
16
日
16
01
05
16
「
大
高
甚
介
諸
役
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
湊
御
茶
間
之
ろ
く
へ
渡
し
申
候
『
秋
中
』
10
34
号
1-
33
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
7
月
10
日
16
01
07
10
「
秋
田
兵
右
衛
門
諸
役
銭
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
わ
た
六
把
・
木
わ
た
百
四
十
買
調
、
御
城
へ
上
申
候
『
秋
中
』
10
29
号
1-
34
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
10
月
22
日
16
01
10
22
「
不
染
斎
物
成
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
大
工
弥
蔵
ニ
渡
申
候
…
か
ち
甚
兵
衛
ニ
渡
申
候
『
能
代
』
30
3
号
湊
城
関
係
か
1-
35
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
10
月
28
日
16
01
10
28
「
門
間
兵
左
衛
門
代
官
所
物
成
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
慶
長
五
年
正
月
中
よ
り
同
極
月
迄
、
石
垣
其
外
御
作
事
之
手
伝
、
御
普
請
仕
候
衆
『
能
代
』
30
4
号
湊
城
関
係
か
1-
36
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
11
月
3
日
16
01
11
03
「
秋
田
家
作
事
入
用
覚
書
」
秋
田
家
文
書
御
鷹
部
屋
大
工
之
事
…
御
料
理
之
間
…
御
長
屋
…
御
台
所
『
秋
中
』
10
47
号
。『
能
代
』
41
7～
42
0
号
1-
37
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
11
月
3
日
16
01
11
03
「
長
崎
五
左
衛
門
普
請
覚
書
」
秋
田
家
文
書
慶
長
六
年
正
月
ヨ
リ
御
普
請
出
申
候
御
鉄
炮
衆
之
事
…
屏
ぬ
り
…
奥
之
御
蔵
…
屏
下
地
…
御
な
か
や
『
能
代
』
41
6
号
1-
38
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
11
月
8
日
16
01
11
08
「
鴇
田
次
右
衛
門
萱
口
運
上
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
萱
口
御
運
上
御
算
用
之
事
『
秋
中
』
10
49
号
。『
能
代
』
42
1
号
湊
城
関
係
か
1-
39
秋
田（
湊
）
秋
田
県
秋
田
市
（
慶
長
7
年
）
7
月
27
日
16
02
07
27
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
秋
田
町
中
ニ
一
所
ニ
相
集
可
差
置
候
『
秋
近
』
14
8
号
32
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2-
1
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
慶
長
11
年
）
12
月
6
日
16
06
12
06
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
窪
田
ニ
在
之
を
取
合
百
五
拾
人
致
催
促
…
窪
田
之
普
請
二
月
朔
日
よ
り
『
秋
近
』
15
0
号
2-
2
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
20
年
5
月
5
日
16
15
05
05
「
梅
津
憲
忠
湯
沢
町
方
定
書
」
佐
竹
南
家
文
書
く
ほ
た
な
ミ
の
事
…
く
ほ
た
御
出
候
時
よ
こ
て
ま
て
の
伝
馬
『
秋
近
』
17
0
号
2-
3
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
2
年
）
3
月
24
日
16
17
03
24
「
佐
竹
義
宣
書
状
」
佐
竹
史
料
館
所
蔵
文
書
お
も
て
の
と
で
よ
り
土
門
の
上
…
城
之
こ
く
ち
の
き
わ
に
…
中
城
ま
ハ
り
…
『
秋
市
』
64
8
頁
2-
4
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
3
年
）
9
月
11
日
16
17
09
11
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
其
元
居
間
之
小
壁
之
儀
、
白
土
ニ
可
仕
候
…
う
ら
門
…
『
秋
市
』
64
3
頁
2-
5
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
3
年
）
10
月
7
日
16
17
10
07
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
御
城
之
御
数
寄
屋
…
三
階
之
や
ぐ
ら
…
い
ぬ
い
の
す
ミ
や
ぐ
ら
…
『
秋
市
』
64
1
頁
2-
6
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
4
年
）
3
月
20
日
16
18
03
20
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
や
し
き
普
請
奉
行
…
く
ほ
田
へ
集
候
…
城
之
掃
除
…
三
階
ニ
置
候
兵
具
共
無
残
き
た
の
や
く
ら
へ
は
こ
は
せ
…
北
之
矢
蔵
…
お
う
へ
の
後
之
矢
蔵
『
秋
市
』
64
0
頁
2-
7
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
5
年
）
6
月
18
日
16
19
06
18
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
分
領
之
城
々
窪
田
一
ヶ
城
計
指
置
可
致
破
却
由
…
又
城
主
共
何
も
窪
田
へ
引
越
…
本
丸
表
之
門
…
『
秋
市
』
64
5
頁
2-
8
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
5
年
）
6
月
21
日
16
19
06
21
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
窪
田
之
本
丸
之
表
之
門
…
城
之
内
掃
除
…
お
ひ
く
る
わ
…
『
秋
市
』
64
4
頁
2-
9
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
5
年
）
7
月
2
日
16
19
07
02
「
佐
竹
義
宣
書
状
」
佐
竹
史
料
館
所
蔵
文
書
壁
之
板
野
城
ニ
有
ほ
と
を
く
ほ
田
へ
と
り
よ
せ
…
居
間
と
茶
屋
之
た
ゝ
ミ
…
『
秋
市
』
64
9
頁
2-
10
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
8
年
）
5
月
4
日
16
22
05
04
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
三
が
い
書
院
之
下
之
段
…
広
間
之
座
之
舞
台
『
秋
市
』
64
7
頁
2-
11
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
8
年
カ
）
10
月
8
日
16
22
10
08
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
城
之
番
并
方
々
門
番
以
下
…
二
階
之
道
具
…
い
ぬ
い
の
す
ミ
の
お
ひ
く
る
わ
の
番
屋
…
『
秋
市
』
64
2
頁
33
東北地方における中世城館関係史料集成
2-
12
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
和
9
年
）
5
月
3
日
16
23
05
03
「
梅
津
憲
忠
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
窪
田
ノ
衆
ハ
過
半
廿
九
日
ニ
罷
立
…
御
中
城
の
か
た
の
大
崩
め
…
西
ノ
方
ノ
御
長
屋
『
秋
市
』
63
9
頁
2-
13
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
寛
永
1
年
）
2
月
15
日
16
24
02
15
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
義
宣
家
譜
」
秋
田
城
之
破
損
之
所
『
秋
近
』
16
3
号
2-
14
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
寛
永
3
年
カ
）
6
月
19
日
16
24
06
19
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
先
広
間
之
造
作
な
と
致
候
儀
無
用
…
『
秋
市
』
64
7
頁
2-
15
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
年
未
詳
）
8
月
12
日
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
採
集
文
書
窪
田
迄
付
候
而
…
窪
田
通
町
之
橋
か
け
な
と
さ
せ
可
申
候
『
秋
近
』
15
2
号
2-
16
秋
田
（
久
保
田
）
秋
田
県
秋
田
市
（
年
未
詳
）
10
月
15
日
「
梅
津
憲
忠
書
状
」
千
秋
文
庫
所
蔵
文
書
御
座
ノ
間
ノ
御
書
院
…
御
兵
具
蔵
…
『
秋
市
』
65
1
頁
3
荒
町
最
秋
田
県
秋
田
市
（
元
亀
1
年
）
12
月
3
日
15
70
12
03
「
下
国
愛
季
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
目
々
木
・
荒
町
最
由
利
内
へ
相
渡
候
地
被
仰
候
者
『
青
』
中
2、
10
79
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
横
』
10
3
号
詳
細
不
明
4
萱
ヶ
沢
秋
田
県
秋
田
市
（
年
未
詳
）
7
月
26
日
「
小
栗
正
吉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
か
や
か
沢
ニ
御
留
り
『
山
市
』
25
7
頁
5
国
府
寺
秋
田
県
秋
田
市
カ
観
応
2
年
11
月
日
13
51
11
00
「
真
壁
政
幹
代
森
国
幹
着
到
状
」
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
真
壁
文
書
去
月
廿
七
日
、
馳
参
羽
州
国
府
寺
御
陣
、
至
于
阿
谷
御
陣
、
令
致
宿
直
警
固
候
畢
『
南
東
』
11
01
号
6
太
平
秋
田
県
秋
田
市
慶
長
6
年
11
月
3
日
16
01
11
03
「
長
崎
五
左
衛
門
普
請
覚
書
」
秋
田
家
文
書
太
平
ノ
御
鑓
衆
『
能
代
』
41
6
号
7
手
形
山
秋
田
県
秋
田
市
天
正
3
年
11
月
27
日
15
75
11
27
「
石
郷
岡
氏
景
書
状
写
」
市
川
　
湊
文
書
永
禄
十
三
年
六
月
十
四
日
、
於
推
子
山
合
戦
『
能
代
』
15
0
号
「
推
子
山
」＝
手
形
山
。
蛇
野
館
と
関
係
か
8-
1
豊
島
秋
田
県
秋
田
市
（
元
亀
2
年
）
2
月
10
日
15
71
02
10
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
将
又
豊
嶋
へ
自
春
中
可
及
音
信
段
存
候
得
共
『
横
』1
05
号
。『
山
県
1』
49
7
頁
8-
2
豊
島
秋
田
県
秋
田
市
（
元
亀
2
年
）
5
月
20
日
15
71
05
20
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
落
合
文
書
随
而
豊
嶋
へ
自
春
中
可
及
音
信
由
存
候
へ
共
『
横
』1
07
号
。『
山
県
1』
50
4
頁
8-
3
豊
島
秋
田
県
秋
田
市
（
天
正
9
年
カ
）
10
月
21
日
15
81
10
21
「
小
鴨
永
玉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
湊
之
者
共
豊
嶋
之
御
番
可
致
之
由
『
青
』
中
2、
10
99
号
34
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8-
4
豊
島
秋
田
県
秋
田
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
23
日
16
00
10
23
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
就
之
此
方
へ
豊
嶋
殿
御
越
可
被
成
候
段
被
仰
越
候
…
豊
嶋
之
儀
者
□
□
境
目
と
申
為
御
用
心
之
所
候
間
…
豊
嶋
殿
之
儀
、
北
浦
境
目
事
ニ
候
間
『
秋
中
』1
01
6
号
。『
横
』
35
1
号
。『
青
』
中
2、
79
2
号
9-
1
羽
川
秋
田
県
秋
田
市
（
元
亀
1
年
）
12
月
3
日
15
70
12
03
「
下
国
愛
季
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
羽
根
川
其
外
相
返
し
候
へ
由
承
候
…
羽
根
川
之
地
他
郡
へ
相
渡
儀
無
之
候
『
青
』
中
2、
10
79
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
横
』
10
3
号
9-
2
羽
川
秋
田
県
秋
田
市
（
天
正
9
年
カ
）
10
月
21
日
15
81
10
21
「
小
鴨
永
玉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
将
亦
豊
嶋
・
羽
根
川
へ
之
御
状
『
青
』
中
2、
10
99
号
10
女
米
木
（
目
々
木
）
秋
田
県
秋
田
市
（
元
亀
1
年
）
12
月
3
日
15
70
12
03
「
下
国
愛
季
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
目
々
木
・
荒
町
最
由
利
内
へ
相
渡
候
地
被
仰
候
者
『
青
』
中
2、
10
79
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
横
』
10
3
号
11
大
戸
秋
田
県
羽
後
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
22
日
16
00
10
22
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
杉
宮
・
大
土
・
床
舞
之
事
候
…
大
土
・
杉
宮
ハ
可
差
上
『
秋
中
』
10
15
号
。
『
横
』3
50
号
。『
山
県
1』
49
3
号
12
-
1
杉
宮
秋
田
県
羽
後
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
22
日
16
00
10
22
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
杉
宮
・
大
土
・
床
舞
之
事
候
…
大
土
・
杉
宮
ハ
可
差
上
『
秋
中
』
10
15
号
。
『
横
』3
50
号
。『
山
県
1』
49
3
号
。
12
-
2
杉
宮
秋
田
県
羽
後
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
24
日
16
00
10
24
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
杉
宮
其
口
へ
御
あ
か
り
候
ハ
ん
と
の
儀
『
秋
中
』
10
17
号
。
『
横
』3
52
号
。『
山
県
1』
46
0
頁
13
-
1
高
寺
秋
田
県
羽
後
町
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
指
出
　
壱
万
百
苅
　
高
寺
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
13
-
2
高
寺
秋
田
県
羽
後
町
（
文
禄
1
年
）
9
月
18
日
15
92
09
18
「
山
田
頼
道
書
状
」
大
館
市
立
中
央
図
書
館
真
崎
文
庫
所
蔵
文
書
一
、
高
寺
之
事
ニ
付
而
、
春
中
く
ろ
う
無
申
計
候
『
横
』
25
8
号
14
田
代
秋
田
県
羽
後
町
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
指
出
　
壱
万
苅
　
田
代
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
15
-
1
床
舞
秋
田
県
羽
後
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
22
日
16
00
10
22
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
杉
宮
・
大
土
・
床
舞
之
事
候
、
兼
々
床
舞
ハ
山
田
へ
被
揚
候
へ
と
申
候
つ
れ
共
『
秋
中
』
10
15
号
。
『
横
』3
50
号
。『
山
県
1』
49
3
号
15
-
2
床
舞
秋
田
県
羽
後
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
24
日
16
00
10
24
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
床
舞
之
事
ハ
兼
々
山
田
へ
あ
か
り
候
ハ
ん
と
申
候
つ
る
『
秋
中
』
10
17
号
。
『
横
』3
52
号
。『
山
県
1』
46
0
頁
35
東北地方における中世城館関係史料集成
16
-
1
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
（
永
禄
12
年
）
10
月
25
日
15
69
10
25
「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
」
落
合
文
書
今
度
矢
嶋
四
郎
方
家
風
之
者
共
…
然
者
矢
嶋
息
西
馬
音
内
ニ
被
差
置
候
事
も
『
横
』9
2
号
。『
山
県
1』
50
3
頁
16
-
2
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
（
天
正
16
年
）
7
月
19
日
15
88
07
19
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
古
文
書
雑
纂
一
六
郷
進
退
之
儀
、
北
浦
・
西
馬
音
内
・
油
利
へ
被
打
任
『
横
』
14
3
号
16
-
3
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
（
天
正
16
年
）
8
月
13
日
15
88
08
13
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
戸
澤
・
本
堂
・
西
馬
音
内
へ
能
々
相
談
可
然
候
『
山
県
1』
48
9
頁
。『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
7
号
16
-
4
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
（
天
正
16
年
）
10
月
11
日
15
88
10
11
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
大
館
市
立
中
央
図
書
館
真
崎
文
庫
所
蔵
文
書
西
馬
音
内
・
戸
沢
方
馳
走
之
故
、
今
度
無
事
成
就
候
事
『
山
県
1』
46
5
頁
。『
横
』
15
1
号
16
-
5
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
天
正
18
年
6
月
4
日
15
90
06
04
「
西
馬
音
内
茂
道
役
銭
帳
写
」
石
垣
家
文
書
天
正
十
八
年
六
月
四
日
西
馬
音
内
城
内
田
名
ノ
事
四
ヶ
一
割
…
上
洛
之
砌
城
内
二
十
三
人
し
て
『
秋
中
』
88
7
号
。『
横
』
15
7
号
16
-
6
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
指
出
　
三
万
五
千
苅
　
此
代
二
百
八
十
貫
文
　
西
馬
音
内
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
16
-
7
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
（
天
正
19
年
）
11
月
30
日
15
91
11
30
「
西
野
道
俊
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
即
刻
西
山
三
所
へ
城
内
近
習
衆
各
へ
其
段
申
届
候
『
横
』
25
5
号
「
西
」＝
西
馬
音
内
か
16
-
8
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
（
天
正
18
～
慶
長
5
年
）
4
月
15
日
15
90
04
15
「
西
野
道
俊
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
昨
日
拾
一
日
ニ
自
西
馬
音
内
被
指
越
可
被
下
之
段
『
横
』
30
3
号
16
-
9
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
（
天
正
18
～
慶
長
5
年
）
12
月
12
日
15
90
12
12
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
西
馬
音
□
に
て
『
横
』
31
0
号
16
-
10
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
此
節
仙
北
筋
へ
御
動
候
而
、
湯
澤
・
舛
田
被
引
助
可
給
候
、
大
森
か
西
馬
音
内
か
不
被
討
果
候
者
、
無
詮
候
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
秋
中
』
10
10
号
16
-
11
西
馬
音
内
秋
田
県
羽
後
町
（
慶
長
11
年
）
12
月
6
日
16
06
12
06
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
西
馬
音
内
之
人
夫
を
ハ
…
西
馬
音
内
之
人
夫
十
三
人
相
立
候
へ
と
『
秋
近
』
15
0
号
36
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17
-
1
大
館
秋
田
県
大
館
市
（
天
正
19
年
カ
）
7
月
20
日
15
91
07
20
「
浅
利
久
義
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
（
墨
引
）　
自
大
館
『
青
』
中
2、
11
07
号
17
-
2
大
館
秋
田
県
大
館
市
（
元
和
5
年
）
6
月
21
日
16
19
06
21
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
大
館
よ
り
舟
ニ
而
敦
形
迄
御
越
『
秋
市
』
64
3
頁
18
片
山
秋
田
県
大
館
市
（
文
禄
4
年
）
8
月
22
日
15
95
08
22
「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
か
た
山
・
八
木
橋
ハ
檜
山
方
ニ
候
『
青
』
中
1、
八
戸
24
0
号
。『
青
』
近
、
17
8
号
19
-
1
比
内
秋
田
県
大
館
市
（
文
禄
4
年
）
8
月
8
日
15
95
08
08
「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
秋
田
へ
祝
言
之
事
、比
内
・
檜
山
人
ゆ
き
ゝ
な
く
候
由
云
候
『
秋
中
』
94
0
号
。『
青
』
中
1、
八
戸
23
8
号
19
-
2
比
内
秋
田
県
大
館
市
（
文
禄
4
年
）
8
月
22
日
15
95
08
22
「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
比
内
よ
り
檜
山
へ
事
を
し
か
け
候
『
秋
中
』
94
0
号
。『
青
』
中
1、
八
戸
24
0
号
19
-
3
比
内
秋
田
県
大
館
市
（
文
禄
5
年
）
3
月
23
日
15
96
03
23
「
秋
田
実
季
書
状
案
」
秋
田
家
文
書
一
、
在
城
仕
事
、
各
御
意
ニ
随
『
能
代
』
33
3
号
「
在
城
」＝
浅
利
氏
の
居
城
19
-
4
比
内
秋
田
県
大
館
市
（
慶
長
1
年
）
4
月
2
日
15
96
04
02
「
前
田
利
家
書
状
写
」
秋
田
家
文
書
貴
所
事
ハ
隠
居
候
而
比
内
ニ
被
居
『
秋
中
』
96
2
号
19
-
5
比
内
秋
田
県
大
館
市
（
慶
長
2
年
）
8
月
20
日
15
97
08
20
「
赤
石
左
近
・
松
尾
七
蔵
連
署
状
」
秋
田
家
文
書
我
等
留
守
中
ニ
被
指
置
候
へ
共
『
能
代
』
34
1
号
「
留
守
中
」＝
比
内
19
-
6
比
内
秋
田
県
大
館
市
（
慶
長
2
年
）
8
月
21
日
15
97
08
21
「
浅
利
勘
兵
衛
他
二
名
連
署
状
」
秋
田
家
文
書
浅
利
留
守
ニ
御
座
候
条
『
能
代
』
34
2
号
「
留
守
」＝
比
内
19
-
7
比
内
秋
田
県
大
館
市
慶
長
6
年
5
月
16
日
16
01
05
16
「
大
高
甚
介
代
官
所
物
成
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
慶
長
五
年
正
月
廿
二
日
ニ
、
比
内
へ
は
や
打
ニ
而
参
候
時
『
秋
中
』
10
33
号
19
-
8
比
内
秋
田
県
大
館
市
（
元
和
5
年
）
6
月
21
日
16
19
06
21
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
比
内
を
御
通
候
様
ニ
と
可
申
候
『
秋
市
』
64
3
頁
19
-
9
比
内
秋
田
県
大
館
市
（
年
未
詳
）
8
月
12
日
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
野
城
・
比
内
へ
申
付
さ
し
置
両
人
『
秋
近
』
15
2
号
20
八
木
橋
秋
田
県
大
館
市
（
文
禄
4
年
）
8
月
22
日
15
95
08
22
「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
か
た
山
・
八
木
橋
ハ
檜
山
方
ニ
候
『
青
』
中
1、
八
戸
24
0
号
。『
青
』
近
、
17
8
号
21
-
1
男
鹿
（
脇
本
）
秋
田
県
男
鹿
市
元
弘
4
年
2
月
日
13
34
02
00
「
曽
我
光
高
申
状
土
代
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
小
鹿
嶋
并
秋
田
城
今
湊
楯
築
所
々
『
青
』中
1、
八
戸
45
号
。
『
南
東
』5
2
号
。『
秋
中
』
76
1
号
。
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21
-
2
男
鹿
（
脇
本
）
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
5
年
頃
）
15
77
00
00
「
下
国
愛
季
奉
行
事
書
条
々
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
小
鹿
築
直
し
候
ハ
ん
事
、
御
意
を
憑
入
由
申
『
青
』
中
2、
11
03
号
「
小
鹿
」＝
脇
本
21
-
3
男
鹿
（
脇
本
）
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
9
年
カ
）
10
月
21
日
15
81
10
21
「
小
鴨
永
玉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
我
々
御
館
江
罷
上
候
て
御
番
可
仕
之
由
『
青
』
中
2、
10
99
号
「
御
館
」＝
脇
本
21
-
4
男
鹿
（
脇
本
）
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
17
年
カ
）
5
月
13
日
15
89
05
13
「
嘉
成
康
清
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
脇
本
御
城
御
静
謐
、
千
万
恐
悦
不
斜
候
…
黒
川
お
も
て
よ
り
脇
本
へ
通
路
等
い
た
し
、
御
城
無
恙
『
青
』
中
2、
11
15
号
。
『
秋
中
』
87
8
号
参
考
。
『
横
』
15
3
号
21
-
5
男
鹿
（
脇
本
）
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
17
年
カ
）
6
月
2
日
15
89
06
02
「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
「
出
羽
国
風
土
略
記
」
所
収
文
書
為
小
鹿
・
捨
（
桧
）
山
御
和
乞
…
小
鹿
よ
り
御
払
篇
（
戻
）
之
段
候
…
自
其
郡
中
捨
（
桧
）
山
之
為
『
青
』
中
3、
16
90
号
21
-
6
男
鹿
（
脇
本
）
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
17
年
）
6
月
2
日
15
89
06
02
「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
阿
部
正
己
資
料
所
収
文
書
仍
為
小
鹿
檜
山
御
和
乞
之
御
噯
…
小
鹿
よ
り
御
払
戻
之
段
候
『
山
県
1』
36
1
頁
。『
秋
中
』
87
8
号
22
-
1
北
浦
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
16
年
）
7
月
19
日
15
88
07
19
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
古
文
書
雑
纂
一
六
郷
進
退
之
儀
、
北
浦
・
西
馬
音
内
・
油
利
へ
被
打
任
『
横
』
14
3
号
22
-
2
北
浦
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
16
年
カ
）
8
月
6
日
15
88
08
06
「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
然
而
北
浦
よ
り
向
秋
田
へ
出
張
被
成
候
『
青
』
中
2、
11
32
号
。
『
山
県
1』
46
8
頁
。『
秋
中
』
8
7
5
号
。『
横
』
14
6
号
22
-
3
北
浦
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
18
年
）
10
月
20
日
15
90
10
20
「
大
谷
吉
継
書
状
」
色
部
文
書
北
浦
戸
沢
方
へ
御
用
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
5
号
22
-
4
北
浦
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
18
年
）
10
月
20
日
15
90
10
20
「
大
谷
吉
継
覚
書
」
色
部
文
書
北
浦
戸
沢
家
老
之
者
質
物
拾
人
大
森
ニ
置
候
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
6
号
22
-
5
北
浦
秋
田
県
男
鹿
市
（
天
正
18
～
慶
長
5
年
）
4
月
15
日
15
90
04
15
「
西
野
道
俊
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
北
浦
へ
御
断
次
第
ニ
相
通
申
候
得
与
『
横
』
30
4
号
22
-
6
北
浦
秋
田
県
男
鹿
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
6
日
16
00
10
06
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
中
郡
も
い
ま
た
北
浦
ゟ
理
無
之
候
間
『
横
』
34
1
号
22
-
7
北
浦
秋
田
県
男
鹿
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
18
日
16
00
10
18
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
御
領
分
北
浦
境
目
無
御
油
断
可
被
仰
付
候
『
青
』中
2、
79
1
号
。『
秋
中
』
10
13
号
。『
横
』
34
8
号
38
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
22
-
8
北
浦
秋
田
県
男
鹿
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
23
日
16
00
10
23
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
其
元
北
浦
境
目
之
御
用
心
…
北
浦
境
目
ニ
候
間
『
秋
中
』1
01
6
号
。『
横
』
35
1
号
。『
青
』
中
2、
79
2
号
23
雷
秋
田
県
鹿
角
郡
建
武
4
年
8
月
23
日
13
37
08
23
「
曽
我
貞
光
軍
忠
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
又
打
入
鹿
角
郡
、
被
打
□
二
藤
次
楯
・
雷
楯
・
大
豆
田
楯
三
ヶ
所
之
時
『
青
』中
1、
八
戸
93
号
。
『
南
東
』
33
8
号
。『
秋
中
』
76
9
号
24
猿
尾
秋
田
県
鹿
角
郡
カ
建
武
4
年
8
月
23
日
13
37
08
23
「
曽
我
貞
光
軍
忠
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
猿
尾
楯
致
合
戦
之
時
『
青
』中
1、
八
戸
93
号
。
『
南
東
』
33
8
号
。『
秋
中
』
76
9
号
。
25
大
里
秋
田
県
鹿
角
市
建
武
4
年
8
月
23
日
13
37
08
23
「
曽
我
貞
光
軍
忠
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
親
類
曽
我
弥
三
郎
光
俊
為
代
官
、
馳
向
大
里
楯
…
同
十
四
日
、
大
里
楯
押
寄
『
青
』中
1、
八
戸
93
号
。
『
南
東
』
33
8
号
。『
秋
中
』
76
9
号
26
大
豆
田
秋
田
県
鹿
角
市
か
建
武
4
年
8
月
23
日
13
37
08
23
「
曽
我
貞
光
軍
忠
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
又
打
入
鹿
角
郡
、
被
打
□
二
藤
次
楯
・
雷
楯
・
大
豆
田
楯
三
ヶ
所
之
時
『
青
』中
1、
八
戸
93
号
。
『
南
東
』
33
8
号
。『
秋
中
』
76
9
号
27
-
1
大
湯
秋
田
県
鹿
角
市
元
和
5
年
6
月
7
日
16
19
06
07
「
南
部
利
康
伝
馬
手
形
」
梅
内
家
文
書
田
子
　
関
　
大
湯
　
毛
馬
内
　
松
山
『
八
』
86
9
号
27
-
2
大
湯
秋
田
県
鹿
角
市
元
和
5
年
6
月
8
日
16
19
06
08
「
南
部
利
康
伝
馬
手
形
」
梅
内
家
文
書
田
子
　
関
　
大
湯
　
松
山
『
八
』
87
0
号
27
-
3
大
湯
秋
田
県
鹿
角
市
（
年
未
詳
）
6
月
16
日
「
南
部
信
直
書
状
」
四
戸
家
文
書
大
湯
・
毛
馬
内
へ
板
ニ
そ
い
そ
い
可
出
候
ハ
ヽ
『
青
』
中
1、
三
戸
65
6
号
28
折
戸
秋
田
県
鹿
角
市
元
和
5
年
6
月
8
日
16
19
06
08
「
南
部
利
康
伝
馬
手
形
」
梅
内
家
文
書
関
　
折
戸
　
松
山
『
八
』
87
1
号
29
-
1
毛
馬
内
秋
田
県
鹿
角
市
（
天
正
20
年
・
文
禄
1
年
）
6
月
11
日
15
92
06
11
「
南
部
大
膳
大
夫
諸
城
破
却
書
上
写
」
『
聞
老
遺
事
』
七
毛
馬
内
　
山
城
『
青
』
近
、
13
0
号
29
-
2
毛
馬
内
秋
田
県
鹿
角
市
元
和
5
年
6
月
7
日
16
19
06
07
「
南
部
利
康
伝
馬
手
形
」
梅
内
家
文
書
田
子
　
関
　
大
湯
　
毛
馬
内
　
松
山
『
八
』
86
9
号
29
-
3
毛
馬
内
秋
田
県
鹿
角
市
（
年
未
詳
）
6
月
16
日
「
南
部
信
直
書
状
」
四
戸
家
文
書
大
湯
・
毛
馬
内
へ
板
ニ
そ
い
そ
い
可
出
候
ハ
ヽ
『
青
』
中
1、
三
戸
65
6
号
29
-
4
毛
馬
内
秋
田
県
鹿
角
市
（
年
未
詳
）
6
月
18
日
「
南
部
信
直
書
状
」
五
戸
町
図
書
館
所
蔵
五
戸
木
村
文
書
（
墨
引
）　
毛
馬
内
ゟ
『
青
』
中
1、
三
戸
60
4
号
39
東北地方における中世城館関係史料集成
30
二
藤
次
秋
田
県
鹿
角
市
か
建
武
4
年
8
月
23
日
13
37
08
23
「
曽
我
貞
光
軍
忠
状
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
又
打
入
鹿
角
郡
、
被
打
□
二
藤
次
楯
・
雷
楯
・
大
豆
田
楯
三
ヶ
所
之
時
『
青
』中
1、
八
戸
93
号
。
『
南
東
』
33
8
号
。『
秋
中
』
76
9
号
31
花
輪
秋
田
県
鹿
角
市
（
天
正
20
年
・
文
禄
1
年
）
6
月
11
日
15
92
06
11
「
南
部
大
膳
大
夫
諸
城
破
却
書
上
写
」
『
聞
老
遺
事
』
七
花
輪
　
山
城
『
青
』
近
、
13
0
号
32
-
1
松
山
秋
田
県
鹿
角
市
元
和
5
年
6
月
7
日
16
19
06
07
「
南
部
利
康
伝
馬
手
形
」
梅
内
家
文
書
田
子
　
関
　
大
湯
　
毛
馬
内
　
松
山
『
八
』
86
9
号
32
-
2
松
山
秋
田
県
鹿
角
市
元
和
5
年
6
月
8
日
16
19
06
08
「
南
部
利
康
伝
馬
手
形
」
梅
内
家
文
書
田
子
　
関
　
大
湯
　
松
山
『
八
』
87
0
号
32
-
3
松
山
秋
田
県
鹿
角
市
元
和
5
年
6
月
8
日
16
19
06
08
「
南
部
利
康
伝
馬
手
形
」
梅
内
家
文
書
関
　
折
戸
　
松
山
『
八
』
87
1
号
33
-
1
米
内
沢
秋
田
県
北
秋
田
市
（
天
正
17
年
）
4
月
18
日
15
89
04
18
「
嘉
成
重
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
諒
以
板
垣
河
内
、
城
内
驚
目
候
、
『
秋
中
』
88
0
号
「
城
内
」＝
米
内
沢
か
33
-
2
米
内
沢
秋
田
県
北
秋
田
市
天
正
17
年
4
月
18
日
15
89
04
18
「
嘉
成
重
盛
感
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
今
度
米
内
澤
於
塚
之
臺
、
九
平
九
郎
外
一
類
『
青
』
中
2、
11
18
号
。
『
青
』
近
、
19
号
。『
秋
中
』
88
0
号
34
砂
子
沢
秋
田
県
小
坂
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
22
日
16
00
10
22
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
其
上
す
な
こ
澤
へ
合
力
ニ
人
数
入
候
て
『
秋
中
』
10
15
号
。
『
横
』3
50
号
。『
山
県
1』
49
3
号
35
-
1
角
館
秋
田
県
仙
北
市
（
天
正
16
年
）
8
月
13
日
15
88
08
13
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
戸
澤
・
本
堂
・
西
馬
音
内
へ
能
々
相
談
可
然
候
『
山
県
1』
48
9
頁
。『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
7
号
「
戸
澤
」
の
居
城
は
角
館
35
-
2
角
館
秋
田
県
仙
北
市
（
天
正
16
年
）
10
月
11
日
15
88
10
11
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
大
館
市
立
中
央
図
書
館
真
崎
文
庫
所
蔵
文
書
西
馬
音
内
・
戸
沢
方
馳
走
之
故
、
今
度
無
事
成
就
候
事
『
山
県
1』
46
5
頁
。『
横
』
15
1
号
35
-
3
角
館
秋
田
県
仙
北
市
（
天
正
16
年
）
10
月
11
日
15
88
10
11
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
戸
蒔
文
書
戸
沢
方
馳
走
を
以
無
事
成
就
候
事
『
横
』
15
2
号
35
-
4
角
館
秋
田
県
仙
北
市
天
正
18
 年
7
月
28
日
15
90
07
28
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
戸
沢
家
文
書
分
領
城
共
悉
令
破
却
、
居
所
可
為
一
城
候
、
則
下
々
妻
子
其
方
居
所
へ
可
引
寄
置
候
『
秋
中
』
89
3
号
。『
横
』
15
8
号
「
居
所
」＝
角
館
36
大
曲
秋
田
県
大
仙
市
（
慶
長
7
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
已
ニ
大
ま
か
り
と
申
所
へ
人
数
を
出
し
候
『
能
代
』
45
8
号
40
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
37
大
曲
雨
宿
秋
田
県
大
仙
市
カ
貞
治
5
年
11
月
27
日
13
66
11
27
「
某
譲
状
案
」
岩
手
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
新
渡
戸
文
書
大
曲
雨
宿
当
城
并
両
方
之
『
南
東
』
18
53
号
城
館
か
38
刈
和
野
秋
田
県
大
仙
市
（
天
正
16
年
カ
）
9
月
19
日
15
88
09
19
「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
か
り
や
野
目
ニ
ハ
誰
人
御
座
候
哉
、
彼
口
之
御
様
子
具
可
示
給
候
『
青
』
中
2、
11
33
号
。
『
山
県
1』
46
9
頁
。『
秋
中
』
87
6
号
。『
横
』
14
8
号
寄
騎
館
か
39
小
種
秋
田
県
大
仙
市
（
天
正
16
年
カ
）
9
月
19
日
15
88
09
19
「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
小
種
与
申
所
ニ
秋
田
衆
御
座
候
由
申
来
候
、
殊
更
自
湊
船
共
登
候
由
申
候
間
『
青
』
中
2、
11
33
号
。
『
山
県
1』
46
9
頁
。『
秋
中
』
87
6
号
。『
横
』
14
8
号
40
長
田
秋
田
県
大
仙
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
18
日
16
00
10
18
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
併
今
日
長
田
表
へ
人
数
指
出
候
間
『
青
』中
2、
79
1
号
。『
秋
中
』
10
13
号
。『
横
』
34
8
号
大
仙
市
太
田
か
41
-
1
淀
川
秋
田
県
大
仙
市
（
天
正
9
年
カ
）
10
月
21
日
15
81
10
21
「
小
鴨
永
玉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
将
亦
淀
川
へ
之
御
状
ハ
『
青
』
中
2、
10
99
号
41
-
2
淀
川
秋
田
県
大
仙
市
（
天
正
16
年
カ
）
9
月
19
日
15
88
09
19
「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
向
淀
川
ニ
被
為
取
御
陣
共
被
引
除
『
青
』
中
2、
11
33
号
。
『
山
県
1』
46
9
頁
。『
秋
中
』
87
6
号
。『
横
』
14
8
号
41
-
3
淀
川
秋
田
県
大
仙
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
27
日
16
00
09
27
「
秋
田
実
季
書
状
案
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
於
于
今
戸
澤
境
目
淀
川
と
申
地
ニ
城
を
構
在
候
事
候
『
青
』中
2、
78
5
号
。『
秋
中
』
10
09
号
41
-
4
淀
川
秋
田
県
大
仙
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
13
日
16
00
10
13
「
秋
田
実
季
書
状
案
」
秋
田
家
文
書
先
日
よ
り
境
目
之
城
被
相
拵
『
青
』中
2、
78
9
号
。『
秋
中
』
10
12
号
。『
横
』
34
5
号
「
境
目
之
城
」＝
淀
川
41
-
5
淀
川
秋
田
県
大
仙
市
（
慶
長
7
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
某
と
の
知
行
境
ニ
淀
川
と
申
処
御
座
候
、
太
閤
様
之
御
時
破
却
仕
候
城
ヲ
俄
ニ
拵
『
能
代
』
45
8
号
42
-
1
塩
越
秋
田
県
に
か
ほ
市
寛
永
18
年
6
月
5
日
16
41
06
05
「
由
利
壱
郡
高
之
事
」
深
井
文
書
一
、
高
壱
万
石
　
仁
賀
保
兵
庫
殿
　
同
年
十
二
月
ゟ
塩
越
ニ
御
居
城
『
本
荘
』
54
7
号
42
-
2
塩
越
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
年
未
詳
）
4
月
4
日
「
武
右
衛
門
・
孫
六
連
署
書
状
」
石
川
文
書
八
日
ニ
ハ
塩
越
へ
御
着
之
由
申
来
候
間
、
吹
浦
ゟ
塩
越
へ
当
八
日
ニ
人
を
越
『
山
県
1』
44
2
頁
41
東北地方における中世城館関係史料集成
43
-
1
仁
賀
保
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
永
禄
12
年
）
7
月
29
日
15
69
07
29
「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
今
度
向
仁
賀
保
之
地
、
従
矢
嶋
致
調
儀
、
外
廻
輪
悉
打
破
、
実
城
計
ニ
而
被
仕
返
…
併
居
館
へ
被
押
詰
之
条
『
横
』9
3
号
。『
山
県
1』
48
1
頁
43
-
2
仁
賀
保
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
永
禄
12
年
）
10
月
3
日
15
69
10
03
「
土
佐
林
禅
棟
書
状
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
。
伊
沢
美
佐
子
氏
所
蔵
文
書
然
者
仁
賀
保
陣
中
不
思
議
之
以
仕
合
…
仁
賀
保
方
『
横
』
9
4
号
。『
横
』
補
遺
4
号
43
-
3
仁
賀
保
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
元
亀
1
年
）
11
月
17
日
15
70
11
17
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
仁
賀
保
之
事
、
来
次
取
持
候
由
被
承
及
候
哉
『
横
』1
02
号
。『
山
県
1』
49
6
頁
43
-
4
仁
賀
保
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
天
正
15
年
カ
）
3
月
27
日
15
87
03
27
「
石
郷
岡
氏
景
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
仁
賀
保
相
支
之
由
、
然
処
ニ
…
彼
地
落
着
候
『
青
』
中
2、
11
67
号
。
『
秋
中
』
85
1
号
参
考
。
『
横
』
13
3
号
43
-
5
仁
賀
保
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
天
正
16
年
カ
）
2
月
25
日
15
88
02
25
「
内
越
光
安
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
至
存
候
仁
賀
保
・
子
吉
・
赤
宇
曽
被
入
手
事
可
然
之
段
承
届
候
…
某
事
も
仁
賀
保
ニ
相
詰
候
『
青
』
中
2、
11
34
号
43
-
6
仁
賀
保
秋
田
県
に
か
ほ
市
天
正
18
年
10
月
23
日
15
90
10
23
「
前
田
利
長
書
状
写
」
寸
錦
雑
編
利
家
明
日
至
仁
賀
保
可
有
陣
替
旨
ニ
候
『
秋
中
』
91
1
号
43
-
7
仁
賀
保
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
年
未
詳
）
6
月
28
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
従
仁
賀
保
種
々
及
縺
候
段
候
…
仁
賀
保
へ
急
度
一
行
『
山
県
1』
47
6
頁
44
-
1
三
崎
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
元
亀
1
年
）
11
月
5
日
15
70
11
05
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
随
而
赤
宇
曽
之
儀
、
某
三
崎
山
之
外
へ
下
馬
候
時
節
ニ
『
横
』1
01
号
。『
山
県
1』
49
6
頁
44
-
2
三
崎
秋
田
県
に
か
ほ
市
（
慶
長
5
年
）
8
月
21
日
16
00
08
21
「
徳
川
家
康
書
状
写
」
譜
牒
余
録
仍
庄
内
江
為
押
、
三
崎
表
在
陣
之
由
『
横
』
33
4
号
45
糠
野
秋
田
県
能
代
市
（
天
正
11
年
カ
）
1
月
29
日
15
83
01
29
「
下
国
愛
季
書
状
案
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
先
年
野
州
於
糠
野
切
腹
候
一
義
『
青
』
中
2、
71
0
号
46
-
1
能
代
秋
田
県
能
代
市
文
禄
3
年
8
月
22
日
15
94
08
22
「
秋
田
実
季
代
官
所
知
行
高
帳
写
」
市
川
　
湊
文
書
能
代
城
代
　
大
高
傳
右
衛
門
代
官
所
『
能
代
』
25
0
号
。『
秋
中
』
93
9
号
46
-
2
能
代
秋
田
県
能
代
市
慶
長
6
年
10
月
28
日
16
01
10
28
「
吉
田
多
右
衛
門
廻
船
算
用
目
録
」
秋
田
家
文
書
於
野
城
大
高
傳
右
衛
門
殿
よ
り
『
能
代
』
41
3
号
46
-
3
能
代
秋
田
県
能
代
市
慶
長
6
年
11
月
12
日
16
01
11
12
「
大
高
安
時
能
代
川
添
諸
役
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
慶
長
五
年
ニ
野
城
之
町
中
地
子
之
代
『
秋
中
』
10
50
号
。『
能
代
』
42
2
号
42
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
46
-
4
能
代
秋
田
県
能
代
市
慶
長
6
年
11
月
23
日
16
01
11
23
「
本
間
作
兵
衛
船
積
荷
物
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
野
城
ニ
而
御
船
ニ
積
申
荷
物
之
事
…
能
代
ミ
さ
き
…
野
城
ゟ
の
か
ち
『
秋
中
』
10
51
号
。『
能
代
』
42
3
号
46
-
5
能
代
秋
田
県
能
代
市
（
慶
長
9
年
）
7
月
29
日
16
04
07
29
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
三
く
ら
か
花
ゟ
野
城
・
八
森
・
津
軽
境
ま
て
『
秋
近
』
14
9
号
46
-
6
能
代
秋
田
県
能
代
市
（
年
未
詳
）
6
月
16
日
「
南
部
信
直
書
状
」
四
戸
家
文
書
又
の
し
ろ
に
て
あ
ら
た
め
候
や
う
ニ
可
然
候
『
青
』
中
1、
三
戸
65
6
号
46
-
7
能
代
秋
田
県
能
代
市
（
年
未
詳
）
6
月
21
日
「
最
上
家
信
書
状
」
二
木
文
書
従
野
代
船
材
木
無
何
事
登
候
『
山
県
2』
54
8
頁
46
-
8
能
代
秋
田
県
能
代
市
（
年
未
詳
）
8
月
12
日
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
野
城
・
比
内
へ
申
付
さ
し
置
両
人
『
秋
近
』
15
2
号
47
-
1
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
永
禄
5
年
）
5
月
11
日
15
62
05
11
「
直
江
政
綱
書
状
」
湊
文
書
檜
山
江
　
参
人
々
御
中
『
山
県
1』
50
8
頁
47
-
2
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
永
禄
5
年
）
11
月
26
日
15
62
11
26
「
直
江
政
綱
書
状
」
湊
文
書
進
上
　
檜
山
　
参
人
々
御
中
『
山
県
1』
50
8
頁
47
-
3
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
永
禄
5
年
）
11
月
27
日
15
62
11
27
「
河
田
長
親
書
状
」
湊
文
書
檜
山
江
　
参
人
々
御
中
『
山
県
1』
50
7
頁
47
-
4
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
元
亀
1
年
）
9
月
13
日
15
70
09
13
「
下
国
愛
季
書
状
」
湊
文
書
湊
摂
津
守
殿
　
自
檜
山
『
能
代
』
15
2
号
47
-
5
檜
山
秋
田
県
能
代
市
天
正
2
年
15
74
00
00
「
母
体
八
幡
神
社
由
緒
」
母
体
八
幡
神
社
文
書
当
国
檜
山
霧
山
城
御
在
陣
…
安
倍
愛
季
公
霧
山
御
在
城
之
砌
『
能
代
』
16
5
号
47
-
6
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
天
正
6
年
カ
）
5
月
19
日
15
78
05
19
「
下
国
愛
季
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
檜
山
ニ
ハ
無
之
候
、
む
か
ひ
ハ
九
郎
殿
へ
申
候
『
青
』
中
2、
69
5
号
47
-
7
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
天
正
10
年
）
4
月
3
日
15
82
04
03
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
田
川
八
幡
神
社
文
書
檜
山
堺
号
八
森
被
到
之
由
候
『
青
』
中
3、
16
84
号
。
『
横
』
11
7
号
47
-
8
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
天
正
11
年
カ
）
1
月
29
日
15
83
01
29
「
下
国
愛
季
書
状
案
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
某
檜
山
之
侗
有
形
も
な
く
候
間
『
青
』
中
2、
71
0
号
47
-
9
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
天
正
15
年
）
10
月
22
日
15
87
10
22
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
藤
田
文
書
」
秋
田
之
儀
も
石
岡
主
膳
を
以
檜
山
当
代
若
年
候
之
万
篇
『
青
』
中
3、
16
85
号
。
『
横
』
13
5
号
47
-
10
檜
山
秋
田
県
能
代
市
天
正
17
年
2
月
5
日
15
89
02
05
「
山
王
八
幡
社
修
造
棟
札
写
」
日
吉
神
社
資
料
出
羽
秋
田
主
長
安
部
愛
季
公
比
山
城
御
座
『
能
代
』
21
5
号
43
東北地方における中世城館関係史料集成
47
-
11
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
天
正
17
年
カ
）
4
月
13
日
15
89
04
13
「
湊
茂
季
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
為
相
談
檜
山
ま
て
相
詰
『
青
』
中
2、
11
14
号
。
『
青
』
近
、
18
号
。『
秋
中
』
88
0
号
47
-
12
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
天
正
17
年
カ
）
6
月
2
日
15
89
06
02
「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
「
出
羽
国
風
土
略
記
」
所
収
文
書
為
小
鹿
・
捨
（
桧
）
山
御
和
乞
…
小
鹿
よ
り
御
払
篇
（
戻
）
之
段
候
…
自
其
郡
中
捨
（
桧
）
山
之
為
『
青
』
中
3、
16
90
号
47
-
13
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
天
正
17
年
）
6
月
2
日
15
89
06
02
「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
阿
部
正
己
資
料
所
収
文
書
仍
為
小
鹿
檜
山
御
和
乞
之
御
?…
自
其
郡
檜
山
之
為
御
荷
担
『
山
県
1』
36
1
頁
。『
秋
中
』
87
8
号
47
-
14
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
天
正
17
年
）
8
月
2
日
15
89
08
02
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
盛
岡
南
部
家
文
書
其
方
事
、
同
名
親
類
等
並
檜
山
之
城
主
以
下
令
同
心
『
青
』
中
1、
三
戸
52
9
号
。『
青
』
近
、
21
号
47
-
15
檜
山
秋
田
県
能
代
市
天
正
19
年
5
月
頃
15
91
05
00
「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田
家
文
書
横
手
・
秋
田
・
檜
山
悉
陣
参
用
意
ニ
候
『
青
』
中
1、
三
戸
57
6
号
。『
青
』
近
、
82
号
47
-
16
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
文
禄
4
年
）
8
月
8
日
15
95
08
08
「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
秋
田
へ
祝
言
之
事
、比
内
・
檜
山
人
ゆ
き
ゝ
な
く
候
由
云
候
『
秋
中
』
94
0
号
。『
青
』
中
1、
八
戸
23
8
号
47
-
17
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
文
禄
4
年
）
8
月
22
日
15
95
08
22
「
南
部
信
直
書
状
案
」
南
部
光
徹
氏
所
蔵
遠
野
南
部
家
文
書
比
内
よ
り
檜
山
へ
事
を
し
か
け
候
…
か
た
山
八
木
橋
ハ
檜
山
方
ニ
候
『
秋
中
』
94
0
号
。『
青
』
中
1、
八
戸
24
0
号
47
-
18
檜
山
秋
田
県
能
代
市
慶
長
5
年
7
月
7
日
16
00
07
07
「
秋
田
家
作
事
入
用
目
録
」
秋
田
家
文
書
檜
山
よ
り
参
候
こ
は
へ
き
『
秋
中
』
99
6
号
47
-
19
檜
山
秋
田
県
能
代
市
慶
長
5
年
12
月
6
日
16
00
12
06
「
栗
沢
甚
兵
衛
代
官
所
物
成
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
慶
長
四
年
拾
月
一
日
ヨ
リ
度
々
ニ
岩
屋
源
兵
衛
ニ
渡
『
能
代
』
28
1
号
檜
山
城
関
係
か
47
-
20
檜
山
秋
田
県
能
代
市
慶
長
5
年
12
月
7
日
16
00
12
07
「
秋
田
左
馬
丞
代
官
所
物
成
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
慶
長
五
年
二
月
御
城
之
御
風
呂
ニ
入
用
…
『
能
代
』
28
1
号
47
-
21
檜
山
秋
田
県
能
代
市
慶
長
6
年
5
月
16
日
16
01
05
16
「
大
高
甚
介
諸
役
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
慶
長
五
年
十
月
廿
八
日
、
檜
山
之
御
城
ニ
而
、
を
の
を
の
ニ
売
申
候
…
日
山
之
御
城
『
秋
中
』
10
34
号
。『
能
代
』
40
7
号
47
-
22
檜
山
秋
田
県
能
代
市
慶
長
6
年
7
月
10
日
16
01
07
10
「
秋
田
兵
右
衛
門
地
子
銭
并
諸
役
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
木
綿
拾
参
端
買
調
度
々
ニ
御
城
へ
上
申
候
…
『
能
代
』
40
8
号
47
-
23
檜
山
秋
田
県
能
代
市
慶
長
6
年
11
月
3
日
16
01
11
03
「
長
崎
五
左
衛
門
普
請
覚
書
」
秋
田
家
文
書
檜
山
ノ
御
鑓
衆
『
能
代
』
41
6
号
44
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47
-
24
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
元
和
5
年
）
6
月
21
日
16
19
06
21
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
比
内
よ
り
檜
山
筋
被
通
候
時
分
『
秋
市
』
64
4
頁
47
-
25
檜
山
秋
田
県
能
代
市
（
年
未
詳
）
8
月
13
日
「
秋
田
愛
季
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
自
檜
山
『
秋
中
』
83
8
号
参
考
48
-
1
八
森
（
鉢
森
）
秋
田
県
八
峰
町
（
天
正
10
年
カ
）
4
月
3
日
15
82
04
03
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
田
川
八
幡
神
社
文
書
檜
山
堺
号
八
森
被
到
之
由
候
『
青
』
中
3、
16
84
号
。
『
横
』
11
7
号
48
-
2
八
森
（
鉢
森
）
秋
田
県
八
峰
町
（
天
正
11
年
カ
）
1
月
29
日
15
83
01
29
「
下
国
愛
季
書
状
案
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
此
度
鉢
森
之
理
、
玄
蕃
介
申
来
候
間
『
青
』
中
2、
71
0
号
48
-
3
八
森
（
鉢
森
）
秋
田
県
八
峰
町
（
慶
長
9
年
）
7
月
29
日
16
04
07
29
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
三
く
ら
か
花
ゟ
野
城
・
八
森
・
津
軽
境
ま
て
『
秋
近
』
14
9
号
48
-
4
八
森
（
鉢
森
）
秋
田
県
八
峰
町
（
元
和
5
年
）
6
月
21
日
16
19
06
21
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
八
森
へ
通
し
可
申
候
『
秋
市
』
64
3
頁
49
-
1
本
堂
秋
田
県
美
郷
町
（
天
正
16
年
）
7
月
19
日
15
88
07
19
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
古
文
書
雑
纂
一
爾
々
息
頃
日
本
堂
ニ
在
之
『
横
』
14
3
号
49
-
2
本
堂
秋
田
県
美
郷
町
（
天
正
16
年
）
8
月
13
日
15
88
08
13
「
最
上
義
光
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
戸
澤
・
本
堂
・
西
馬
音
内
へ
能
々
相
談
可
然
候
『
山
県
1』
48
9
頁
。『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
7
号
50
-
1
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
天
正
15
年
）
10
月
22
日
15
87
10
22
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
藤
田
文
書
」
就
之
向
六
郷
・
金
沢
被
動
干
戈
候
由
候
『
青
』
中
3、
16
85
号
。
『
横
』
13
5
号
50
-
2
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
天
正
15
年
）
11
月
24
日
15
87
11
24
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
六
郷
逆
意
ニ
附
而
…
六
郷
へ
兼
而
通
用
も
有
之
『
山
県
1』
39
8
頁
。『
秋
中
』
86
8
号
。『
横
』
13
6
号
50
-
3
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
天
正
16
年
）
5
月
17
日
15
88
05
17
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
田
林
文
書
仙
北
就
横
手
・
六
郷
方
之
儀
『
秋
中
』
87
1
号
。
『
横
』
14
0
号
50
-
4
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
天
正
16
年
）
7
月
18
日
15
88
07
18
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
乍
去
山
田
六
郷
始
終
共
ニ
…
未
終
山
六
無
機
遣
…
『
山
県
1』
46
6
頁
。『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
2
号
50
-
5
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
天
正
16
年
）
7
月
19
日
15
88
07
19
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
古
文
書
雑
纂
一
六
郷
進
退
之
儀
、
北
浦
・
西
馬
音
内
・
油
利
へ
被
打
任
『
横
』
14
3
号
50
-
6
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
天
正
16
年
）
8
月
5
日
15
88
08
05
「
本
堂
道
親
書
状
写
」
宝
翰
類
聚
将
又
当
郡
之
儀
、
横
手
・
六
郷
一
和
無
之
故
『
横
』
14
4
号
45
東北地方における中世城館関係史料集成
50
-
7
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
天
正
16
年
）
8
月
13
日
15
88
08
13
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
被
及
媒
介
、
山
六
向
後
も
無
機
遣
様
ニ
調
法
所
仰
候
『
山
県
1』
48
9
頁
。『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
7
号
50
-
8
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
「
最
上
義
光
書
状
写
」
秋
田
家
文
書
六
郷
へ
被
相
伝
預
御
志
書
添
儀
ニ
申
候
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
秋
中
』
10
10
号
50
-
9
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
13
日
16
00
10
13
「
秋
田
実
季
書
状
控
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
早
々
六
郷
へ
可
有
御
出
勢
処
ニ
『
青
』中
2、
78
9
号
。『
秋
中
』
10
12
号
。『
横
』
34
5
号
50
-
10
六
郷
秋
田
県
美
郷
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
28
日
16
00
10
28
「
某
書
状
」
三
春
秋
田
氏
文
書
湯
沢
・
増
田
・
六
郷
へ
も
随
分
御
入
魂
尤
候
『
横
』
補
遺
27
号
51
相
川
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
17
日
16
00
09
17
「
小
野
寺
義
道
書
下
写
」
安
倍
氏
庄
内
筆
余
此
度
鮎
川
城
掛
候
而
、
度
々
勝
利
を
得
候
『
横
』
補
遺
26
号
52
-
1
稲
庭
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
指
出
　
壱
万
苅
　
稲
庭
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
52
-
2
稲
庭
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
11
月
22
日
15
90
11
22
「
三
梨
道
則
書
状
」
色
部
文
書
何
さ
ま
稲
庭
よ
り
被
罷
下
候
ハ
ヽ
『
秋
中
』
91
3
号
、『
横
』
20
1
号
52
-
3
稲
庭
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
11
月
24
日
15
90
11
24
「
栗
田
綱
盛
年
貢
送
状
」
色
部
文
書
稲
庭
御
年
貢
之
儀
『
横
』
22
9
号
52
-
4
稲
庭
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
11
月
晦
日
15
90
11
30
「
川
連
道
棟
書
状
」
色
部
文
書
稲
庭
・
三
梨
よ
り
、
御
年
貢
之
儀
参
候
哉
…
尤
稲
庭
・
三
梨
よ
り
ハ
相
澄
候
処
ニ
『
秋
中
』
91
4
号
、『
横
』
20
2
号
52
-
5
稲
庭
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
11
月
・
12
月
15
90
11
00
「
雄
勝
郡
諸
領
年
貢
定
書
」
色
部
文
書
稲
庭
領
『
横
』
24
3
号
52
-
6
稲
庭
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
3
月
頃
カ
15
91
03
00
「
仙
北
郡
太
閤
蔵
入
地
年
貢
請
取
注
文
」
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
古
文
書
集
三
拾
貫
文
　
　
従
稲
庭
『
横
』
24
5
号
53
-
1
岩
崎
秋
田
県
湯
沢
市
（
文
禄
4・
5
年
カ
）
4
月
13
日
15
95
04
13
「
戸
沢
能
登
守
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
岩
崎
松
田
大
膳
一
戦
ニ
付
『
横
』
補
遺
24
号
53
-
2
岩
崎
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
6
日
16
00
10
06
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
岩
崎
ハ
見
詰
候
へ
共
、
無
調
儀
ニ
仕
て
は
い
か
ゝ
ニ
て
候
間
『
横
』
34
1
号
54
-
1
院
内
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
7
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
最
上
ノ
内
院
内
と
申
処
ニ
在
陣
仕
…
八
月
七
日
至
院
内
参
着
仕
候
『
能
代
』
45
8
号
46
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
54
-
2
院
内
秋
田
県
湯
沢
市
慶
長
9
年
5
月
25
日
16
04
05
25
「
秋
田
実
季
会
津
陣
扶
持
方
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
同
我
等
弐
千
人
に
て
仙
北
院
内
ま
て
罷
出
候
『
秋
中
』
10
55
号
。『
能
代
』
45
4
号
54
-
3
院
内
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
9
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
最
上
ノ
内
院
内
と
申
処
ニ
在
陣
仕
…
八
月
七
日
至
院
内
参
着
仕
候
『
能
代
』
45
8
号
55
角
間
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
24
日
16
00
10
24
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
柳
田
・
角
磨
・
八
幡
仕
合
共
不
及
是
非
候
『
秋
中
』
10
17
号
。
『
横
』3
52
号
。『
山
県
1』
46
0
頁
56
-
1
川
連
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
指
出
　
弐
万
十
束
苅
　
川
連
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
56
-
2
川
連
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
11
月
・
12
月
15
90
11
00
「
雄
勝
郡
諸
領
年
貢
定
書
」
色
部
文
書
川
連
領
『
横
』
24
3
号
56
-
3
川
連
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
12
月
3
日
15
90
12
03
「
川
連
道
綱
年
貢
送
状
写
」
古
案
記
録
草
案
二
川
連
之
御
年
貢
銭
之
儀
『
横
』
23
0
号
56
-
4
川
連
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
12
月
28
日
15
90
12
28
「
佐
藤
信
頼
年
貢
送
状
写
」
古
案
記
録
草
案
二
従
河
連
之
御
年
貢
拾
貫
文
『
横
』
23
4
号
56
-
5
川
連
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
3
月
頃
カ
15
91
03
00
「
仙
北
郡
太
閤
蔵
入
地
年
貢
請
取
注
文
」
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
古
文
書
集
拾
四
貫
五
百
文
　
　
従
川
連
『
横
』
24
5
号
56
-
6
川
連
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19・
20
年
カ
）
2
月
3
日
15
92
02
03
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
今
度
有
子
細
川
連
之
者
共
成
敗
成
候
、
依
之
川
連
之
者
共
横
目
之
た
め
…
向
後
ハ
川
連
か
た
へ
も
…
川
連
者
共
三
つ
ニ
わ
け
『
横
』
24
8
号
57
関
口
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
2
月
8
日
15
91
02
08
「
鮭
延
愛
綱
書
状
」
色
部
文
書
乍
去
山
田
・
関
口
一
二
ヶ
所
之
事
者
、
堺
近
与
云
『
秋
中
』
92
6
号
、『
横
』
21
8
号
58
-
1
東
福
寺
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
指
出
　
千
苅
　
但
稲
庭
ノ
内
　
東
福
寺
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
東
福
寺
氏
の
居
城
牛
形
城
と
関
連
58
-
2
東
福
寺
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
11
月
・
12
月
15
90
11
00
「
雄
勝
郡
諸
領
年
貢
定
書
」
色
部
文
書
東
福
寺
領
『
横
』
24
3
号
58
-
3
東
福
寺
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
12
月
3
日
15
90
12
03
「
忠
鉢
勝
宣
年
貢
送
状
」
色
部
文
書
東
福
寺
之
御
年
貢
銭
之
儀
『
横
』
23
1
号
58
-
4
東
福
寺
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
3
月
頃
カ
15
91
03
00
「
仙
北
郡
太
閤
蔵
入
地
年
貢
請
取
注
文
」
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
古
文
書
集
弐
貫
文
　
　
従
東
福
寺
『
横
』
24
5
号
47
東北地方における中世城館関係史料集成
59
八
幡
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
24
日
16
00
10
24
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
柳
田
・
角
磨
・
八
幡
仕
合
共
不
及
是
非
候
『
秋
中
』
10
17
号
。
『
横
』3
52
号
。『
山
県
1』
46
0
頁
60
-
1
深
堀
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
22
日
16
00
10
22
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
自
其
口
深
堀
へ
鉄
炮
十
丁
・
鑓
廿
被
指
入
可
給
候
『
秋
中
』
10
15
号
。
『
横
』3
50
号
。『
山
県
1』
49
3
号
60
-
2
深
堀
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
24
日
16
00
10
24
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
ふ
か
ほ
ふ
り
へ
返
々
人
数
か
さ
ね
て
候
て
…
深
堀
へ
番
手
之
儀
『
秋
中
』
10
17
号
。
『
横
』3
52
号
。『
山
県
1』
46
0
頁
61
藤
居
秋
田
県
湯
沢
市
カ
（
文
禄
4・
5
年
カ
）
4
月
13
日
15
95
04
13
「
戸
沢
能
登
守
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
藤
居
城
散
落
致
候
様
ニ
頼
入
度
候
間
『
横
』
補
遺
24
号
不
明
62
-
1
三
梨
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
指
出
　
八
千
苅
　
三
梨
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
62
-
2
三
梨
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
10
月
24
日
15
90
10
24
「
菅
中
左
衛
門
尉
年
貢
送
状
」
色
部
文
書
三
梨
之
御
年
貢
『
横
』
22
8
号
62
-
3
三
梨
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
11
月
晦
日
15
90
11
30
「
川
連
道
棟
書
状
」
色
部
文
書
稲
庭
・
三
梨
よ
り
、
御
年
貢
之
儀
参
候
哉
…
尤
稲
庭
・
三
梨
よ
り
ハ
相
澄
候
処
ニ
『
秋
中
』
91
4
号
、『
横
』
20
2
号
62
-
4
三
梨
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
11
月
・
12
月
15
90
11
00
「
雄
勝
郡
諸
領
年
貢
定
書
」
色
部
文
書
三
梨
領
『
横
』
24
3
号
62
-
5
三
梨
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
3
月
頃
カ
15
91
03
00
「
仙
北
郡
太
閤
蔵
入
地
年
貢
請
取
注
文
」
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
古
文
書
集
拾
貫
文
　
　
従
三
梨
『
横
』
24
5
号
62
-
6
三
梨
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
11
月
30
日
15
91
11
30
「
西
野
道
俊
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
即
刻
西
山
三
所
へ
城
内
近
習
衆
各
へ
其
段
申
届
候
『
横
』
25
5
号
「
三
」＝
三
梨
か
63
柳
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
24
日
16
00
10
24
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
柳
田
・
角
磨
・
八
幡
仕
合
共
不
及
是
非
候
『
秋
中
』
10
17
号
。
『
横
』3
52
号
。『
山
県
1』
46
0
頁
64
-
1
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
16
年
）
5
月
17
日
15
88
05
17
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
田
林
文
書
今
度
又
横
手
山
田
間
為
可
引
置
『
秋
中
』
87
1
号
。『
横
』
14
0
号
64
-
2
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
16
年
）
7
月
18
日
15
88
07
18
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
「
乍
去
山
田
六
郷
始
終
共
ニ
…
未
終
山
六
無
機
遣
…
『
山
県
1』
46
6
頁
。
『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
2
号
48
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
64
-
3
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
16
年
）
8
月
13
日
15
88
08
13
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
被
及
媒
介
、
山
六
向
後
も
無
機
遣
様
ニ
調
法
所
仰
候
『
山
県
1』
48
9
頁
。
『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
7
号
64
-
4
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
指
出
　
弐
万
弐
千
三
百
苅
　
山
田
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
64
-
5
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
11
月
・
12
月
15
90
11
00
「
雄
勝
郡
諸
領
年
貢
定
書
」
色
部
文
書
山
田
領
『
横
』
24
3
号
64
-
6
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
2
月
8
日
15
91
02
08
「
鮭
延
愛
綱
書
状
」
色
部
文
書
乍
去
山
田
・
関
口
一
二
ヶ
所
之
事
者
、
堺
近
与
云
『
秋
中
』
92
6
号
、『
横
』
21
8
号
64
-
7
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
2
月
13
日
15
91
02
13
「
色
部
長
真
書
状
案
」
色
部
文
書
山
田
三
所
之
儀
者
、
取
分
御
文
躰
ニ
被
示
之
候
条
『
秋
中
』
92
7
号
、『
横
』
21
9
号
64
-
8
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
3
月
14
日
15
91
03
14
「
黒
沢
二
郎
兵
衛
年
貢
請
取
状
写
」
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
古
文
書
集
自
山
田
指
出
代
物
十
二
貫
請
取
申
候
『
横
』
24
7
号
64
-
9
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
11
月
30
日
15
91
11
30
「
西
野
道
俊
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
即
刻
西
山
三
所
へ
城
内
近
習
衆
各
へ
其
段
申
届
候
『
横
』
25
5
号
「
山
」＝
山
田
か
64
-
10
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
～
慶
長
5
年
）
4
月
15
日
15
90
04
15
「
西
野
道
俊
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
山
田
衆
非
番
ヲ
致
之
候
由
に
候
『
横
』
30
3
号
64
-
11
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
6
日
16
00
10
06
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
山
田
ニ
て
五
人
打
候
事
本
望
候
『
横
』
34
1
号
64
-
12
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
22
日
16
00
10
22
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
山
田
?
ハ
其
身
之
城
を
持
置
…
兼
々
床
舞
ハ
山
田
へ
被
揚
候
へ
と
申
候
つ
れ
共
『
秋
中
』
10
15
号
。
『
横
』3
50
号
。『
山
県
1』
49
3
号
64
-
13
山
田
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
24
日
16
00
10
24
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
床
舞
之
事
ハ
兼
々
山
田
へ
あ
か
り
候
ハ
ん
と
申
候
つ
る
『
秋
中
』
10
17
号
。
『
横
』3
52
号
。『
山
県
1』
46
0
頁
65
-
1
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
10
月
22
日
15
90
10
22
「
小
野
寺
氏
横
手
宿
老
中
書
状
」
色
部
文
書
湯
沢
之
地
ニ
鮭
延
殿
在
陣
之
条
『
秋
中
』
91
0
号
、『
横
』
19
4
号
65
-
2
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
18
年
）
10
月
23
日
15
90
10
23
「
鮭
延
愛
綱
書
状
」
色
部
文
書
然
者
拙
者
之
儀
、
当
地
在
堪
候
之
事
不
私
候
…
実
説
承
定
当
城
令
破
却
『
秋
中
』
91
0
号
、『
横
』
19
5
号
「
当
地
」＝
湯
沢
65
-
3
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
天
正
19
年
）
2
月
13
日
15
91
02
13
「
色
部
長
真
書
状
案
」
色
部
文
書
将
又
従
京
都
義
光
其
地
へ
如
被
仰
越
候
『
秋
中
』
92
7
号
、『
横
』
21
9
号
「
其
地
」＝
湯
沢
か
49
東北地方における中世城館関係史料集成
65
-
4
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
頃
カ
）
5
月
25
日
16
00
05
25
「
最
上
義
光
書
状
写
」
雑
纂
諸
家
文
書
所
収
文
書
仙
在
城
之
事
…
偏
ニ
仙
在
城
被
入
念
可
然
存
候
…
仙
在
城
之
仕
置
第
一
可
申
候
『
山
県
1』
35
9
頁
「
仙
北
」＝
湯
沢
城
の
こ
と
か
65
-
5
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
此
節
仙
北
筋
へ
御
動
候
而
、
湯
澤
・
舛
田
被
引
助
可
給
候
、
大
森
か
西
馬
音
内
か
不
被
討
果
候
者
、
無
詮
候
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
秋
中
』
10
10
号
65
-
6
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
23
日
16
00
10
23
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
湯
澤
・
増
田
へ
者
、
十
六
日
ニ
惣
人
数
被
為
越
候
『
青
』
中
2、
79
2
号
65
-
7
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
28
日
16
00
10
28
「
某
書
状
」
三
春
秋
田
氏
文
書
仍
最
上
ヨ
リ
湯
沢
・
増
田
へ
人
数
被
指
越
候
由
候
…
湯
沢
・
増
田
・
六
郷
へ
も
『
横
』
補
遺
27
号
65
-
8
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
慶
長
11
年
）
12
月
6
日
16
06
12
06
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
小
奉
行
ニ
ハ
湯
沢
ニ
居
候
真
崎
玄
蕃
『
秋
近
』
15
0
号
65
-
9
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
慶
長
20
年
5
月
5
日
16
15
05
05
「
梅
津
憲
忠
湯
沢
町
方
定
書
」
佐
竹
南
家
文
書
本
丸
・
わ
き
町
…
城
ゟ
か
し
お
か
れ
候
…
『
秋
近
』
17
0
号
65
-
10
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
元
和
4
年
）
3
月
20
日
16
18
03
20
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
院
内
、
湯
沢
、
よ
こ
手
辺
よ
り
迎
ニ
さ
し
越
『
秋
市
』
64
0
頁
65
-
11
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
元
和
5
年
）
6
月
21
日
16
19
06
21
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
又
湯
沢
な
と
御
一
宿
ニ
候
ハ
ヽ
『
秋
市
』
64
4
頁
65
-
12
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
寛
永
10
年
8
月
18
日
16
33
08
18
「
仙
北
遠
江
守
書
状
」
神
戸
小
野
寺
文
書
私
領
内
湯
沢
之
城
番
申
付
候
三
春
弥
三
郎
と
申
者
『
秋
中
』
10
53
号
65
-
13
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
寛
永
10
年
代
16
33
00
00
「
亀
井
茲
矩
書
上
写
」
神
戸
小
野
寺
文
書
湯
沢
城
代
　
春
日
向
『
横
』
39
6
号
65
-
14
湯
沢
秋
田
県
湯
沢
市
（
寛
永
17
年
カ
）
7
月
20
日
16
40
07
20
「
小
野
寺
義
道
言
上
状
写
」
小
野
寺
文
書
拙
者
知
行
所
之
内
湯
沢
と
申
所
之
城
下
迄
…
則
湯
沢
之
城
ヲ
明
候
而
…
湯
沢
之
城
代
…
『
横
』
補
遺
2
小
野
寺
文
書
3
号
66
-
1
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
元
亀
1
年
）
11
月
5
日
15
70
11
05
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
随
而
赤
宇
曽
之
儀
、
某
三
崎
山
之
外
へ
下
馬
候
時
節
ニ
『
横
』1
01
号
。『
山
県
1』
49
6
頁
66
-
2
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
元
亀
1
年
）
11
月
17
日
15
70
11
17
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
赤
宇
曽
へ
も
松
山
大
郡
差
遣
候
『
横
』1
02
号
。『
山
県
1』
49
6
頁
50
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
66
-
3
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
元
亀
1
年
）
12
月
3
日
15
70
12
03
「
下
国
愛
季
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
就
中
従
赤
宇
曽
彼
地
還
被
申
候
つ
れ
共
請
取
不
申
候
『
青
』
中
2、
10
79
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
横
』
10
3
号
66
-
4
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
元
亀
2
年
カ
）
4
月
8
日
15
71
04
08
「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
」
湊
學
氏
所
蔵
秋
田
湊
文
書
由
利
衆
同
前
ニ
赤
宇
曽
之
地
へ
可
罷
越
候
、
於
致
着
陣
者
可
被
仰
合
候
『
青
』
中
2、
10
17
号
。
『
山
県
1』
47
0
頁
66
-
5
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
9
年
カ
）
10
月
21
日
15
81
10
21
「
小
鴨
永
玉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
赤
宇
曽
之
番
衆
不
罷
帰
候
条
、
無
其
儀
候
『
青
』
中
2、
10
99
号
66
-
6
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
10
年
）
4
月
3
日
15
82
04
03
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
田
川
八
幡
神
社
文
書
年
月
横
手
・
赤
宇
曽
・
秋
田
口
之
手
刷
『
青
』
中
3、
16
84
号
。
『
横
』
11
7
号
66
-
7
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
10
年
カ
）
7
月
5
日
15
82
07
05
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
則
赤
宇
曽
・
岩
屋
口
へ
相
動
…
彼
赤
宇
曽
之
地
輙
可
入
手
之
由
申
候
条
『
青
』
中
2、
11
30
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
山
県
1』
46
7
頁
66
-
8
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
11
年
）
2
月
15
日
15
83
02
15
「
石
郷
岡
氏
景
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
赤
宇
曽
口
よ
り
金
澤
へ
被
罷
越
候
処
『
青
』
中
2、
11
20
号
。
『
横
』
12
6
号
66
-
9
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
16
年
）
2
月
9
日
15
88
02
09
「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
如
何
様
従
赤
宇
曽
被
申
上
候
砌
『
山
県
1』
47
8
頁
。『
荘
内
』
33
5
号
66
-
10
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
16
年
カ
）
2
月
25
日
15
88
02
25
「
内
越
光
安
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
至
存
候
仁
賀
保
・
子
吉
・
赤
宇
曽
被
入
手
事
可
然
之
段
承
届
候
『
青
』
中
2、
11
34
号
66
-
11
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
16
年
）
閏
5
月
11
日
15
88
00
51
1「
中
山
光
直
書
状
」
潟
保
文
書
山
形
よ
り
の
使
、
赤
宇
曽
ニ
在
堪
之
由
候
『
山
県
1』
50
5
頁
。
『
秋
中
』
87
3
号
。『
横
』
14
1
号
66
-
12
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
17
年
）
5
月
23
日
15
89
05
23
「
秋
田
実
季
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
庄
中
被
仰
調
早
速
出
張
頼
入
候
由
、
赤
へ
申
越
候
、
『
秋
中
』
87
8
号
。『
横
』
15
6
号
66
-
13
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
17
年
）
8
月
20
日
15
89
08
20
「
前
田
利
家
書
状
」
盛
岡
南
部
家
文
書
秋
田
表
従
赤
津
令
乱
入
『
青
』
中
1、
三
戸
53
0
号
。『
青
』
近
、
22
号
。
『
山
県
1』
51
1
頁
66
-
14
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
18
年
）
10
月
18
日
15
90
10
18
「
前
田
利
家
書
状
写
」
温
故
足
徴
所
収
文
書
赤
う
津
ま
で
越
候
に
付
て
、
爰
元
一
揆
共
山
へ
入
申
候
『
秋
中
』
90
2
号
、『
横
』
17
3
号
66
-
15
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
文
禄
3～ 慶
長
3
年
）
7
月
20
日
15
94
07
20
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
あ
か
ふ
そ
の
証
人
ゟ
人
下
候
よ
し
候
て
『
横
』
30
7
号
51
東北地方における中世城館関係史料集成
66
-
16
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
14
日
16
00
09
14
「
堀
直
政
書
状
」
秋
田
家
文
書
随
而
赤
宇
曽
殿
其
外
御
組
衆
へ
も
『
山
県
2』
56
1
頁
66
-
17
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
13
日
16
00
10
13
「
秋
田
実
季
書
状
控
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
御
領
内
被
相
塞
候
故
、
赤
宇
曽
を
廻
『
青
』
中
2、
78
9
号
。
『
秋
中
』1
01
2
号
。『
横
』
34
5
号
66
-
18
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
18
日
16
00
10
18
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
赤
孫
二
処
へ
も
書
中
申
度
候
へ
共
『
青
』
中
2、
79
1
号
。
『
秋
中
』1
01
3
号
。『
横
』
34
8
号
66
-
19
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
5
年
）
12
月
13
日
16
00
12
13
「
斎
藤
伊
勢
守
代
官
所
物
成
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
同
九
月
五
日
ニ
赤
宇
曽
へ
御
祝
儀
ノ
折
か
つ
手
ニ
て
御
賄
ニ
罷
成
候
『
能
代
』
28
5
号
66
-
20
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
17
年
）
2
月
5
日
16
12
02
05
「
日
野
光
久
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
委
赤
尾
津
・
滝
澤
へ
御
談
合
尤
候
『
山
県
1』
45
6
頁
。『
荘
内
』
44
0
号
66
-
21
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
6
月
28
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
此
塚
赤
宇
曽
与
有
談
合
『
山
県
1』
47
6
頁
66
-
22
赤
尾
津
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
8
月
11
日
「
日
野
光
久
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
赤
尾
津
之
内
野
帳
…
赤
尾
津
ニ
目
録
御
座
候
条
『
山
県
1』
45
6
頁
67
-
1
鮎
川
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
元
亀
1
年
）
11
月
5
日
15
70
11
05
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
其
城
加
勢
之
儀
、
矢
嶋
・
根
井
両
所
へ
堅
申
届
候
『
横
』1
01
号
。『
山
県
1』
49
6
頁
「
其
城
」＝
鮎
川
＝
山
崎
館
か
67
-
2
鮎
川
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
9
年
カ
）
10
月
21
日
15
81
10
21
「
小
鴨
永
玉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
将
亦
鮎
川
へ
之
玉
薬
之
儀
『
青
』
中
2、
10
99
号
68
-
1
荒
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
11
年
カ
）
1
月
11
日
15
83
01
11
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
其
後
者
早
春
四
日
荒
澤
之
城
及
行
、
外
搆
悉
打
破
焼
拂
而
実
城
計
ニ
成
候
『
青
』
中
2、
11
31
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
山
県
1』
46
8
頁
68
-
2
荒
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
7
月
26
日
「
小
栗
正
吉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
そ
れ
ゟ
荒
沢
ニ
御
留
り
被
成
『
山
市
』
25
7
頁
69
-
1
石
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
永
禄
12
年
）
10
月
3
日
15
69
10
03
「
土
佐
林
禅
棟
書
状
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
。
伊
沢
美
佐
子
氏
所
蔵
文
書
依
之
即
石
沢
自
落
『
横
』
94
号
。『
横
』
補
遺
4
号
69
-
2
石
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
6
月
22
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
平
姓
高
倉
氏
鮎
河
之
伝
然
者
其
郡
矢
嶋
・
石
沢
其
外
被
申
聞
候
…
石
沢
へ
助
勢
被
仕
之
『
横
』
補
遺
14
0
号
70
板
桶
山
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
11
年
カ
）
1
月
11
日
15
83
01
11
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
旧
冬
も
板
桶
山
之
陣
所
へ
及
加
勢
候
処
『
青
』
中
2、
11
31
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
山
県
1』
46
8
頁
52
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
71
-
1
岩
屋
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
10
年
カ
）
7
月
5
日
15
82
07
05
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
則
赤
宇
曽
・
岩
屋
口
へ
相
動
『
青
』
中
2、
11
30
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
山
県
1』
46
7
頁
71
-
2
岩
屋
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
11
年
）
1
月
24
日
15
83
01
24
「
下
国
愛
季
感
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
天
正
十
一
年
正
月
廿
二
日
岩
屋
町
破
候
刻
『
青
』
中
2、
11
29
号
。
『
秋
中
』
85
0
号
71
-
3
岩
屋
秋
田
県
由
利
本
荘
市
寛
永
18
年
6
月
5
日
16
41
06
05
「
由
利
壱
郡
高
之
事
」
深
井
文
書
一
、
高
三
千
石
　
岩
谷
佐
兵
衛
殿
　
同
年
ゟ
岩
谷
に
御
居
城
『
本
荘
』
54
7
号
71
-
4
岩
屋
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
6
月
16
日
「
最
上
家
親
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
何
事
茂
其
地
参
着
之
刻
『
山
市
』
24
6
頁
「
其
地
」＝
岩
屋
か
71
-
5
岩
屋
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
7
月
26
日
「
小
栗
正
吉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
然
者
右
ニ
ハ
岩
屋
御
留
り
可
被
成
由
ニ
御
座
候
へ
共
…
岩
屋
に
て
ハ
御
昼
通
り
『
山
市
』
25
7
頁
71
-
6
岩
屋
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
10
月
3
日
「
堀
秀
治
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
爰
元
仕
置
等
申
付
候
、
其
地
相
替
候
者
『
山
県
1』
49
4
頁
「
其
地
」＝
岩
屋
か
72
-
1
内
越
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
5
年
頃
カ
）
4
月
14
日
15
77
04
14
「
小
鴨
時
基
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
于
今
内
越
へ
も
参
不
申
候
に
て
『
青
』
中
2、
10
98
号
72
-
2
内
越
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
10
年
カ
）
7
月
5
日
15
82
07
05
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
内
越
ニ
申
理
及
其
調
之
処
、
結
句
内
越
罷
出
候
に
付
而
『
青
』
中
2、
11
30
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
73
亀
田
秋
田
県
由
利
本
荘
市
寛
永
18
年
6
月
5
日
16
41
06
05
「
由
利
壱
郡
高
之
事
」
深
井
文
書
高
四
万
石
　
楯
岡
豊
前
守
殿
…
初
者
赤
尾
津
亀
田
ニ
御
居
城
…
高
弐
万
石
　
岩
城
但
馬
守
殿
…
赤
尾
津
亀
田
ニ
御
居
城
『
本
荘
』
54
7
号
74
子
吉
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
16
年
カ
）
2
月
25
日
15
88
02
25
「
内
越
光
安
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
至
存
候
仁
賀
保
・
子
吉
・
赤
宇
曽
被
入
手
事
可
然
之
段
承
届
候
『
青
』
中
2、
11
34
号
75
権
現
堂
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
10
年
）
3
月
9
日
15
82
03
09
「
下
国
愛
季
感
状
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本「
佐
々
貴
文
書
」
天
正
拾
年
新
澤
陣
於
権
現
堂
敵
夜
責
成
候
処
、
其
方
依
働
無
比
類
館
堅
固
ニ
持
置
『
青
』
中
2、
10
60
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
76
-
1
笹
子
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
7
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
此
度
自
然
古
と
申
城
ニ
取
籠
『
能
代
』
45
8
号
53
東北地方における中世城館関係史料集成
76
-
2
笹
子
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
6
月
25
日
「
近
藤
但
馬
書
状
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
篠
子
と
仙
北
境
に
て
山
落
つ
か
ま
つ
り
…
少
々
篠
子
一
む
ら
『
山
市
』
24
0
頁
76
-
3
笹
子
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
8
月
6
日
「
志
村
光
安
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
先
度
於
篠
子
村
山
落
之
儀
『
山
市
』
24
1
頁
77
高
畠
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
16
年
カ
）
8
月
6
日
15
88
08
06
「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
吾
等
在
陣
到
之
候
高
畠
之
地
、
一
向
無
調
候
条
、
日
夜
館
調
仕
候
而
待
懸
候
へ
共
、
終
敵
不
動
候
間
、
更
番
着
候
条
、
令
帰
陣
候
『
青
』
中
2、
11
32
号
。
『
山
県
1』
46
8
頁
由
利
本
荘
市
葛
法
字
高
畑
の
山
館
か
78
-
1
滝
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
17
年
）
2
月
5
日
16
12
02
05
「
日
野
光
久
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
委
赤
尾
津
・
滝
澤
へ
御
談
合
尤
候
『
山
県
1』
45
6
頁
78
-
2
滝
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
元
和
8
年
9
月
3
日
16
22
09
03
「
最
上
領
由
利
内
城
之
覚
」
本
城
家
文
書
滝
沢
　
平
城
『
本
荘
』
52
0
号
78
-
3
滝
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
元
和
8
年
16
22
00
00
「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
滝
澤
之
城
　
滝
澤
兵
部
居
所
『
伊
』
84
5
号
78
-
4
滝
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
寛
永
18
年
6
月
5
日
16
41
06
05
「
由
利
壱
郡
高
之
事
」
深
井
文
書
一
、
高
壱
万
石
　
滝
沢
兵
庫
守
殿
　
但
慶
長
八
年
ゟ
滝
沢
ニ
御
居
城
『
本
荘
』
54
7
号
78
-
5
滝
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
1
月
11
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
滝
澤
へ
た
ん
か
ふ
候
て
…
滝
澤
へ
た
ん
か
ふ
候
可
候
『
山
県
1』
49
9
頁
78
-
6
滝
沢
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
7
月
26
日
「
小
栗
正
吉
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
瀧
沢
ニ
御
留
り
可
被
成
由
ニ
御
座
候
条
『
山
市
』
25
7
頁
79
玉
米
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
7
日
16
00
10
07
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
今
日
玉
米
迄
罷
越
候
様
ニ
と
申
候
『
山
県
1』
46
1
頁
80
西
目
　
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
10
年
）
7
月
12
日
15
82
07
12
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
去
八
日
中
由
利
号
西
目
地
利
へ
及
近
陳
候
『
横
』
11
9
号
。『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。『
山
県
1』
47
3
頁
81
根
井
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
元
亀
1
年
）
11
月
5
日
15
70
11
05
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
其
城
加
勢
之
儀
、
矢
嶋
・
根
井
両
所
へ
堅
申
届
候
『
横
』1
01
号
。『
山
県
1』
49
6
頁
82
-
1
本
荘
（
古
雪
）
秋
田
県
由
利
本
荘
市
天
正
19
年
5
月
頃
15
91
05
00
「
滝
沢
惟
宗
知
行
宛
行
状
」
滝
沢
滋
氏
所
蔵
文
書
一
、
五
間
屋
敷
　
本
城
楯
之
内
ニ
『
本
荘
』
44
1
号
要
検
討
82
-
2
本
荘
（
古
雪
）
秋
田
県
由
利
本
荘
市
天
正
19
年
5
月
頃
15
91
05
00
「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田
家
文
書
由
利
之
ふ
る
き
よ
り
送
候
者
帰
候
『
青
』
中
1、
三
戸
57
6
号
。『
青
』
近
、
82
号
54
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82
-
3
本
荘
（
古
雪
）
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
17
年
）
2
月
5
日
16
12
02
05
「
日
野
光
久
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
将
又
去
二
日
ゟ
古
雪
御
城
普
請
ニ
御
出
被
成
候
由
『
山
県
1』
45
6
頁
。『
荘
内
』
44
0
号
82
-
4
本
荘
（
古
雪
）
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
19
年
）
2
月
1
日
16
14
02
01
「
本
城
満
茂
書
状
写
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
阿
保
文
書
其
許
留
守
中
火
之
用
心
之
儀
か
た
く
被
申
付
可
然
候
『
本
荘
』
52
2
号
「
其
許
」＝
本
荘
か
82
-
5
本
荘
（
古
雪
）
秋
田
県
由
利
本
荘
市
元
和
8
年
9
月
3
日
16
22
09
03
「
最
上
領
由
利
内
城
之
覚
」
本
城
家
文
書
本
城
　
山
城
　
一
、
本
丸
内
広
南
北
七
十
間
、
東
西
三
十
八
間
『
本
荘
』
52
0
号
82
-
6
本
荘
（
古
雪
）
秋
田
県
由
利
本
荘
市
元
和
8
年
16
22
00
00
「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
ゆ
り
　
本
庄
城
　
本
庄
豊
前
守
居
所
『
伊
』
84
5
号
82
-
7
本
荘
（
古
雪
）
秋
田
県
由
利
本
荘
市
寛
永
18
年
6
月
5
日
16
41
06
05
「
由
利
壱
郡
高
之
事
」
深
井
文
書
小
吉
之
内
本
庄
御
居
城
…
春
秋
壱
年
本
庄
に
御
居
城
…
十
月
ゟ
本
庄
ニ
御
居
城
『
本
荘
』
54
7
号
82
-
8
本
荘
（
古
雪
）
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
2
月
7
日
「
夏
井
市
介
書
状
」
二
木
文
書
本
城
ま
て
ノ
道
中
宿
へ
、
状
を
被
遣
『
山
県
2』
55
0
頁
。『
荘
内
』
47
7
号
83
百
宅
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
永
禄
12
年
カ
）
7
月
15
日
15
69
07
15
「
土
佐
林
禅
棟
書
状
」
北
目
菅
原
家
文
書
今
度
矢
嶋
四
郎
方
百
宅
口
へ
被
打
越
候
菅
原
義
勝
「
由
利
地
域
に
お
け
る
土
佐
林
禅
棟
の
外
交
」（
『
山
形
県
地
域
史
研
究
』
43
号
84
-
1
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
永
禄
12
年
）
7
月
29
日
15
69
07
29
「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
今
度
向
仁
賀
保
之
地
、
従
矢
嶋
致
調
儀
…
定
而
矢
嶋
へ
可
被
致
動
候
『
横
』9
3
号
。『
山
県
1』
48
1
頁
84
-
2
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
永
禄
12
年
）
10
月
3
日
15
69
10
03
「
土
佐
林
禅
棟
書
状
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
。
伊
沢
美
佐
子
氏
所
蔵
文
書
今
度
矢
島
逆
意
ニ
付
而
…
『
横
』
94
号
。『
横
』
補
遺
4
号
84
-
3
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
永
禄
12
年
カ
）
11
月
8
日
15
69
11
08
「
土
佐
林
禅
棟
書
状
」
秋
田
県
公
文
書
館
所
蔵
「
東
山
文
庫
」
文
書
仍
矢
嶋
儀
須
無
曲
刷
連
続
故
…
彼
城
可
仕
詰
覚
悟
候
処
菅
原
義
勝
「
由
利
地
域
に
お
け
る
土
佐
林
禅
棟
の
外
交
」（
『
山
形
県
地
域
史
研
究
』
43
号
84
-
4
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
永
禄
12
年
）
10
月
25
日
15
69
10
25
「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
」
落
合
文
書
今
度
矢
嶋
四
郎
方
家
風
之
者
共
…
然
者
矢
嶋
息
西
馬
音
内
ニ
被
差
置
候
事
も
『
横
』9
2
号
。『
山
県
1』
50
3
頁
84
-
5
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
元
亀
1
年
）
11
月
5
日
15
70
11
05
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
其
城
加
勢
之
儀
、
矢
嶋
・
根
井
両
所
へ
堅
申
届
候
『
横
』1
01
号
。『
山
県
1』
49
6
頁
84
-
6
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
天
正
14
年
1
月
9
日
15
86
01
09
「
大
宝
寺
義
興
宛
行
状
」
庄
内
古
文
書
影
写
集
所
収
文
書
今
度
矢
嶋
事
、
為
致
還
住
候
間
『
山
県
1』
35
7
頁
。『
荘
内
』
31
2
号
55
東北地方における中世城館関係史料集成
84
-
7
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
15
年
）
10
月
22
日
15
87
10
22
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
藤
田
文
書
」
矢
嶋
を
始
皆
以
遂
出
仕
候
『
青
』
中
3、
16
85
号
。
『
横
』
13
5
号
84
-
8
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
天
正
18
～
慶
長
5
年
）
4
月
15
日
15
90
04
15
「
西
野
道
俊
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
矢
嶋
江
之
儀
者
不
承
候
…
矢
江
之
番
候
間
『
横
』
30
4
号
84
-
9
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
6
日
16
00
10
06
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
又
矢
嶋
之
さ
け
な
け
と
や
ら
ん
も
、
其
口
本
町
な
と
ニ
此
間
は
居
候
と
承
候
間
『
横
』
34
1
号
84
-
10
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
慶
長
7
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
由
利
郡
之
内
矢
嶋
と
申
所
者
『
能
代
』
45
8
号
84
-
11
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
慶
長
9
年
5
月
25
日
16
04
05
25
「
秋
田
実
季
太
閤
蔵
入
地
物
成
納
口
之
帳
」
秋
田
家
文
書
由
利
矢
嶋
之
一
揆
成
敗
仕
時
『
秋
中
』
10
54
号
。『
能
代
』
31
2
号
84
-
12
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
慶
長
9
年
5
月
25
日
16
04
05
25
「
秋
田
実
季
会
津
陣
扶
持
方
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
由
利
之
内
矢
嶋
一
揆
成
敗
仕
候
時
『
秋
中
』
10
55
号
。『
能
代
』
45
4
号
84
-
13
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
寛
永
18
年
6
月
5
日
16
41
06
05
「
由
利
壱
郡
高
之
事
」
深
井
文
書
一
、
高
三
千
石
　
内
越
左
近
殿
　
同
年
ゟ
矢
嶋
ニ
御
居
城
『
本
荘
』
54
7
号
84
-
14
矢
島
秋
田
県
由
利
本
荘
市
（
年
未
詳
）
6
月
22
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
平
姓
高
倉
氏
鮎
河
之
伝
然
者
其
郡
矢
嶋
・
石
沢
其
外
被
申
聞
候
『
横
』
補
遺
14
0
号
85
浅
舞
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
～
慶
長
5
年
）
12
月
12
日
15
90
12
12
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
又
朝
舞
辺
ニ
御
滞
留
も
候
歟
『
横
』
31
0
号
86
馬
鞍
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
24
日
16
00
10
24
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
昨
日
於
馬
鞍
表
ニ
い
く
さ
候
て
、
お
し
く
つ
し
、
馬
鞍
へ
八
人
打
取
候
『
秋
中
』
10
17
号
。
『
横
』3
52
号
。『
山
県
1』
46
0
頁
87
大
沢
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
11
年
カ
）
1
月
11
日
15
83
01
11
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
大
澤
地
之
事
、
自
是
閣
警
固
処
…
大
澤
へ
も
一
勢
可
相
加
候
条
『
青
』
中
2、
11
31
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
山
県
1』
46
8
頁
88
-
1
大
森
秋
田
県
横
手
市
天
正
18
年
8
月
20
日
15
90
08
20
「
色
部
家
中
起
請
文
案
」
色
部
文
書
一
、
当
地
御
在
番
中
…
城
外
へ
む
さ
と
罷
出
間
敷
事
『
横
』
16
6
号
88
-
2
大
森
秋
田
県
横
手
市
天
正
18
年
10
月
19
日
15
90
10
19
「
小
野
寺
家
中
四
名
連
署
状
」
色
部
文
書
大
森
御
在
番
色
部
殿
へ
慥
手
渡
可
進
納
申
候
『
秋
中
』
90
3
号
、『
横
』
18
4
号
56
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
88
-
3
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
年
）
10
月
20
日
15
90
10
20
「
大
谷
吉
継
書
状
」
色
部
文
書
大
森
ニ
御
残
段
、
万
々
御
太
儀
共
候
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
5
号
88
-
4
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
年
）
10
月
20
日
15
90
10
20
「
大
谷
吉
継
覚
書
」
色
部
文
書
北
浦
戸
沢
家
老
之
者
質
物
拾
人
大
森
ニ
置
候
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
6
号
88
-
5
大
森
秋
田
県
横
手
市
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
大
森
五
郎
・
横
手
隠
居
よ
り
、
土
貢
被
相
調
次
第
、
御
請
取
尤
候
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
88
-
6
大
森
秋
田
県
横
手
市
天
正
18
年
10
月
22
日
15
90
10
22
「
佐
貫
秀
綱
起
請
文
」
色
部
文
書
今
度
大
森
之
地
ニ
御
在
番
被
成
候
『
秋
中
』
90
9
号
、『
横
』
18
8
号
88
-
7
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
年
）
10
月
22
日
15
90
10
22
「
寒
河
江
光
俊
・
鮭
延
愛
綱
連
署
書
状
」
色
部
文
書
其
口
御
在
堪
之
儀
、
御
苦
労
不
及
是
非
候
『
秋
中
』
91
0
号
、『
横
』
19
2
号
88
-
8
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
年
）
10
月
22
日
15
90
10
22
「
小
野
寺
氏
横
手
宿
老
中
書
状
」
色
部
文
書
大
森
江
　
五
郎
殿
参
人
々
御
中
『
秋
中
』
91
0
号
、『
横
』
19
3
号
88
-
9
大
森
秋
田
県
横
手
市
天
正
18
年
10
月
25
日
15
90
10
25
「
戸
沢
道
茂
・
青
川
道
房
連
署
起
請
文
」
色
部
文
書
今
度
為
御
城
番
、
当
地
有
之
上
者
『
秋
中
』
90
9
号
、『
横
』
18
9
号
「
当
地
」＝
大
森
88
-
10
大
森
秋
田
県
横
手
市
天
正
18
年
12
月
2
日
15
90
12
02
「
色
部
長
真
制
札
」
色
部
文
書
一
、
当
地
在
城
之
者
共
、
於
在
々
所
々
、
不
可
致
不
道
狼
藉
事
…
大
森
実
城
へ
ち
き
に
可
申
理
者
也
『
秋
中
』
91
5
号
、『
横
』
20
3
号
88
-
11
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
年
）
12
月
18
日
15
90
12
18
「
大
谷
吉
継
書
状
」
色
部
文
書
其
地
城
共
悉
孫
十
郎
殿
請
取
可
被
申
候
『
秋
中
』
91
6
号
、『
横
』
20
4
号
88
-
12
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
2
月
17
日
15
91
02
17
「
直
江
兼
続
書
状
」
色
部
文
書
城
中
ニ
有
之
物
共
、
悉
五
郎
方
へ
被
相
渡
『
秋
中
』
92
8
号
、『
横
』
22
0
号
88
-
13
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
2
月
18
日
15
91
02
18
「
鮭
延
愛
綱
書
状
」
色
部
文
書
仍
其
元
于
今
御
在
堪
之
儀
、
万
々
御
気
遣
奉
察
候
『
秋
中
』
92
6
号
、『
横
』
21
8
号
88
-
14
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
2
月
晦
日
15
91
02
30
「
色
部
長
真
書
状
案
」
色
部
文
書
惣
躰
野
拙
事
、
自
兼
日
如
申
宣
、
当
座
在
番
之
躰
候
『
秋
中
』
92
9
号
、『
横
』
22
3
号
88
-
15
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
2
月
晦
日
15
91
02
30
「
色
部
長
真
書
状
案
」
色
部
文
書
拙
者
事
、
当
座
在
番
之
躰
候
条
『
秋
中
』
92
9
号
、『
横
』
22
4
号
88
-
16
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
3
月
頃
カ
15
91
03
00
「
仙
北
郡
太
閤
蔵
入
地
年
貢
請
取
注
文
」
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
古
文
書
集
仙
北
於
大
森
ニ
請
取
申
候
米
銭
之
事
『
横
』
24
5
号
88
-
17
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
3
月
14
日
15
91
03
14
「
太
閤
蔵
入
地
年
貢
請
取
状
写
」
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
古
文
書
集
大
森
御
蔵
ニ
お
ゐ
て
請
取
申
米
銭
之
事
『
横
』
24
6
号
57
東北地方における中世城館関係史料集成
88
-
18
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
此
節
仙
北
筋
へ
御
動
候
而
、
湯
澤
・
舛
田
被
引
助
可
給
候
、
大
森
か
西
馬
音
内
か
不
被
討
果
候
者
、
無
詮
候
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
秋
中
』
10
10
号
88
-
19
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
18
日
16
00
10
18
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
大
森
へ
之
助
勢
ハ
有
之
間
敷
候
と
存
事
ニ
候
、
横
手
表
へ
者
、
此
方
従
金
澤
人
数
可
指
出
候
条
『
青
』
中
2、
79
1
号
。
『
秋
中
』1
01
3
号
。『
横
』
34
8
号
88
-
20
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
22
日
16
00
10
22
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
返
々
、
大
森
之
陣
被
揚
候
事
、
先
以
本
望
候
…
大
森
昨
日
由
利
衆
へ
無
事
ニ
仕
…
大
森
之
陣
『
秋
中
』
10
15
号
。
『
横
』3
50
号
。『
山
県
1』
49
3
号
88
-
21
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
23
日
16
00
10
23
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
大
森
御
陳
口
へ
内
々
拙
者
…
随
而
大
森
御
陳
之
儀
御
開
陳
御
尤
ニ
候
『
秋
中
』1
01
6
号
。『
横
』
35
1
号
。『
青
』
中
2、
79
2
号
88
-
22
大
森
秋
田
県
横
手
市
慶
長
5
年
10
月
24
日
16
00
10
24
「
秋
田
実
季
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
大
森
陣
慥
相
つ
と
め
候
也
『
青
』
中
2、
10
89
号
。
『
横
』
35
3
号
88
-
23
大
森
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
7
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
小
野
寺
舎
弟
ヲ
籠
置
申
候
大
杜
之
城
へ
…
十
月
十
七
日
彼
城
ヲ
受
取
『
能
代
』
45
8
号
88
-
24
大
森
秋
田
県
横
手
市
慶
長
9
年
5
月
25
日
16
04
05
25
「
秋
田
実
季
御
蔵
入
米
算
用
状
案
文
」
秋
田
家
文
書
由
利
矢
嶋
之
一
揆
成
敗
仕
時
、
又
仙
北
大
森
へ
罷
立
候
『
秋
中
』
10
54
号
。『
能
代
』
31
2
号
88
-
25
大
森
秋
田
県
横
手
市
慶
長
9
年
5
月
25
日
16
04
05
25
「
秋
田
実
季
会
津
陣
扶
持
方
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
同
年
仙
北
之
内
大
森
へ
出
陣
仕
候
時
『
秋
中
』
10
55
号
。『
能
代
』
45
4
号
89
-
1
金
沢
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
11
年
）
2
月
15
日
15
83
02
15
「
石
郷
岡
氏
景
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
赤
宇
曽
口
よ
り
金
澤
へ
被
罷
越
候
処
『
青
』
中
2、
11
20
号
。
『
横
』
12
6
号
89
-
2
金
沢
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
15
年
）
10
月
22
日
15
87
10
22
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
藤
田
文
書
」
就
之
向
六
郷
・
金
沢
被
動
干
戈
候
由
候
『
青
』
中
3、
16
85
号
。
『
横
』
13
5
号
89
-
3
金
沢
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
18
日
16
00
10
18
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
大
森
へ
之
助
勢
ハ
有
之
間
敷
候
と
存
事
ニ
候
、
横
手
表
へ
者
、
此
方
従
金
澤
人
数
可
指
出
候
条
『
青
』
中
2、
79
1
号
。
『
秋
中
』1
01
3
号
。『
横
』
34
8
号
58
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
90
黒
川
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
17
年
カ
）
5
月
13
日
15
89
05
13
「
嘉
成
康
清
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
黒
川
お
も
て
よ
り
脇
本
へ
通
路
等
い
た
し
、
御
城
無
恙
『
青
』
中
2、
11
15
号
。
『
秋
中
』
87
8
号
参
考
。
『
横
』
15
3
号
91
-
1
増
田
秋
田
県
横
手
市
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
増
田
之
地
、
自
其
方
可
有
御
催
促
候
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
91
-
2
増
田
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
此
節
仙
北
筋
へ
御
動
候
而
、
湯
澤
・
舛
田
被
引
助
可
給
候
、
大
森
か
西
馬
音
内
か
不
被
討
果
候
者
、
無
詮
候
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
秋
中
』
10
10
号
91
-
3
増
田
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
23
日
16
00
10
23
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
湯
澤
・
増
田
へ
者
、
十
六
日
ニ
惣
人
数
被
為
越
候
『
青
』
中
2、
79
2
号
91
-
4
増
田
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
28
日
16
00
10
28
「
某
書
状
」
三
春
秋
田
氏
文
書
仍
最
上
ヨ
リ
湯
沢
・
増
田
へ
人
数
被
指
越
候
由
候
…
湯
沢
・
増
田
・
六
郷
へ
も
『
横
』
補
遺
27
号
91
-
5
増
田
秋
田
県
横
手
市
慶
長
20
年
7
月
25
日
16
15
07
25
「
梅
津
憲
忠
指
紙
」
安
倍
文
書
ま
す
田
城
廻
之
内
、
先
縄
之
荒
所
『
秋
近
』
25
5
号
91
-
6
増
田
秋
田
県
横
手
市
（
寛
永
17
年
カ
）
7
月
20
日
16
40
07
20
「
小
野
寺
義
道
言
上
状
写
」
小
野
寺
文
書
拙
者
知
行
之
内
湯
沢
・
増
田
其
外
隣
郷
ヲ
出
羽
守
ニ
為
御
加
増
『
横
』
補
遺
2
小
野
寺
文
書
3
号
92
-
1
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
永
禄
年
間
カ
）
6
月
24
日
15
60
06
24
「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
」
落
合
文
書
然
者
横
手
江
於
向
後
為
可
申
談
『
山
県
1』
50
3
頁
。『
横
』
補
遺
5
号
92
-
2
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
10
年
）
4
月
3
日
15
82
04
03
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
田
川
八
幡
神
社
文
書
年
月
横
手
・
赤
宇
曽
・
秋
田
口
之
手
刷
『
青
』
中
3、
16
84
号
。
『
横
』
11
7
号
92
-
3
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
10
年
）
7
月
12
日
15
82
07
12
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
今
度
自
横
手
之
兵
乱
之
儀
『
横
』
11
9
号
。『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。『
山
県
1』
47
3
頁
92
-
4
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
11
～
15
年
）
7
月
22
日
15
83
07
22
「
大
宝
寺
義
興
書
状
写
」
郡
邑
記
一
仍
連
々
横
手
ハ
別
て
入
魂
申
事
ニ
候
間
『
横
』
補
遺
16
号
92
-
5
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
14
年
）
10
月
3
日
15
86
10
03
「
小
野
寺
輝
道
書
状
写
」
宝
翰
類
聚
即
自
横
手
、態
音
信
之
条
、
及
一
翰
候
『
青
』中
1、
宝
翰
44
号
。
『
横
』
12
9
号
92
-
6
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
16
年
）
5
月
17
日
15
88
05
17
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
田
林
文
書
仙
北
就
横
手
・
六
郷
方
之
儀
…
於
横
ニ
我
々
被
傍
重
異
見
候
…
今
度
又
横
手
山
田
間
『
秋
中
』
87
1
号
。『
横
』
14
0
号
59
東北地方における中世城館関係史料集成
92
-
7
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
16
年
）
閏
5
月
11
日
15
88
00
51
1「
中
山
光
直
書
状
」
潟
保
文
書
其
許
各
よ
り
横
手
へ
被
及
御
内
意
之
由
候
『
山
県
1』
50
5
頁
。『
秋
中
』
87
3
号
。『
横
』
14
1
号
92
-
8
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
16
年
）
8
月
5
日
15
88
08
05
「
本
堂
道
親
書
状
写
」
宝
翰
類
聚
将
又
当
郡
之
儀
、
横
手
・
六
郷
一
和
無
之
故
『
横
』
14
4
号
92
-
9
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
16
年
）
8
月
13
日
15
88
08
13
「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
兼
而
先
日
横
ノ
西
野
方
よ
り
無
事
之
儀
付
而
『
山
県
1』
48
9
頁
。『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
7
号
92
-
10
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
16
年
）
10
月
11
日
15
88
10
11
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
大
館
市
立
中
央
図
書
館
真
崎
文
庫
所
蔵
文
書
別
而
横
手
へ
被
励
奉
公
候
様
ニ
…
則
横
へ
為
仁
躰
…
重
而
横
ニ
可
及
使
者
候
『
山
県
1』
46
5
頁
。『
横
』
15
1
号
92
-
11
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
16
年
）
10
月
11
日
15
88
10
11
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
戸
蒔
文
書
自
今
以
後
之
儀
、
其
許
横
へ
弥
被
抽
奉
公
候
様
ニ
『
横
』
15
2
号
92
-
12
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
16
年
）
11
月
24
日
15
88
11
24
「
最
上
義
光
書
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
果
而
者
横
手
之
御
用
ニ
相
立
候
ハ
て
不
叶
事
ニ
候
『
山
県
1』
39
8
頁
。『
秋
中
』
86
8
号
92
-
13
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
年
）
10
月
20
日
15
90
10
20
「
大
谷
吉
継
書
状
」
色
部
文
書
残
所
横
手
之
年
寄
共
ニ
請
状
候
之
間
進
候
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
5
号
92
-
14
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
年
）
10
月
20
日
15
90
10
20
「
大
谷
吉
継
覚
書
」
色
部
文
書
小
野
寺
遠
江
守
其
外
八
ヶ
所
之
城
主
ニ
請
さ
せ
申
候
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
6
号
92
-
15
横
手
秋
田
県
横
手
市
天
正
18
年
10
月
20
日
15
90
10
20
「
直
江
兼
続
年
貢
覚
書
」
色
部
文
書
大
森
五
郎
・
横
手
隠
居
よ
り
、
土
貢
被
相
調
次
第
、
御
請
取
尤
候
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
7
号
92
-
16
横
手
秋
田
県
横
手
市
天
正
18
年
12
月
24
日
15
90
12
24
「
堀
頼
助
年
貢
送
状
」
色
部
文
書
横
手
分
、
堀
内
・
林
崎
・
水
沢
よ
り
の
俵
物
『
横
』
23
7
号
92
-
17
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
年
）
15
90
00
00
「
横
手
領
太
閤
蔵
入
地
年
貢
請
取
注
文
」
古
案
記
録
草
案
二
横
手
領
　
馬
寺
よ
り
の
請
分
『
横
』
23
6
号
92
-
18
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
2
月
26
日
15
91
02
26
「
氏
家
守
棟
書
状
」
色
部
文
書
横
手
留
守
居
之
旁
へ
も
被
仰
理
尤
ニ
候
『
秋
中
』
92
9
号
、『
横
』
22
1
号
92
-
19
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
2
月
晦
日
15
91
02
30
「
色
部
長
真
書
状
案
」
色
部
文
書
横
手
留
守
居
之
面
々
衆
へ
手
堅
可
及
其
届
候
条
『
秋
中
』
92
9
号
、『
横
』
22
3
号
92
-
20
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
2
月
晦
日
15
91
02
30
「
色
部
長
真
書
状
案
」
色
部
文
書
横
手
留
守
居
之
面
々
衆
へ
手
堅
可
申
理
候
『
秋
中
』
92
9
号
、『
横
』
22
4
号
60
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92
-
21
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
3
月
頃
カ
15
91
03
00
「
仙
北
郡
太
閤
蔵
入
地
年
貢
請
取
注
文
」
市
立
米
沢
図
書
館
所
蔵
古
文
書
集
拾
壱
貫
七
百
廿
五
文
　
横
手
分
『
横
』
24
5
号
92
-
22
横
手
秋
田
県
横
手
市
天
正
19
年
5
月
頃
15
91
05
00
「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田
家
文
書
横
手
・
秋
田
・
檜
山
悉
陣
参
用
意
ニ
候
『
青
』
中
1、
三
戸
57
6
号
。『
青
』
近
、
82
号
92
-
23
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
19
年
）
6
月
6
日
15
91
06
06
「
小
野
寺
茂
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
殊
更
頃
日
自
横
手
就
注
進
被
申
候
…
以
来
横
手
へ
御
懇
意
可
有
之
由
『
秋
中
』
93
2
号
、
『
横
』2
51
号
、『
山
県
1』
49
1
頁
92
-
24
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
文
禄
1
年
）
9
月
18
日
15
92
09
18
「
山
田
頼
道
書
状
」
大
館
市
立
中
央
図
書
館
真
崎
文
庫
所
蔵
文
書
留
守
中
之
儀
い
よ
い
よ
用
心
干
要
候
事
『
横
』
25
8
号
「
留
守
」＝
横
手
92
-
25
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
天
正
18
～
慶
長
5
年
）
12
月
12
日
15
90
12
12
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
横
手
ゟ
『
横
』
31
0
号
92
-
26
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
文
禄
4・
5
年
カ
）
4
月
13
日
15
95
04
13
「
戸
沢
能
登
守
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
今
度
仙
北
横
手
小
野
寺
大
隅
ゟ
申
来
者
『
横
』
補
遺
24
号
92
-
27
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
以
前
）
4
月
11
日
16
00
04
11
「
戸
沢
政
盛
書
状
写
」
雪
の
出
羽
路
雄
勝
郡
二
旧
冬
以
来
留
守
中
何
方
無
事
之
儀
『
横
』
補
遺
30
号
「
留
守
中
」＝
横
手
か
92
-
28
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
18
日
16
00
10
18
「
六
郷
政
乗
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
大
森
へ
之
助
勢
ハ
有
之
間
敷
候
と
存
事
ニ
候
、
横
手
表
へ
者
、
此
方
従
金
澤
人
数
可
指
出
候
条
『
青
』
中
2、
79
1
号
。
『
秋
中
』1
01
3
号
。『
横
』
34
8
号
92
-
29
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
24
日
16
00
10
24
「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
よ
こ
て
ゟ
『
山
県
1』
46
0
頁
92
-
30
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
28
日
16
00
10
28
「
某
書
状
」
三
春
秋
田
氏
文
書
横
手
へ
働
可
在
之
様
子
ニ
候
哉
…
横
手
之
儀
ハ
即
時
に
落
居
候
共
『
横
』
補
遺
27
号
92
-
31
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
5
年
）
11
月
8
日
16
00
11
08
「
最
上
義
光
書
状
」
伊
達
家
文
書
よ
こ
て
分
ニ
家
の
六
と
か
七
つ
と
や
ら
ん
候
を
、
代
官
ニ
て
や
き
申
候
『
秋
中
』
10
19
号
。『
山
県
1』
62
5
頁
92
-
32
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
6
年
）
2
月
25
日
16
01
02
25
「
鮭
延
秀
綱
書
状
写
」
平
鹿
郡
柿
崎
氏
所
蔵
猶
爰
元
普
請
ニ
万
々
御
障
か
ま
し
き
に
『
横
』
補
遺
40
号
「
普
請
」＝
横
手
城
か
92
-
33
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
慶
長
6
年
）
3
月
13
日
16
01
03
13
「
滝
沢
主
膳
正
維
助
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
仍
今
度
横
手
為
御
仕
置
御
下
向
之
由
、
御
太
儀
存
候
『
山
県
1』
35
5
頁
。『
横
』
36
1
号
61
東北地方における中世城館関係史料集成
92
-
34
横
手
秋
田
県
横
手
市
慶
長
11
年
7
月
日
16
06
07
00
「
横
手
大
番
帳
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
一
番
　
宇
留
野
源
兵
衛
…
横
手
城
本
丸
の
城
番
を
被
仰
付
『
秋
近
』
22
4
号
92
-
35
横
手
秋
田
県
横
手
市
慶
長
20
年
5
月
5
日
16
15
05
05
「
梅
津
憲
忠
湯
沢
町
方
定
書
」
佐
竹
南
家
文
書
く
ほ
た
御
出
候
時
よ
こ
て
ま
て
の
伝
馬
『
秋
近
』
17
0
号
92
-
36
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
元
和
4
年
）
3
月
20
日
16
18
03
20
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
院
内
、
湯
沢
、
よ
こ
手
辺
よ
り
迎
ニ
さ
し
越
『
秋
市
』
64
0
頁
92
-
37
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
寛
永
17
年
カ
）
7
月
20
日
16
40
07
20
「
小
野
寺
義
道
言
上
状
写
」
小
野
寺
文
書
留
守
居
仕
罷
在
候
…
此
地
江
参
着
候
『
横
』
補
遺
2
小
野
寺
文
書
3
号
横
手
か
92
-
38
横
手
秋
田
県
横
手
市
（
年
未
詳
）
3
月
12
日
「
横
山
国
房
書
状
写
」
元
禄
家
伝
文
書
松
岡
与
一
提
出
仍
而
先
日
横
手
へ
罷
帰
候
砌
『
横
』
補
遺
36
号
93
某
城
秋
田
県
（
永
禄
12
年
）
10
月
15
69
10
00
「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
其
許
之
御
陣
、
冬
中
以
番
手
可
被
成
之
由
『
横
』
94
号
94
某
城
秋
田
県
（
天
正
11
年
カ
）
1
月
11
日
15
83
01
11
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
自
秋
田
之
取
出
へ
押
懸
、
内
木
戸
計
候
取
成
候
『
青
』
中
2、
11
31
号
。
『
秋
中
』
84
4
号
参
考
。
『
山
県
1』
46
8
頁
95
某
城
秋
田
県
（
天
正
18
年
）
10
月
20
日
15
90
10
20
「
大
谷
吉
継
覚
書
」
色
部
文
書
両
郡
中
鷹
之
鳥
屋
相
抱
候
城
主
方
へ
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
6
号
96
某
城
秋
田
県
（
天
正
18
年
）
10
月
20
日
15
90
10
20
「
大
谷
吉
継
覚
書
」
色
部
文
書
小
野
寺
遠
江
守
其
外
八
ヶ
所
之
城
主
ニ
請
さ
せ
申
候
『
秋
中
』
90
5
号
、『
横
』
18
6
号
97
某
城
秋
田
県
（
天
正
18
年
）
10
月
22
日
15
90
10
22
「
小
野
寺
氏
横
手
宿
老
中
書
状
」
色
部
文
書
早
々
城
こ
し
ら
へ
い
た
し
候
条
『
秋
中
』
91
0
号
、『
横
』
19
3
号
98
某
城
秋
田
県
（
天
正
18
年
）
12
月
18
日
15
90
12
18
「
大
谷
吉
継
書
状
」
色
部
文
書
其
地
城
共
悉
孫
十
郎
殿
請
取
可
被
申
候
『
秋
中
』
91
6
号
、『
横
』
20
4
号
大
森
城
以
外
も
含
ま
れ
る
99
某
城
秋
田
県
（
慶
長
1
年
）
4
月
2
日
15
96
04
02
「
前
田
利
家
書
状
写
」
秋
田
家
文
書
今
度
出
入
ニ
て
よ
り
後
ニ
拵
候
城
之
事
ハ
破
却
可
然
候
『
秋
中
』
96
2
号
山
田
城
な
ど
の
こ
と
を
指
す
10
0
某
城
秋
田
県
（
慶
長
4
年
）
閏
3
月
27
日
15
99
00
32
7「
秋
田
実
季
覚
書
案
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
彼
跡
式
之
儀
山
中
に
て
せ
つ
所
を
か
ま
へ
『
青
』中
2、
77
1
号
。『
能
代
』
35
1
号
10
1
某
城
秋
田
県
（
元
和
5
年
）
6
月
18
日
16
19
06
18
「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
「
天
英
公
御
書
写
」
必
々
わ
き
わ
き
の
城
な
と
に
て
『
秋
市
』
64
5
頁
窪
田
城
以
外
の
諸
城
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東
北
地
方
に
お
け
る
中
世
城
館
関
係
史
料
集
成
 ―
 山
形
県
編
 ―
番
号
城
郭
名
所
在
地
年
代
西
暦
文
書
名
所
収
史
料
名
内
容
出
典
備
考
1
鳥
屋
ヶ
森
山
形
県
朝
日
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
…
と
や
が
も
り
に
中
條
殿
之
衆
『
山
県
1』
44
7
頁
2-
1
八
ツ
沼
山
形
県
朝
日
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
、
白
岩
一
ヶ
所
、
野
部
澤
一
ヶ
所
、
山
野
邊
一
ヶ
所
、
や
ち
一
ヶ
所
、
若
木
一
ヶ
所
、
長
崎
一
ヶ
所
、
さ
が
い
何
も
明
捨
逃
申
候
『
山
県
1』
44
7
頁
2-
2
八
ツ
沼
山
形
県
朝
日
町
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
八
澤
　
同
　
右
御
内
人
知
行
『
伊
』
84
5
号
「
八
澤
」＝
八
ツ
沼
3
小
坂
山
形
県
飯
豊
町
天
正
13
年
10
月
2
日
15
85
10
02
 「
遠
藤
四
郎
左
衛
門
尉
大
館
山
禁
制
条
々
写
」
中
津
川
文
書
大
館
山
御
き
ん
せ
い
事
…
こ
さ
か
へ
と
ゝ
け
お
い
た
し
、
日
数
を
ミ
せ
候
て
『
米
』
48
1
号
御
館
山
館
の
こ
と
か
4-
1
手
ノ
子
山
形
県
飯
豊
町
（
文
亀
3
年
）
7
月
23
日
15
03
07
23
 「
伊
達
尚
宗
書
状
写
」
編
年
文
書
所
収
文
書
手
子
へ
御
合
力
、
旁
御
談
合
以
御
揺
『
米
』
28
0
号
4-
2
手
ノ
子
山
形
県
飯
豊
町
天
正
13
年
10
月
2
日
15
85
10
02
 「
遠
藤
四
郎
左
衛
門
尉
大
館
山
禁
制
条
々
写
」
中
津
川
文
書
手
子
き
よ
い
あ
ひ
う
け
す
候
て
…
て
の
こ
よ
り
、
御
せ
ち
の
も
の
『
米
』
48
1
号
5
萩
生
山
形
県
飯
豊
町
（
天
文
14
年
）
6
月
26
日
15
45
06
26
 「
伊
達
晴
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
一
本
柳
・
高
畠
・
志
多
・
萩
生
・
栖
嶋
致
奉
公
候
『
山
県
1』
51
3
頁
6
左
沢
山
形
県
大
江
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
1
日
16
00
10
01
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
白
岩
・
さ
か
い
・
あ
て
ら
沢
ゟ
、
敵
之
者
共
を
悉
う
ち
候
て
『
山
県
1』
52
3
頁
7-
1
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
永
禄
12
年
）
閏
5
月
7
日
15
69
00
50
7 「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
」
山
吉
文
書
清
水
・
鮭
延
数
ヶ
所
に
番
手
指
置
『
山
県
1』
17
7
頁
。『
荘
内
』
23
4
号
7-
2
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
元
亀
2
年
カ
）
4
月
8
日
15
71
04
08
 「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
」
湊
學
氏
所
蔵
秋
田
湊
文
書
去
三
日
清
水
へ
致
調
儀
、
不
慮
ニ
相
当
、
則
彼
物
主
義
氏
を
抱
取
候
『
青
』
中
2、
10
17
号
。
『
山
県
1』
47
0
頁
。『
秋
中
』
85
4
号
。『
荘
内
』
22
3
号
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7-
3
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
天
正
9
年
）
2
月
4
日
15
81
02
04
 「
楯
岡
満
茂
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
清
水
両
城
計
ニ
候
条
『
横
』
補
遺
8
号
7-
4
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
天
正
10
年
カ
）
3
月
5
日
15
82
03
05
 「
七
森
氏
信
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
鮭
延
之
内
号
田
之
沢
地
、
清
水
・
仙
北
・
小
国
方
々
へ
致
通
隔
候
…
清
水
口
へ
之
事
『
横
』
11
6
号
。『
荘
内
』
24
6
号
7-
5
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
天
正
10
年
）
4
月
3
日
15
82
04
03
 「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
田
川
八
幡
神
社
文
書
自
清
水
口
二
三
ヶ
所
申
様
候
条
『
横
』
11
7
号
7-
6
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
天
正
10
年
カ
）
11
月
25
日
15
82
11
25
 「
最
上
義
光
書
状
」
音
喜
多
勝
氏
所
蔵
八
戸
湊
文
書
清
水
・
鮭
延
以
相
談
、
庄
中
可
押
詰
候
『
青
』
中
2、
10
03
号
。
『
秋
中
』
84
9
号
。『
山
県
1』
50
6
頁
7-
7
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
天
正
10
年
カ
）
11
月
25
日
15
82
11
25
 「
氏
家
守
棟
書
状
」
湊
文
書
清
水
・
鮭
延
令
相
談
、
庄
内
へ
動
『
山
県
1』
50
7
頁
7-
8
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
天
正
13
年
）
6
月
14
日
15
85
06
14
 「
最
上
義
光
黒
印
状
」
三
坂
文
書
号
清
水
地
へ
、
自
大
宝
寺
依
致
慮
外
、
清
水
之
者
共
及
其
報
戦
候
間
『
山
県
1』
87
6
頁
。『
荘
内
』
30
9
号
7-
9
清
水
山
形
県
大
蔵
村
慶
長
17
年
1
月
吉
日
16
12
01
00
 「
亀
ヶ
崎
城
銀
子
御
遣
日
記
」
「
大
泉
叢
誌
七
三
」
清
水
大
蔵
様
へ
御
は
な
ふ
け
『
荘
内
』
補
遺
19
6
号
7-
10
清
水
山
形
県
大
蔵
村
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
清
水
　
御
蔵
入
『
伊
』
84
5
号
7-
11
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
年
未
詳
）
6
月
28
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
然
者
妙
味
各
儀
者
、
落
居
程
有
間
敷
候
『
山
県
1』
47
6
頁
7-
12
清
水
山
形
県
大
蔵
村
（
年
未
詳
）
7
月
7
日
「
前
森
氏
永
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
清
水
御
手
前
之
儀
者
、
堺
近
之
事
候
『
山
県
1』
35
5
頁
8-
1
小
国
山
形
県
小
国
町
（
天
文
9
年
）
12
月
7
日
15
40
12
07
 「
伊
達
晴
宗
書
状
写
」
編
年
文
書
所
収
文
書
隋
而
上
郡
山
常
陸
介
…
彼
在
城
へ
御
調
儀
候
而
『
山
県
1』
15
5
頁
小
国
城
の
こ
と
か
8-
2
小
国
山
形
県
小
国
町
（
天
正
19
年
）
7
月
7
日
15
91
07
07
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
仙
台
市
博
物
館
所
蔵
文
書
一
、
小
国
指
置
候
須
江
大
隅
守
・
八
森
事
『
山
県
1』
82
3
頁
。『
仙
伊
』
84
6
号
8-
3
小
国
山
形
県
小
国
町
天
正
19
年
7
月
9
日
15
91
07
09
 「
某
（
上
郡
山
盛
為
か
）
宛
行
状
写
」
斎
藤
文
書
留
守
中
之
蕃
之
事
『
山
県
1』
18
2
頁
検
討
の
余
地
あ
り
。
小
国
か
9-
1
延
沢
山
形
県
尾
花
沢
市
（
永
禄
年
間
カ
）
2
月
4
日
15
60
02
04
 「
伊
達
輝
宗
書
状
写
」
千
葉
文
書
天
と
う
・
谷
地
・
蔵
増
・
三
う
岩
・
の
へ
沢
之
そ
の
へ
相
伴
さ
う
談
を
以
さ
か
へ
へ
、
去
ル
廿
九
日
ニ
手
切
ニ
て
、
今
城
計
之
由
申
候
『
山
県
1』
54
8
頁
64
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
9-
2
延
沢
山
形
県
尾
花
沢
市
（
天
正
9
年
）
2
月
4
日
15
81
02
04
 「
楯
岡
満
茂
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
今
度
鮭
延
滅
亡
到
来
、
野
辺
沢
縁
好
之
上
『
横
』
補
遺
8
号
9-
3
延
沢
山
形
県
尾
花
沢
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
、
白
岩
一
ヶ
所
、
野
部
澤
一
ヶ
所
、
山
野
邊
一
ヶ
所
、
や
ち
一
ヶ
所
、
若
木
一
ヶ
所
、
長
崎
一
ヶ
所
、
さ
が
い
何
も
明
捨
逃
申
候
『
山
県
1』
44
7
頁
9-
4
延
沢
山
形
県
尾
花
沢
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
野
邊
澤
　
野
邊
澤
遠
江
居
所
『
伊
』
84
5
号
9-
5
延
沢
山
形
県
尾
花
沢
市
（
寛
永
13
年
）
9
月
4
日
16
36
09
04
 「
細
川
忠
利
書
状
案
」
細
川
家
文
書
野
部
澤
・
金
山
上
り
申
候
『
大
日
本
近
世
史
料
　
細
川
家
史
料
』
32
05
号
10
-
1
金
山
山
形
県
金
山
町
（
慶
長
7
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
 「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
最
上
之
内
金
山
之
城
主
丹
常
陸
と
申
者
『
能
代
』
45
8
号
10
-
2
金
山
山
形
県
金
山
町
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
金
山
城
　
先
部
越
前
居
所
『
伊
』
84
5
号
10
-
3
金
山
山
形
県
金
山
町
（
寛
永
13
年
）
9
月
4
日
16
36
09
04
 「
細
川
忠
利
書
状
案
」
細
川
家
文
書
野
部
澤
・
金
山
上
り
申
候
『
大
日
本
近
世
史
料
　
細
川
家
史
料
』
32
05
号
11
-
1
溝
延
山
形
県
河
北
町
（
永
禄
4
年
1
月
上
旬
）
15
61
01
00
 「
慈
恩
寺
舞
楽
舞
童
帳
」
慈
恩
寺
本
堂
文
書
自
溝
延
　
多
多
新
介
『
山
県
1』
30
3
頁
11
-
2
溝
延
山
形
県
河
北
町
永
禄
7
年
4
月
16
日
15
64
04
16
 「
東
光
坊
置
文
写
」
禅
林
坊
文
書
寒
河
江
・
白
岩
・
溝
延
よ
り
の
御
代
官
に
て
『
山
県
1』
32
1
頁
12
-
1
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
永
禄
年
間
カ
）
2
月
4
日
15
60
02
04
 「
伊
達
輝
宗
書
状
写
」
千
葉
文
書
天
と
う
・
谷
地
・
蔵
増
・
三
う
岩
・
の
へ
沢
之
そ
の
へ
相
伴
さ
う
談
を
以
さ
か
へ
へ
、
去
ル
廿
九
日
ニ
手
切
ニ
て
、
今
城
計
之
由
申
候
『
山
県
1』
54
8
頁
12
-
2
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
、
白
岩
一
ヶ
所
、
野
部
澤
一
ヶ
所
、
山
野
邊
一
ヶ
所
、
や
ち
一
ヶ
所
･･
･
や
ち
の
地
に
し
も
『
山
県
1』
44
7
頁
12
-
3
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
1
日
16
00
10
01
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
や
ち
ニ
今
少
庄
内
之
者
共
籠
居
候
由
申
候
『
山
県
1』
52
4
頁
65
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12
-
4
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
3
日
16
00
10
03
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
谷
地
ニ
敵
相
籠
候
、
又
は
た
や
筋
之
陳
取
候
間
之
儀
者
『
山
県
1』
52
4
頁
12
-
5
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
7
日
16
00
10
07
 「
保
春
院
侍
女
こ
さ
い
し
や
う
書
状
」
留
守
家
文
書
も
つ
と
も
や
ち
の
事
も
、
い
ま
に
何
と
も
『
山
県
1』
52
5
頁
12
-
6
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
 「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
又
谷
地
と
申
候
所
へ
庄
内
之
物
主
ニ
て
候
志
も
と
申
候
者
籠
居
候
…
即
ニ
谷
地
ニ
追
被
籠
候
へ
者
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
山
県
1』
10
04
頁
12
-
7
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
9
日
16
00
10
09
 「
留
守
政
景
書
状
」
留
守
家
文
書
谷
地
一
城
計
候
、
彼
地
之
事
者
…
内
館
計
庄
内
代
官
衆
相
籠
候
『
山
県
1』
52
5
頁
12
-
8
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
13
日
16
00
10
13
 「
最
上
義
光
書
状
写
」
会
津
四
家
合
考
所
収
文
書
又
ハ
川
西
ニ
谷
地
ト
申
地
ニ
、
庄
内
物
主
ニ
テ
下
次
右
衛
門
ト
申
者
『
山
県
2』
56
6
頁
12
-
9
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
14
日
16
00
10
14
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
や
ち
と
申
所
ニ
残
候
庄
内
物
主
之
分
ニ
候
下
垣
右
衛
門
尉
と
申
者
も
『
山
県
1』
62
3
頁
。『
仙
伊
』
10
92
号
12
-
10
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
15
日
16
00
10
15
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
谷
地
ニ
取
籠
申
候
庄
中
之
者
共
『
山
県
1』
52
6
頁
。『
横
』
34
7
号
12
-
11
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
20
日
16
00
10
20
 「
保
春
院
夫
人
書
状
」
留
守
家
文
書
や
ち
の
お
ち
つ
き
ま
て
、
御
大
き
な
か
ら
…
や
ち
ニ
し
や
う
な
い
し
ゆ
こ
も
り
…
や
ち
の
事
も
『
山
県
1』
52
6
頁
12
-
12
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
20
日
16
00
10
20
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
谷
地
之
儀
者
、
昨
日
申
分
ニ
候
…
兎
角
谷
地
ニ
敵
相
抱
候
而
者
『
山
県
1』
52
7
頁
12
-
13
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
5
年
）
12
月
17
日
16
00
12
17
 「
安
部
兵
庫
助
書
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
殊
に
谷
地
衆
相
返
申
候
、
鑓
三
十
丁
御
意
ニ
候
と
申
『
山
県
1』
36
6
頁
。『
荘
内
』
41
5
号
12
-
14
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
慶
長
6
年
）
4
月
21
日
16
01
04
21
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
観
心
寺
文
書
や
ち
と
申
所
ニ
庄
内
城
主
取
籠
『
仙
伊
』
11
36
号
12
-
15
谷
地
山
形
県
河
北
町
（
年
未
詳
）
11
月
28
日
「
鮭
延
愛
綱
外
二
名
連
署
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
谷
地
之
者
人
質
取
ニ
付
而
被
入
御
念
『
山
県
1』
48
6
頁
13
-
1
上
山
山
形
県
上
山
市
（
元
亀
1
年
）
4
月
23
日
15
70
04
23
 「
九
雲
齋
明
三
書
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
従
上
山
も
自
　
御
屋
形
様
貴
札
被
下
候
『
山
県
1』
39
6
頁
66
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13
-
2
上
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
1
月
24
日
15
88
01
24
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
三
昨
日
打
越
此
方
よ
り
上
へ
之
使
之
者
『
仙
伊
』
17
9
号
13
-
3
上
山
山
形
県
上
山
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
19
日
16
00
09
19
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
十
九
中
山
口
よ
り
も
か
み
の
山
へ
人
し
ゆ
い
て
き
候
を
、
上
山
し
ゆ
お
い
く
た
し
『
山
県
1』
82
3
頁
。『
仙
伊
』
10
68
号
13
-
4
上
山
山
形
県
上
山
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
23
日
16
00
09
23
 「
保
春
院
書
状
」
留
守
家
文
書
け
さ
か
ミ
の
山
よ
り
の
た
よ
り
ニ
ハ
『
山
県
1』
51
8
頁
13
-
5
上
山
山
形
県
上
山
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
7
日
16
00
10
07
 「
保
春
院
侍
女
こ
さ
い
し
や
う
書
状
」
留
守
家
文
書
か
ミ
の
山
す
し
へ
く
さ
な
と
入
申
候
よ
し
『
山
県
1』
52
5
頁
13
-
6
上
山
山
形
県
上
山
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
 「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
又
十
九
日
ニ
中
山
ゟ
上
山
へ
動
を
申
候
処
ニ
、
其
砌
者
上
山
へ
ハ
人
数
一
人
も
不
籠
置
候
処
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
山
県
1』
10
04
頁
13
-
7
上
山
山
形
県
上
山
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
13
日
16
00
10
13
 「
最
上
義
光
書
状
写
」
会
津
四
家
合
考
所
収
文
書
上
山
ト
申
候
地
ヘ
相
働
キ
候
『
山
県
2』
56
6
頁
13
-
8
上
山
山
形
県
上
山
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
上
ノ
山
ノ
城
　
米
沢
衆
　
但
上
ノ
山
兵
部
居
城
也
『
伊
』
84
5
号
13
-
9
上
山
山
形
県
上
山
市
（
年
未
詳
）
9
月
18
日
「
伊
達
稙
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
将
亦
長
谷
堂
・
上
山
要
害
、
至
于
今
堅
固
候
『
山
県
1』
55
6
頁
14
-
1
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
10
年
）
8
月
7
日
15
82
08
07
 「
最
上
義
光
書
状
」
鈴
木
惣
栄
門
氏
所
蔵
文
書
去
春
則
口
号
中
山
要
害
『
横
』
12
1
号
14
-
2
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
1
月
24
日
15
88
01
24
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
三
中
山
堅
固
ニ
抱
候
由
、
千
言
万
句
候
『
仙
伊
』
17
9
号
14
-
3
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
1
月
24
日
15
88
01
24
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
三
其
元
堅
固
肝
要
ニ
候
…
惣
別
中
山
ニ
馬
之
衆
之
十
騎
も
可
作
立
存
分
ニ
候
キ
『
仙
伊
』
18
0
号
14
-
4
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
2
月
2
日
15
88
02
02
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
三
随
而
中
山
口
如
何
ニ
も
静
謐
候
『
仙
伊
』
18
3
号
14
-
5
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
2
月
5
日
15
88
02
05
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
志
賀
槇
太
郎
氏
所
蔵
文
書
□
山
之
義
、
其
口
へ
菟
角
其
聞
候
哉
『
仙
伊
』
18
4
号
14
-
6
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
2
月
5
日
15
88
02
05
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
別
集
奥
羽
文
書
纂
』
仍
中
山
之
儀
、
其
口
へ
菟
角
其
聞
候
之
趣
『
仙
伊
』
18
5
号
14
-
7
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
2
月
7
日
15
88
02
07
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
会
津
四
家
合
考
』
九
追
而
、
中
山
口
、
如
何
ニ
モ
静
謐
候
『
仙
伊
』
18
7
号
67
東北地方における中世城館関係史料集成
14
-
8
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
2
月
10
日
15
88
02
10
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
茂
庭
文
書
追
而
、
中
山
、
あ
ら
と
、
あ
ゆ
か
い
口
、
い
つ
れ
も
『
山
県
1』
81
8
頁
。『
仙
伊
』
19
0
号
14
-
9
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
閏
5
月
1
日
15
88
00
50
1 「
伊
達
政
宗
書
状
取
意
文
」
『
伊
達
治
家
記
録
』
五
北
条
荘
中
山
警
固
ノ
輩
ニ
御
書
ヲ
賜
フ
、
其
地
定
番
大
義
ニ
思
サ
ル
…
物
見
番
、
城
中
ノ
番
ハ
勿
論
『
仙
伊
』
参
考
11
号
14
-
10
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
閏
5
月
12
日
15
88
00
51
2 「
伊
達
政
宗
書
状
」
登
米
伊
達
家
文
書
一
昨
日
十
日
中
山
よ
り
あ
さ
ふ
川
口
へ
及
朝
調
義
ニ
『
山
県
1』
86
3
頁
。『
仙
伊
』
27
4
号
14
-
11
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
7
月
18
日
15
88
07
18
 「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
中
山
境
之
地
へ
三
十
里
被
寄
輿
侘
言
候
之
条
『
山
県
1』
46
6
頁
。『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
2
号
14
-
12
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
16
年
）
11
月
22
日
15
88
11
22
 「
伊
達
政
宗
朱
印
状
」
小
国
家
文
書
任
中
山
之
地
訴
訟
ニ
『
山
県
1』
81
9
頁
。『
仙
伊
』
34
4
号
14
-
13
中
山
山
形
県
上
山
市
天
正
16
年
頃
15
88
00
00
 「
最
上
義
光
書
状
」
伊
達
家
文
書
中
山
に
て
さ
い
さ
い
あ
け
て
み
申
候
間
『
山
県
1』
58
0
頁
14
-
14
中
山
山
形
県
上
山
市
（
天
正
18
年
）
2
月
29
日
15
90
02
29
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
一
、
中
山
之
義
、
是
又
境
目
ニ
候
間
『
山
県
1』
45
3
頁
。『
仙
伊
』
63
5
号
14
-
15
中
山
山
形
県
上
山
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
19
日
16
00
09
19
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
十
九
中
山
口
よ
り
も
か
み
の
山
へ
人
し
ゆ
い
て
き
候
を
、
上
山
し
ゆ
お
い
く
た
し
『
山
県
1』
82
3
頁
。『
仙
伊
』
10
68
号
14
-
16
中
山
山
形
県
上
山
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
 「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
又
十
九
日
ニ
中
山
ゟ
上
山
へ
動
を
申
候
処
ニ
、
其
砌
者
上
山
へ
ハ
人
数
一
人
も
不
籠
置
候
処
『
青
』
中
2、
78
6
号
14
-
17
中
山
山
形
県
上
山
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
13
日
16
00
10
13
 「
最
上
義
光
書
状
写
」
会
津
四
家
合
考
所
収
文
書
長
井
境
ニ
候
中
山
ト
申
候
地
ヨ
リ
『
山
県
2』
56
6
頁
14
-
18
中
山
山
形
県
上
山
市
（
年
未
詳
）
6
月
4
日
「
最
上
義
守
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
近
年
者
中
山
江
色
々
無
際
限
御
造
作
『
山
県
1』
45
4
頁
14
-
19
中
山
山
形
県
上
山
市
（
年
未
詳
）
10
月
14
日
「
懸
田
俊
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
北
条
堅
固
ニ
候
者
、
味
方
中
も
相
違
有
ま
し
く
候
『
伊
』
21
7
号
中
山
城
か
15
-
1
洲
島
山
形
県
川
西
町
（
天
文
14
年
）
6
月
26
日
15
45
06
26
 「
伊
達
晴
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
一
本
柳
・
高
畠
・
志
多
・
萩
生
・
栖
嶋
致
奉
公
候
『
山
県
1』
51
3
頁
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15
-
2
洲
島
山
形
県
川
西
町
（
年
未
詳
）
7
月
9
日
「
鮎
貝
盛
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
ミ
や
よ
り
さ
の
し
ま
へ
被
参
入
候
間
、
宮
同
意
相
動
候
条
『
山
県
1』
56
7
号
。『
伊
』
17
2
号
「
さ
の
し
ま
」＝
洲
島
か
16
-
1
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
永
禄
4
年
1
月
上
旬
）
15
61
01
00
 「
慈
恩
寺
舞
楽
舞
童
帳
」
慈
恩
寺
本
堂
文
書
自
さ
が
へ
　
一
等
斎
　
羽
嶋
藤
左
衛
門
尉
『
山
県
1』
30
3
頁
16
-
2
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
永
禄
7
年
4
月
16
日
15
64
04
16
 「
東
光
坊
置
文
写
」
禅
林
坊
文
書
寒
河
江
・
白
岩
・
溝
延
よ
り
の
御
代
官
に
て
『
山
県
1』
32
1
頁
16
-
3
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
永
禄
年
間
カ
）
2
月
4
日
15
60
02
04
 「
伊
達
輝
宗
書
状
写
」
千
葉
文
書
天
と
う
・
谷
地
・
蔵
増
・
三
う
岩
・
の
へ
沢
之
そ
の
へ
相
伴
さ
う
談
を
以
さ
か
へ
へ
、
去
ル
廿
九
日
ニ
手
切
ニ
て
、
今
城
計
之
由
申
候
『
山
県
1』
54
8
頁
16
-
4
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
天
正
4
年
9
月
吉
祥
日
15
76
09
00
 「
寒
河
江
城
絵
図
奥
書
」
大
沼
中
也
氏
所
蔵
文
書
当
城
主
大
江
四
郎
兼
広
公
之
命
に
依
り
之
を
制
作
仕
候
『
山
県
1』
27
1
頁
16
-
5
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
天
正
10
年
カ
）
3
月
5
日
15
82
03
05
 「
七
森
氏
信
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
寒
河
江
筋
之
路
次
被
明
之
『
横
』
11
6
号
。『
荘
内
』
24
6
号
16
-
6
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
、
白
岩
一
ヶ
所
、
野
部
澤
一
ヶ
所
、
山
野
邊
一
ヶ
所
、
や
ち
一
ヶ
所
、
若
木
一
ヶ
所
、
長
崎
一
ヶ
所
、
さ
が
い
何
も
明
捨
逃
申
候
『
山
県
1』
44
7
頁
16
-
7
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
19
日
16
00
09
19
 「
直
江
兼
続
書
状
写
」
雑
纂
諸
家
文
書
所
収
文
書
庄
内
人
数
白
岩
さ
が
え
迄
請
取
在
陣
候
『
山
県
1』
35
9
頁
。『
荘
内
』
40
9
号
16
-
8
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
1
日
16
00
10
01
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
白
岩
・
さ
か
い
・
あ
て
ら
沢
ゟ
、
敵
之
者
共
を
悉
う
ち
候
て
『
山
県
1』
52
3
頁
16
-
9
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
9
日
16
00
10
09
 「
留
守
政
景
書
状
」
留
守
家
文
書
又
最
上
川
西
寒
河
江
□
□
□
『
山
県
1』
52
5
頁
16
-
10
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
年
未
詳
）
3
月
18
日
「
最
上
義
光
書
状
」
曽
根
久
江
氏
所
蔵
文
書
寒
河
江
之
衆
罷
出
間
敷
由
と
候
『
山
県
1』
22
2
頁
16
-
11
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
年
未
詳
）
4
月
6
日
「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
歴
代
古
案
寒
河
江
白
石
究
竟
之
士
卒
も
憑
望
之
覚
悟
候
『
山
県
1』
15
7
頁
69
東北地方における中世城館関係史料集成
16
-
12
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
年
未
詳
）
6
月
25
日
「
近
藤
但
馬
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
最
上
寒
河
江
迄
御
糾
明
被
成
『
山
市
』
24
0
頁
16
-
13
寒
河
江
山
形
県
寒
河
江
市
（
年
未
詳
）
8
月
16
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
歴
代
古
案
伊
達
口
之
事
不
及
申
候
、
天
童
筋
寒
河
江
白
岩
之
外
近
辺
無
油
断
申
継
『
山
県
1』
15
2
頁
17
-
1
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
（
永
禄
4
年
1
月
上
旬
）
15
61
01
00
 「
慈
恩
寺
舞
楽
舞
童
帳
」
慈
恩
寺
本
堂
文
書
自
白
岩
　
秋
庭
左
京
介
『
山
県
1』
30
3
頁
17
-
2
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
永
禄
7
年
4
月
16
日
15
64
04
16
 「
東
光
坊
置
文
写
」
禅
林
坊
文
書
寒
河
江
・
白
岩
・
溝
延
よ
り
の
御
代
官
に
て
『
山
県
1』
32
1
頁
17
-
3
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
（
天
正
10
年
カ
）
11
月
25
日
15
82
11
25
 「
最
上
義
光
書
状
」
音
喜
多
勝
氏
所
蔵
八
戸
湊
文
書
白
岩
八
郎
四
郎
、
大
宝
寺
方
へ
以
縁
約
…
為
退
治
向
彼
地
令
発
向
『
青
』
中
2、
10
03
号
。
『
秋
中
』
84
9
号
。『
山
県
1』
50
6
頁
17
-
4
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
（
天
正
10
年
カ
）
11
月
25
日
15
82
11
25
 「
氏
家
守
棟
書
状
」
湊
文
書
依
之
、
白
岩
、
庄
内
縁
辺
之
筋
目
以
『
山
県
1』
50
7
頁
17
-
5
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
、
白
岩
一
ヶ
所
、
野
部
澤
一
ヶ
所
、
山
野
邊
一
ヶ
所
、
や
ち
一
ヶ
所
、
若
木
一
ヶ
所
、
長
崎
一
ヶ
所
、
さ
が
い
何
も
明
捨
逃
申
候
『
山
県
1』
44
7
頁
17
-
6
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
19
日
16
00
09
19
 「
直
江
兼
続
書
状
写
」
雑
纂
諸
家
文
書
所
収
文
書
庄
内
人
数
白
岩
さ
が
え
迄
請
取
在
陣
候
『
山
県
1』
35
9
頁
。『
荘
内
』
40
9
号
17
-
7
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
1
日
16
00
10
01
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
白
岩
・
さ
か
い
・
あ
て
ら
沢
ゟ
、
敵
之
者
共
を
悉
う
ち
候
て
『
山
県
1』
52
3
頁
17
-
8
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
（
慶
長
5
年
）
12
月
17
日
16
00
12
17
 「
安
部
兵
庫
助
書
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
白
岩
・
長
崎
両
所
之
鉄
炮
八
十
丁
被
―
候
間
『
山
県
1』
36
6
頁
。『
荘
内
』
41
5
号
17
-
9
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
（
年
未
詳
）
8
月
16
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
歴
代
古
案
伊
達
口
之
事
不
及
申
候
、
天
童
筋
寒
河
江
白
岩
之
外
近
辺
無
油
断
申
継
『
山
県
1』
15
2
頁
17
-
10
白
岩
山
形
県
寒
河
江
市
（
年
未
詳
）
8
月
16
日
「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
歴
代
古
案
寒
河
江
白
石
究
竟
之
士
卒
も
憑
望
之
覚
悟
候
『
山
県
1』
15
7
頁
白
岩
か
18
高
瀬
山
山
形
県
寒
河
江
市
天
文
2
年
3
月
18
日
15
33
03
18
 「
大
江
氏
系
図
奥
書
」
宮
本
文
書
永
正
十
八
年
七
月
十
二
日
…
従
高
瀬
山
八
幡
原
迄
張
陣
、
被
山
城
峠
殖
宗
陳
『
山
県
1』
33
0
頁
城
館
か
70
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19
八
幡
原
山
形
県
寒
河
江
市
天
文
2
年
3
月
18
日
15
33
03
18
 「
大
江
氏
系
図
奥
書
」
宮
本
文
書
永
正
十
八
年
七
月
十
二
日
…
従
高
瀬
山
八
幡
原
迄
張
陣
、
被
山
城
峠
殖
宗
陳
『
山
県
1』
33
0
頁
城
館
か
20
山
城
峠
？
山
形
県
寒
河
江
市
天
文
2
年
3
月
18
日
15
33
03
18
 「
大
江
氏
系
図
奥
書
」
宮
本
文
書
永
正
十
八
年
七
月
十
二
日
…
従
高
瀬
山
八
幡
原
迄
張
陣
、
被
山
城
峠
殖
宗
陳
『
山
県
1』
33
0
頁
城
館
か
21
新
田
目
山
形
県
酒
田
市
（
天
正
16
年
カ
）
8
月
6
日
15
88
08
06
 「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
観
音
寺
へ
両
日
、
新
田
目
へ
二
日
被
相
動
候
『
青
』
中
2、
11
32
号
。
『
山
県
1』
46
8
頁
22
河
内
山
形
県
酒
田
市
（
興
国
2
年
）
7
月
13
日
13
41
07
13
 「
白
河
為
興
書
状
写
」
結
城
古
文
書
写
　
有
造
館
本
　
坤
為
奥
計
、
河
内
城
ニ
引
籠
候
『
南
東
』
56
5
号
23
観
音
寺
山
形
県
酒
田
市
（
天
正
16
年
カ
）
8
月
6
日
15
88
08
06
 「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
観
音
寺
へ
両
日
、
新
田
目
へ
二
日
被
相
動
候
、
観
音
寺
へ
初
動
之
刻
、
由
断
被
成
無
搆
ニ
候
間
、
新
町
被
打
破
候
『
青
』
中
2、
11
32
号
。
『
山
県
1』
46
8
頁
24
-
1
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
永
禄
年
間
カ
）
8
月
11
日
15
60
08
11
 「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
写
」
「
筆
濃
餘
理
」
所
収
狩
川
駅
伝
来
古
翰
今
朝
宮
内
少
輔
酒
田
へ
罷
下
候
之
間
『
荘
内
』
24
0
号
24
-
2
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
天
正
15
年
）
10
月
5
日
15
87
10
05
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
登
米
伊
達
家
文
書
東
筑
企
再
乱
、
義
興
筑
前
守
在
所
へ
被
懸
入
候
由
『
仙
伊
』
13
8
号
24
-
3
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
天
正
18
年
）
11
月
晦
日
15
90
11
30
 「
川
連
道
棟
書
状
」
色
部
文
書
酒
田
よ
り
『
秋
中
』
91
4
号
、『
横
』
20
2
号
24
-
4
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
天
正
19
年
）
5
月
18
日
15
91
05
18
 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田
家
文
書
さ
か
た
に
て
、
子
ニ
ゆ
き
あ
ひ
申
候
『
青
』
中
1、
三
戸
57
7
号
。『
青
』
近
、
80
号
24
-
5
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
文
禄
2
年
）
10
月
12
日
15
93
10
12
 「
上
杉
景
勝
宛
行
状
」
甘
糟
家
文
書
庄
内
河
北
坂
田
城
領
之
事
『
荘
内
』
39
0
号
24
-
6
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
文
禄
5
年
4
月
11
日
15
95
04
11
 「
正
善
院
黄
金
堂
棟
札
銘
」
鶴
岡
市
羽
黒
町
　
正
善
院
爰
越
後
住
甘
糟
備
後
守
景
継
、
当
国
坂
田
城
主
有
女
任
老
不
定
令
病
死
『
山
県
2』
36
7
頁
24
-
7
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
慶
長
6
年
）
4
月
21
日
16
01
04
21
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
観
心
寺
文
書
東
禅
寺
と
申
城
持
あ
ハ
せ
『
仙
伊
』
11
36
号
71
東北地方における中世城館関係史料集成
24
-
8
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
慶
長
6
年
）
4
月
27
日
16
01
04
27
 「
最
上
義
康
書
状
」
越
後
下
文
書
今
度
酒
田
へ
相
働
、
即
刻
打
破
『
荘
内
』
41
9
号
24
-
9
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
慶
長
6
年
）
6
月
20
日
16
00
06
20
 「
最
上
義
光
書
状
」
越
後
下
文
書
然
者
酒
田
も
事
澄
、
無
残
所
候
間
『
山
県
1』
35
3
頁
。『
荘
内
』
42
4
号
24
-
10
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
慶
長
6・
7
年
頃
カ
）
12
月
18
日
16
01
12
18
 「
堀
直
寄
書
状
」
越
後
下
文
書
其
以
後
者
酒
田
へ
罷
越
候
て
…
酒
田
浦
へ
寄
鯨
御
座
候
『
荘
内
』
42
6
号
24
-
11
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
慶
長
9
年
5
月
25
日
16
04
05
25
 「
秋
田
実
季
御
蔵
入
米
算
用
状
案
文
」
秋
田
家
文
書
同
六
年
四
月
庄
内
酒
田
表
へ
罷
立
候
時
『
秋
中
』
10
54
号
。『
能
代
』
31
2
号
24
-
12
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
慶
長
9
年
5
月
25
日
16
04
05
25
 「
秋
田
実
季
会
津
陣
扶
持
方
算
用
状
」
秋
田
家
文
書
酒
田
表
へ
罷
出
候
刻
、
人
数
四
千
人
に
て
『
秋
中
』
10
55
号
。『
能
代
』
45
4
号
24
-
13
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
慶
長
9
年
）
閏
8
月
2
日
16
04
00
80
2 「
最
上
義
光
書
状
」
最
上
川
土
地
改
良
区
所
蔵
文
書
か
め
か
さ
き
へ
い
そ
き
く
た
し
申
へ
く
候
『
荘
内
』
42
8
号
24
-
14
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
慶
長
10
年
5
月
12
日
16
05
05
12
 「
金
峰
神
社
棟
札
」
鶴
岡
市
金
峰
神
社
亀
崎
志
村
伊
豆
守
光
安
『
山
県
2』
35
4
頁
24
-
15
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
慶
長
17
年
1
月
吉
日
16
12
01
00
 「
亀
ヶ
崎
城
銀
子
御
遣
日
記
」
「
大
泉
叢
誌
七
三
」
与
所
江
銀
子
御
遣
被
成
候
日
記
『
荘
内
』
補
遺
19
6
号
24
-
16
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
慶
長
17
年
10
月
18
日
16
12
10
18
 「
大
物
忌
神
社
棟
札
」
遊
佐
町
大
物
忌
神
社
志
村
伊
豆
守
者
亀
ヶ
崎
守
護
也
『
山
県
2』
38
2
頁
24
-
17
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
元
和
2
年
）
9
月
2
日
16
16
09
02
 「
最
上
家
家
臣
連
署
書
状
」
雞
肋
編
所
収
文
書
鶴
岡
・
此
方
ニ
御
座
候
金
銀
為
上
候
へ
由
『
荘
内
』
46
6
号
「
此
方
」＝
亀
ヶ
崎
24
-
18
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
元
和
6
年
）
6
月
16
日
16
20
06
16
 「
原
頼
秀
書
状
」
大
津
文
書
つ
る
か
岡
・
亀
崎
・
大
山
与
申
合
候
へ
者
、
山
か
た
よ
り
罷
上
候
人
足
共
ハ
『
山
県
1』
37
3
頁
。『
荘
内
』
46
9
号
24
-
19
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
元
和
8
年
）
2
月
5
日
16
22
02
05
 「
最
上
氏
家
臣
連
署
覚
書
」
伊
東
家
文
書
付
、
町
中
之
儀
ハ
不
及
申
『
荘
内
』
47
4
号
城
下
町
に
関
す
る
史
料
72
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24
-
20
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
元
和
8
年
）
9
月
9
日
16
22
09
09
 「
最
上
氏
家
臣
連
署
書
上
」
高
山
昌
久
氏
所
蔵
文
書
酒
田
町
内
町
・
米
や
町
…
酒
田
町
『
荘
内
』
50
5
号
24
-
21
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
元
和
8
年
）
9
月
10
日
16
22
09
10
 「
亀
ヶ
崎
本
丸
兵
具
蔵
帳
」
雞
肋
編
所
収
文
書
亀
ヶ
崎
城
本
丸
兵
具
蔵
之
帳
『
山
市
』
20
6
頁
24
-
22
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
庄
内
　
亀
ヶ
崎
城
　
志
村
伊
豆
居
所
『
伊
』
84
5
号
24
-
23
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
年
未
詳
）
3
月
13
日
「
滝
沢
主
膳
正
維
助
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
然
者
東
禅
寺
之
儀
、
今
ニ
相
支
候
付
而
、
近
日
御
陳
立
之
儀
『
山
県
1』
35
5
頁
24
-
24
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
年
未
詳
）
4
月
22
日
「
最
上
義
光
感
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
於
亀
崎
、
佐
藤
讃
岐
守
覚
者
せ
い
は
い
仕
『
山
県
1』
36
3
頁
24
-
25
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
年
未
詳
）
4
月
23
日
「
原
頼
秀
書
状
写
」
目
の
幸
所
収
文
書
亀
崎
ゟ
闕
落
申
候
弐
人
之
者
…
亀
崎
へ
も
た
せ
越
申
候
『
山
県
1』
40
2
頁
。『
荘
内
』
46
3
号
24
-
26
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
年
未
詳
）
4
月
23
日
「
原
頼
秀
書
状
写
」
目
の
幸
所
収
文
書
先
日
亀
崎
ゟ
走
申
候
者
…
亀
崎
へ
も
た
せ
越
申
候
『
山
県
1』
40
2
頁
。『
荘
内
』
46
3
号
24
-
27
酒
田
（
東
禅
寺
・
亀
ヶ
崎
）
山
形
県
酒
田
市
（
年
未
詳
）
11
月
29
日
「
大
泉
讃
岐
守
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
殊
亀
崎
よ
り
被
仰
越
候
者
『
山
県
1』
48
1
頁
25
-
1
砂
越
山
形
県
酒
田
市
（
天
文
10
年
頃
）
4
月
21
日
15
41
04
21
 「
東
禅
寺
氏
永
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
去
年
砂
越
衆
□
一
和
之
刷
『
山
県
1』
47
9
頁
。『
荘
内
』
20
3
号
25
-
2
砂
越
山
形
県
酒
田
市
（
天
文
10
年
頃
）
6
月
5
日
15
41
06
05
 「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
仍
而
砂
越
之
侗［
　
　
　
］
相
成
『
荘
内
』
20
4
号
25
-
3
砂
越
山
形
県
酒
田
市
（
天
文
10
年
頃
）
8
月
19
日
15
41
08
19
 「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
市
川
　
湊
文
書
就
今
度
砂
越
之
儀
『
荘
内
』
20
7
号
25
-
4
砂
越
山
形
県
酒
田
市
（
永
禄
年
間
カ
）
8
月
11
日
15
60
08
11
 「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
写
」
「
筆
濃
餘
理
」
所
収
狩
川
駅
伝
来
古
翰
殊
ニ
自
山
内
別
行
を
砂
越
へ
『
山
県
1』
35
3
頁
。『
荘
内
』
24
0
号
25
-
5
砂
越
山
形
県
酒
田
市
（
永
禄
年
間
カ
）
8
月
20
日
15
60
08
20
 「
竹
井
時
友
書
状
写
」
「
筆
濃
餘
理
」
所
収
狩
川
駅
伝
来
古
翰
砂
越
山
内
之
儀
、
被
差
越
見
手
『
山
県
1』
35
4
頁
。『
荘
内
』
24
0
号
73
東北地方における中世城館関係史料集成
25
-
6
砂
越
山
形
県
酒
田
市
（
永
禄
年
間
カ
）
年
月
日
未
詳
15
60
00
00
 「
某
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
砂
越
又
宮
内
処
為
足
軽
を
山
内
へ
差
越
『
山
県
1』
35
4
頁
。『
荘
内
』
24
0
号
26
-
1
山
内
山
形
県
酒
田
市
か
（
永
禄
年
間
カ
）
8
月
11
日
15
60
08
11
 「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
写
」
「
筆
濃
餘
理
」
所
収
狩
川
駅
伝
来
古
翰
仍
山
内
江
被
付
見
手
之
処
…
殊
ニ
自
山
内
別
行
を
砂
越
へ
『
山
県
1』
35
3
頁
。『
荘
内
』
24
0
号
場
所
不
明
26
-
2
山
内
山
形
県
酒
田
市
か
（
永
禄
年
間
カ
）
8
月
20
日
15
60
08
20
 「
竹
井
時
友
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
砂
越
山
内
之
儀
、
被
差
越
見
手
『
山
県
1』
35
4
頁
。『
荘
内
』
24
0
号
場
所
不
明
26
-
3
山
内
山
形
県
酒
田
市
か
（
永
禄
年
間
カ
）
年
月
日
未
詳
15
60
00
00
 「
某
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
砂
越
又
宮
内
処
為
足
軽
を
山
内
へ
差
越
、
城
前
迄
罷
越
候
由
候
…
敵
ハ
城
内
ニ
相
籠
候
哉
『
山
県
1』
35
4
頁
。『
荘
内
』
24
0
号
場
所
不
明
27
庭
月
山
形
県
鮭
川
村
（
天
正
10
年
）
8
月
7
日
15
82
08
07
 「
最
上
義
光
書
状
」
鈴
木
惣
栄
門
氏
所
蔵
文
書
庭
月
被
引
廻
可
然
候
之
『
横
』
12
1
号
28
余
目
山
形
県
庄
内
町
（
慶
長
5
年
）
12
月
17
日
16
00
12
17
 「
安
部
兵
庫
助
書
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
藤
嶋
へ
鑓
五
十
丁
、
餘
目
へ
百
丁
…
餘
目
へ
は
四
十
丁
御
越
候
…
餘
目
人
数
ハ
御
座
候
へ
共
『
山
県
1』
36
6
頁
。『
荘
内
』
41
5
号
29
-
1
狩
川
山
形
県
庄
内
町
（
天
正
16
年
カ
）
8
月
6
日
15
88
08
06
 「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
大
浦
へ
御
人
数
同
前
、
狩
川
へ
被
為
動
候
処
『
青
』
中
2、
11
32
号
。
『
山
県
1』
46
8
頁
29
-
2
狩
川
山
形
県
庄
内
町
（
慶
長
5
年
）
12
月
17
日
16
00
12
17
 「
安
部
兵
庫
助
書
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
藤
嶋
へ
鑓
五
十
丁
、
餘
目
へ
百
丁
、狩
川
へ
五
十
丁
、
御
は
い
た
ふ
之
由
『
山
県
1』
36
6
頁
。『
荘
内
』
41
5
号
29
-
3
狩
川
山
形
県
庄
内
町
（
慶
長
17
年
）
5
月
15
日
16
12
05
15
 「
最
上
義
光
書
状
」
狩
川
八
幡
神
社
文
書
此
間
其
蔵
屋
敷
之
為
祝
儀
、
使
為
登
候
『
山
県
1』
38
4
頁
29
-
4
狩
川
山
形
県
庄
内
町
（
慶
長
17
年
）
5
月
18
日
16
12
05
18
 「
最
上
義
光
書
状
」
北
館
文
書
清
河
・
狩
河
之
者
共
、
別
而
可
致
辛
労
事
致
推
察
候
『
山
県
1』
38
1
頁
。『
荘
内
』
44
5
号
29
-
5
狩
川
山
形
県
庄
内
町
（
慶
長
17
年
）
6
月
15
日
16
12
06
15
 「
最
上
義
光
書
状
」
狩
川
八
幡
神
社
文
書
狩
河
之
者
共
参
詣
申
様
可
申
付
候
『
山
県
1』
38
4
頁
。『
荘
内
』
44
8
号
日
付
は
松
尾
剛
次
『
家
康
に
天
下
を
獲
ら
せ
た
男
　
最
上
義
光
』
に
よ
る
29
-
6
狩
川
山
形
県
庄
内
町
（
慶
長
17
年
）
8
月
20
日
16
12
08
20
 「
最
上
義
光
書
状
」
狩
川
八
幡
神
社
文
書
尤
山
城
ハ
川
風
は
け
し
く
可
有
之
候
間
、
麓
へ
と
望
尤
ニ
候
…
下
屋
敷
之
事
ハ
、
其
許
蔵
屋
敷
之
近
所
…
蔵
屋
敷
之
あ
た
り
使
四
方
堀
ほ
り
尤
ニ
候
…
其
方
屋
敷
堀
か
ま
い
可
然
候
『
山
県
1』
38
2
頁
。『
荘
内
』
45
1
号
74
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30
-
1
清
川
山
形
県
庄
内
町
（
永
禄
年
間
カ
）
年
月
日
未
詳
15
60
00
00
 「
某
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
将
又
清
川
ニ
足
□
有
之
由
候
、是
を
き
り
は
き
候
而
、
特
女
子
共
之
事
者
、
其
城
へ
入
『
山
県
1』
35
5
頁
。『
荘
内
』
24
0
号
30
-
2
清
川
山
形
県
庄
内
町
（
慶
長
17
年
）
5
月
18
日
16
12
05
18
 「
最
上
義
光
書
状
」
北
館
文
書
清
河
・
狩
河
之
者
共
、
別
而
可
致
辛
労
事
致
推
察
候
『
山
県
1』
38
1
頁
。『
荘
内
』
44
5
号
30
-
3
清
川
山
形
県
庄
内
町
（
慶
長
17
年
）
7
月
2
日
16
12
07
02
 「
最
上
義
光
書
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
明
日
三
日
ニ
ハ
、
清
河
へ
可
下
候
間
『
山
県
1』
39
8
頁
。『
荘
内
』
43
6
号
30
-
4
清
川
山
形
県
庄
内
町
（
年
未
詳
）
8
月
17
日
「
志
村
光
明
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
清
川
迄
御
打
送
罷
越
披
露
申
候
『
山
県
1』
48
0
頁
31
小
出
山
形
県
庄
内
町
か
（
永
禄
年
間
カ
）
年
月
日
未
詳
15
60
00
00
 「
某
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
小
出
近
辺
ゟ
其
元
江
入
候
…
小
出
其
外
之
事
『
山
県
1』
35
5
頁
。『
荘
内
』
24
0
号
城
館
か
32
-
1
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
15
年
）
10
月
14
日
15
87
10
14
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
桜
田
家
文
書
於
鮎
貝
、
父
子
間
取
乱
候
義
候
而
『
仙
伊
』
14
1
号
32
-
2
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
15
年
）
10
月
14
日
15
87
10
14
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
二
鮎
貝
一
向
無
人
衆
ニ
而
、
様
々
抱
置
候
由
到
来
候
『
山
県
1』
81
6
頁
。『
仙
伊
』
14
2
号
32
-
3
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
15
年
）
10
月
14
日
15
87
10
14
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
竹
田
恵
一
氏
所
蔵
文
書
鮎
貝
之
事
、出
馬
ニ
付
而
、
則
令
自
落
候
、
早
々
城
中
へ
打
入
ニ
付
而
『
仙
伊
』
14
3
号
32
-
4
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
15
年
）
10
月
14
日
15
87
10
14
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
二
鮎
貝
親
子
間
横
合
出
来
…
実
城
計
執
成
候
『
仙
伊
』
14
4
号
32
-
5
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
15
年
）
10
月
16
日
15
87
10
16
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
二
鮎
貝
之
事
…
尤
出
馬
之
上
、
一
刻
も
不
相
支
、
彼
仁
引
除
候
間
『
仙
伊
』
14
5
号
32
-
6
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
15
年
）
10
月
16
日
15
87
10
16
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
二
鮎
貝
之
義
ニ
付
て
…
町
際
迄
押
詰
…
則
彼
地
引
除
『
仙
伊
』
14
6
号
32
-
7
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
15
年
）
10
月
18
日
15
87
10
18
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
東
京
古
典
会
目
録
鮎
貝
事
…
尤
無
手
廻
彼
地
江
押
寄
候
条
『
仙
伊
』
35
41
号
32
-
8
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
15
年
11
月
4
日
15
87
11
04
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
二
如
来
札
、
鮎
貝
事
去
十
四
雖
企
逆
意
候
『
山
県
1』
82
4
頁
。『
仙
伊
』
15
0
号
32
-
9
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
16
年
）
2
月
10
日
15
88
02
10
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
茂
庭
文
書
追
而
、
中
山
、
あ
ら
と
、
あ
ゆ
か
い
口
、
い
つ
れ
も
『
山
県
1』
81
8
頁
。『
仙
伊
』
19
0
号
32
-
10
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
16
年
）
閏
5
月
16
日
15
88
00
51
6 「
伊
達
政
宗
書
状
」
渡
辺
慶
一
氏
所
蔵
文
書
鮎
貝
よ
り
荒
砥
へ
も
御
越
候
得
由
『
仙
伊
』
27
6
号
75
東北地方における中世城館関係史料集成
32
-
11
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
18
年
）
2
月
29
日
15
90
02
29
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
盛
重
鮎
へ
為
相
移
申
候
…
彼
地
之
事
者
、
不
安
境
与
云
、
就
中
近
年
没
落
之
地
ニ
候
条
、
普
請
等
其
外
機
遣
千
万
ニ
候
『
山
県
1』
45
2
頁
。『
仙
伊
』
63
5
号
32
-
12
鮎
貝
山
形
県
白
鷹
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
7
日
16
00
10
07
 「
保
春
院
侍
女
こ
さ
い
し
や
う
書
状
」
留
守
家
文
書
い
ま
に
あ
ら
と
・
あ
ゆ
か
い
ニ
た
い
り
う
申
候
よ
し
に
て
候
『
山
県
1』
52
5
頁
33
-
1
荒
砥
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
16
年
）
2
月
10
日
15
88
02
10
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
茂
庭
文
書
追
而
、
中
山
、
あ
ら
と
、
あ
ゆ
か
い
口
、
い
つ
れ
も
『
山
県
1』
81
8
頁
。『
仙
伊
』
19
0
号
33
-
2
荒
砥
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
16
年
）
閏
5
月
16
日
15
88
00
51
6 「
伊
達
政
宗
書
状
」
渡
辺
慶
一
氏
所
蔵
文
書
鮎
貝
よ
り
荒
砥
へ
も
御
越
候
得
由
『
仙
伊
』
27
6
号
33
-
3
荒
砥
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
18
年
）
2
月
29
日
15
90
02
29
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
一
、
荒
砥
之
事
、
大
立
目
方
未
若
輩
之
事
ニ
候
条
『
山
県
1』
45
3
頁
。『
仙
伊
』
63
5
号
33
-
4
荒
砥
山
形
県
白
鷹
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
21
日
16
00
09
21
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
あ
ら
と
境
之
切
所
へ
追
付
『
山
県
1』
51
7
頁
。『
仙
伊
』
10
70
号
33
-
5
荒
砥
山
形
県
白
鷹
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
24
日
16
00
09
24
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
あ
ら
と
口
へ
の
通
路
ハ
自
由
ニ
仕
候
や
『
仙
伊
』
10
73
号
33
-
6
荒
砥
山
形
県
白
鷹
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
2
日
16
00
10
02
 「
水
原
親
憲
書
状
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
明
日
ハ
自
是
新
渡
迄
可
然
打
入
候
由
候
条
『
山
県
1』
44
8
頁
33
-
7
荒
砥
山
形
県
白
鷹
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
4
日
16
00
10
04
 「
直
江
兼
続
書
状
」
本
間
真
子
氏
所
蔵
文
書
昨
日
当
地
荒
戸
ま
て
打
入
申
候
『
山
県
1』
39
1
頁
。『
荘
内
』
37
7
号
33
-
8
荒
砥
山
形
県
白
鷹
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
7
日
16
00
10
07
 「
保
春
院
侍
女
こ
さ
い
し
や
う
書
状
」
留
守
家
文
書
い
ま
に
あ
ら
と
・
あ
ゆ
か
い
ニ
た
い
り
う
申
候
よ
し
に
て
候
『
山
県
1』
52
5
頁
34
高
擶
山
形
県
白
鷹
町
（
天
正
15
年
）
10
月
14
日
15
87
10
14
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
桜
田
家
文
書
隠
居
之
事
者
、
高
擶
之
地
へ
被
除
『
仙
伊
』
14
1
号
35
-
1
新
庄
山
形
県
新
庄
市
（
元
亀
1
年
）
12
月
3
日
15
70
12
03
 「
下
国
愛
季
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
猶
新
城
よ
り
可
被
申
候
間
『
青
』
中
2、
10
79
号
35
-
2
新
庄
山
形
県
新
庄
市
（
天
正
9
年
）
2
月
4
日
15
81
02
04
 「
楯
岡
満
茂
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
其
后
新
城
之
地
中
楯
迄
相
破
、
焼
却
云
『
横
』
補
遺
8
号
35
-
3
新
庄
山
形
県
新
庄
市
（
天
正
10
年
カ
）
3
月
5
日
15
82
03
05
 「
七
森
氏
信
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
即
時
新
城
・
古
口
へ
可
被
陣
取
御
手
配
被
仰
付
候
条
『
横
』
11
6
号
。『
荘
内
』
24
6
号
76
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
35
-
4
新
庄
山
形
県
新
庄
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
新
城
　
御
蔵
入
『
伊
』
84
5
号
35
-
5
新
庄
山
形
県
新
庄
市
（
寛
永
12
年
カ
）
4
月
26
日
16
35
04
26
 「
秋
田
政
季
書
状
」
湊
學
氏
所
蔵
秋
田
湊
文
書
去
年
中
新
城
ゟ
梅
沢
七
右
衛
門
御
内
儀
さ
ま
御
状
…
新
城
口
罷
通
候
て
『
青
』
中
2、
10
29
号
35
-
6
新
庄
山
形
県
新
庄
市
（
年
未
詳
）
1
月
11
日
「
清
水
康
氏
知
行
状
」
安
食
文
書
今
度
新
城
え
最
前
に
罷
入
『
山
市
』
18
5
頁
36
鳥
越
山
形
県
新
庄
市
（
天
正
9
年
）
2
月
4
日
15
81
02
04
 「
楯
岡
満
茂
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
就
中
鳥
越
之
地
責
登
、
籠
衆
一
人
も
不
残
討
戮
『
横
』
補
遺
8
号
37
一
本
柳
山
形
県
高
畠
町
（
天
文
14
年
）
6
月
26
日
15
45
06
26
 「
伊
達
晴
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
一
本
柳
・
高
畠
・
志
多
・
萩
生
・
栖
嶋
致
奉
公
候
『
山
県
1』
51
3
頁
38
志
田
山
形
県
高
畠
町
（
天
文
14
年
）
6
月
26
日
15
45
06
26
 「
伊
達
晴
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
一
本
柳
・
高
畠
・
志
多
・
萩
生
・
栖
嶋
致
奉
公
候
『
山
県
1』
51
3
頁
新
宿
も
参
照
39
-
1
高
畠
山
形
県
高
畠
町
（
天
文
14
年
）
6
月
26
日
15
45
06
26
 「
伊
達
晴
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
一
本
柳
・
高
畠
・
志
多
・
萩
生
・
栖
嶋
致
奉
公
候
『
山
県
1』
51
3
頁
39
-
2
高
畠
山
形
県
高
畠
町
（
天
正
18
年
）
8
月
22
日
15
90
08
22
 「
徳
永
寿
昌
書
状
」
伊
達
家
文
書
高
畠
ニ
足
弱
以
下
被
置
候
故
『
山
県
1』
60
0
頁
40
-
1
新
宿
山
形
県
高
畠
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
26
日
16
00
09
26
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
新
宿
と
う
け
ま
て
打
懸
…
新
宿
よ
り
少
々
人
衆
出
候
へ
共
『
山
県
1』
52
2
頁
。『
仙
伊
』
10
76
号
志
田
館
の
こ
と
か
40
-
2
新
宿
山
形
県
高
畠
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
29
日
16
00
09
29
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書
新
宿
之
城
も
明
逃
仕
候
『
仙
伊
』
10
80
号
志
田
館
の
こ
と
か
41
立
谷
沢
山
形
県
立
川
町
貞
和
4
年
2
月
日
13
48
02
00
 「
結
城
顕
朝
申
状
案
」
東
北
大
学
日
本
史
研
究
室
保
管
白
河
文
書
其
上
於
羽
州
立
谷
沢
城
、
手
者
松
田
太
郎
損
命
以
来
『
南
東
』
96
7
号
42
-
1
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
文
10
年
頃
）
6
月
5
日
15
41
06
05
 「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
四
郎
方
之
事
者
、
大
浦
相
頼
之
『
荘
内
』
20
4
号
42
-
2
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
文
16
年
カ
）
12
月
20
日
15
47
12
20
 「
砂
越
也
足
軒
宗
恂
書
状
」
湊
學
氏
所
蔵
秋
田
湊
文
書
大
浦
へ
入
魂
之
御
取
合
…
就
中
息
四
郎
大
浦
ニ
壱
到
来
『
青
』
中
2、
10
16
号
。
『
荘
内
』
20
8
号
42
-
3
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
文
年
間
カ
）
8
月
6
日
15
50
08
06
 「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
外
様
・
三
長
吏
大
浦
へ
集
来
令
相
談
治
定
候
『
荘
内
』
20
6
号
42
-
4
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
亀
1
年
）
9
月
晦
日
15
70
09
31
 「
小
笠
原
氏
隆
書
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
昨
夜
亥
刻
大
浦
を
罷
除
、
横
山
之
地
馳
入
候
処
ニ
『
山
県
1』
39
4
頁
77
東北地方における中世城館関係史料集成
42
-
5
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
亀
2
年
）
8
月
16
日
15
71
08
16
 「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
個
人
蔵
在
大
浦
相
定
、
引
出
候
処
ニ
『
荘
内
』
補
遺
17
9
号
42
-
6
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
亀
2
年
カ
）
10
月
3
日
15
71
10
03
 「
木
次
氏
秀
書
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
頓
速
大
浦
へ
罷
上
候
而
疎
謝
申
候
…
大
浦
へ
、
近
日
其
郡
よ
り
各
可
有
参
登
由
候
『
本
荘
』
43
7
号
42
-
7
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
9
年
頃
カ
）
15
81
00
00
 「
大
宝
寺
義
氏
感
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
大
浦
ゟ
『
山
県
1』
36
3
頁
42
-
8
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
天
正
14
年
3
月
15
日
15
86
03
15
 「
大
宝
寺
義
興
裁
許
状
」
菅
原
家
文
書
北
目
之
者
一
事
ニ
相
守
大
浦
之
間
『
荘
内
』
補
遺
18
0
号
42
-
9
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
15
年
）
5
月
24
日
15
87
05
24
 「
大
宝
寺
義
興
書
状
」
第
二
高
等
学
校
所
蔵
文
書
（『
伊
達
政
宗
卿
伝
記
史
料
』
所
収
）
既
去
月
之
時
分
者
在
館
迄
可
被
押
敗
為
体
候
つ
る
処
『
荘
内
』
32
0
号
42
-
10
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
15
年
）
9
月
6
日
15
87
09
06
 「
東
禅
寺
氏
永
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
既
最
前
大
浦
与
旁
被
示
図
『
山
県
1』
47
8
頁
。『
荘
内
』
32
4
号
42
-
11
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
15
年
）
9
月
6
日
15
87
09
06
 「
蟹
沢
永
次
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
向
後
大
浦
へ
可
然
様
ニ
御
異
□
不
及
申
候
『
山
県
1』
48
2
頁
。『
荘
内
』
32
5
号
42
-
12
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
16
年
）
1
月
25
日
15
88
01
25
 「
最
上
義
光
黒
印
状
」
佐
藤
勝
雄
氏
所
蔵
文
書
畢
竟
油
利
中
之
衆
大
浦
へ
懇
切
候
様
『
荘
内
』
38
2
号
42
-
13
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
16
年
）
4
月
10
日
15
88
04
10
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
東
京
大
学
日
本
史
研
究
室
寄
託
石
井
進
氏
蒐
集
史
料
仍
、
旧
冬
太
浦
不
慮
之
仕
合
『
仙
伊
』
補
遺
18
1
号
42
-
14
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
16
年
）
閏
5
月
11
日
15
88
00
51
1 「
中
山
光
直
書
状
」
潟
保
文
書
金
山
宗
洗
公
当
地
へ
着
、
山
形
へ
上
越
候
条
『
山
県
1』
50
5
頁
。『
秋
中
』
87
3
号
「
当
地
」＝
庄
内
大
浦
か
42
-
15
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
16
年
カ
）
8
月
6
日
15
88
08
06
 「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
大
浦
へ
御
人
数
同
前
、
狩
川
へ
被
為
動
候
処
…
大
浦
ニ
弥
々
可
為
御
利
運
候
『
青
』
中
2、
11
32
号
。
『
山
県
1』
46
8
頁
42
-
16
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
16
年
カ
）
9
月
19
日
15
88
09
19
 「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
従
大
浦
由
利
中
惣
立
之
儀
被
仰
付
候
之
条
『
青
』
中
2、
11
33
号
。
『
横
』
14
8
号
42
-
17
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
16
年
）
12
月
1
日
15
88
12
01
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
「
奥
羽
文
書
纂
」
所
収
就
今
度
自
大
浦
被
企
使
者
候
『
仙
伊
』
35
1
号
。『
荘
内
』
35
7
号
42
-
18
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
17
年
カ
）
6
月
2
日
15
89
06
02
 「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
「
出
羽
国
風
土
略
記
」
所
収
文
書
殊
更
今
度
自
大
浦
御
上
落
に
付
て
…
昨
日
御
人
数
尾
浦
へ
御
着
に
候
『
青
』
中
3、
16
90
号
78
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
42
-
19
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
17
年
）
6
月
2
日
15
89
06
02
 「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
阿
部
正
己
資
料
所
収
文
書
今
度
自
大
浦
御
上
洛
ニ
付
て
…
御
人
数
大
浦
へ
御
着
陣
候
『
山
県
1』
36
2
頁
42
-
20
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
文
禄
4
年
）
1
月
10
日
15
95
01
10
 「
直
江
兼
続
条
書
」
志
賀
槇
太
郎
氏
所
蔵
文
書
小
澤
吾
儘
申
ニ
付
而
、
知
行
□
共
召
放
、
其
身
大
浦
ニ
指
置
『
山
県
1』
16
9
頁
42
-
21
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
慶
長
3
年
11
月
20
日
15
98
11
20
 「
某
伝
馬
手
形
」
「
郷
政
録
」
所
収
文
書
慶
長
三
年
霜
月
廿
日
　
　
大
浦
『
荘
内
40
3
号
42
-
22
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
4
年
カ
）
10
月
3
日
15
99
10
03
 「
堀
秀
治
書
状
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
去
朔
日
庄
内
至
大
浦
城
参
着
候
『
荘
内
』
37
6
号
42
-
23
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
15
日
16
00
10
15
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
大
う
ら
ニ
候
者
共
、
せ
め
こ
ろ
し
如
此
ニ
申
越
候
『
山
県
1』
52
6
頁
。『
横
』
34
7
号
42
-
24
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
6・
7
年
頃
カ
）
12
月
18
日
16
01
12
18
 「
堀
直
寄
書
状
」
越
後
下
文
書
昨
日
大
浦
へ
帰
申
候
故
『
荘
内
』
42
6
号
42
-
25
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
慶
長
10
年
5
月
12
日
16
05
05
12
 「
金
峰
神
社
棟
札
」
鶴
岡
市
金
峰
神
社
大
山
下
対
馬
守
康
久
『
山
県
2』
35
4
頁
42
-
26
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
和
6
年
）
6
月
16
日
16
20
06
16
 「
原
頼
秀
書
状
」
大
津
文
書
つ
る
か
岡
・
亀
崎
・
大
山
与
申
合
候
へ
者
、
山
か
た
よ
り
罷
上
候
人
足
共
ハ
『
山
県
1』
37
3
頁
。『
荘
内
』
46
9
号
42
-
27
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
大
山
城
　
下
長
門
居
所
『
伊
』
84
5
号
42
-
28
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
年
未
詳
）
8
月
16
日
「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
歴
代
古
案
於
庄
中
大
浦
江
可
曳
弓
者
、
悪
党
風
情
可
成
頼
事
『
山
県
1』
15
7
頁
42
-
29
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
年
未
詳
）
9
月
28
日
「
東
禅
寺
氏
永
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
大
浦
之
衆
、
由
利
中
以
手
図
手
前
可
被
捕
詰
候
『
山
県
1』
47
8
頁
。『
荘
内
』
32
5
号
42
-
30
大
浦
（
尾
浦
・
大
山
）
山
形
県
鶴
岡
市
（
年
未
詳
）
12
月
20
日
「
沙
弥
宗
恂
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
大
浦
へ
入
魂
之
御
取
合
頼
入
候
処
…
就
中
息
四
郎
大
浦
ニ
令
到
来
『
山
県
1』
47
1
頁
43
小
国
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
6
年
）
10
月
22
日
16
01
10
22
 「
下
秀
久
書
状
写
」
有
沢
文
書
今
度
従
義
光
様
其
方
を
越
後
境
小
国
之
城
ニ
可
被
差
置
之
旨
被
仰
下
候
『
荘
内
』
42
5
号
44
-
1
清
水
山
形
県
鶴
岡
市
か
（
元
亀
2
年
）
8
月
16
日
15
71
08
16
 「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
個
人
蔵
高
坂
・
丹
味
水
及
難
儀
『
荘
内
』
補
遺
17
9
号
鶴
岡
市
の
清
水
か
79
東北地方における中世城館関係史料集成
44
-
2
清
水
山
形
県
鶴
岡
市
か
（
元
亀
2
年
）
8
月
27
日
15
71
08
27
 「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
庄
内
古
文
書
影
写
集
所
収
文
書
妙
味
水
之
地
へ
致
内
通
…
并
妙
味
水
之
陳
中
備
堅
固
『
山
県
1』
35
6
頁
。『
荘
内
』
26
5
号
鶴
岡
市
の
清
水
か
45
荘
内
山
形
県
鶴
岡
市
か
（
天
正
16
年
）
12
月
9
日
15
88
12
09
 「
豊
臣
秀
吉
書
状
写
」
別
集
奥
羽
文
書
纂
所
収
文
書
仍
山
形
出
羽
守
領
分
と
哉
覧
、
荘
内
城
本
荘
乗
取
候
由
申
越
候
『
山
県
1』
16
4
頁
庄
内
地
方
の
最
上
方
の
城
全
般
を
指
す
か
46
-
1
添
川
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
亀
2
年
カ
）
10
月
3
日
15
71
10
03
 「
木
次
氏
秀
書
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
添
河
藤
島
近
辺
□
下
等
ニ
も
無
出
所
事
申
出
候
処
『
本
荘
』
43
7
号
46
-
2
添
川
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
5
年
）
7
月
26
日
16
00
07
26
 「
直
江
兼
続
感
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
次
廿
日
添
川
之
城
責
破
□
各
被
差
越
候
事
『
山
県
1』
36
4
頁
46
-
3
添
川
山
形
県
鶴
岡
市
（
年
未
詳
）
10
月
3
日
「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
経
眼
古
文
書
所
収
文
書
就
而
今
度
之
儀
、
添
河
藤
島
近
辺
□
下
等
ニ
も
無
出
所
事
申
出
候
処
『
山
県
1』
40
6
頁
47
-
1
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
享
徳
3
年
4
月
28
日
14
54
04
28
 「
中
条
房
資
代
々
軍
功
記
録
」
越
後
文
書
宝
翰
集
依
難
囲
三
庄
大
宝
寺
江
落
『
庄
内
』
補
遺
17
2
号
47
-
2
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
天
文
21
年
6
月
21
日
15
52
06
21
 「
黒
川
実
氏
書
状
案
」
大
輪
寺
文
書
彼
面
々
大
宝
寺
へ
退
去
『
山
県
1』
91
6
頁
47
-
3
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
亀
1
年
）
10
月
12
日
15
70
10
12
 「
僧
阿
書
状
写
」
市
川
　
湊
文
書
遊
行
上
人
大
宝
寺
へ
被
罷
越
候
間
『
能
代
』
15
3
号
47
-
4
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
元
亀
4
年
9
月
7
日
15
73
09
07
 「
大
宝
寺
義
氏
安
堵
状
」
長
泉
寺
文
書
大
宝
寺
之
町
ニ
寺
家
屋
敷
一
間
『
山
県
1』
36
7
頁
47
-
5
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
10
年
カ
）
11
月
25
日
15
82
11
25
 「
氏
家
守
棟
書
状
」
湊
文
書
随
而
大
宝
寺
、
唯
今
於
其
口
も
疎
遠
之
由
『
山
県
1』
50
7
頁
47
-
6
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
16
年
カ
）
8
月
6
日
15
88
08
06
 「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
大
宝
寺
口
へ
可
被
動
与
見
得
候
而
『
青
』
中
2、
11
32
号
。
『
山
県
1』
46
8
頁
47
-
7
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
18
 年
）
9
月
18
日
15
90
09
18
 「
大
谷
吉
継
書
状
写
」
諸
士
来
状
全
所
収
次
於
大
宝
寺
喧
嘩
之
様
子
『
上
越
』
33
86
号
47
-
8
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
か
（
天
正
19
年
）
5
月
23
日
15
91
05
23
 「
木
戸
元
斎
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
一
、大
宝
寺
本
城
被
取
立
、
御
普
請
被
仰
付
候
『
山
県
1』
44
5
頁
。『
荘
内
』
38
4
号
47
-
9
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
天
正
19
年
5
月
頃
15
91
05
00
 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田
家
文
書
越
後
直
江
殿
大
宝
寺
ま
て
被
下
候
『
青
』
中
1、
三
戸
57
6
号
。『
青
』
近
、
82
号
47
-
10
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
か
天
正
19
年
6
月
6
日
15
91
06
06
 「
直
江
兼
続
宛
行
状
写
」
鶴
岡
市
郷
土
資
料
館
所
蔵
文
書
当
城
大
宝
寺
就
在
番
、
為
堪
忍
分
、
当
所
務
五
拾
俵
宛
之
所
『
荘
内
』
38
7
号
。『
上
越
』
34
85
号
80
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
47
-
11
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
か
天
正
19
年
6
月
6
日
15
91
06
06
 「
直
江
兼
続
宛
行
状
写
」
別
集
奥
羽
文
書
纂
所
収
文
書
、
景
勝
公
御
年
譜
巻
十
六
当
城
大
宝
寺
就
在
番
、
為
堪
忍
分
、
当
所
務
弐
百
俵
之
所
『
山
県
1』
16
5
頁
。『
上
越
』
34
87
号
47
-
12
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
か
天
正
19
年
6
月
6
日
15
91
06
06
 「
直
江
兼
続
宛
行
状
写
」
別
集
奥
羽
文
書
纂
所
収
文
書
、
景
勝
公
御
年
譜
巻
十
五
当
城
大
宝
寺
就
在
番
、
為
堪
忍
分
、
当
所
務
八
十
俵
宛
之
所
『
山
県
1』
16
5
頁
。『
上
越
』
34
83
号
47
-
13
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
か
天
正
19
年
6
月
6
日
15
91
06
06
 「
直
江
兼
続
宛
行
状
写
」
別
集
奥
羽
文
書
纂
所
収
文
書
（
慈
光
明
院
所
蔵
文
書
）
当
城
大
宝
寺
就
在
番
、
為
堪
忍
分
、
当
所
務
三
千
俵
之
所
『
山
県
1』
16
6
頁
。『
上
越
』
34
88
号
47
-
14
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
か
天
正
19
年
6
月
6
日
15
91
06
06
 「
直
江
兼
続
宛
行
状
写
」
別
集
奥
羽
文
書
纂
所
収
文
書
当
城
大
宝
寺
就
在
番
、
為
堪
忍
分
、
当
所
務
二
十
俵
之
所
『
山
県
1』
16
6
頁
。『
上
越
』
34
84
号
47
-
15
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
か
天
正
19
年
6
月
6
日
15
91
06
06
 「
直
江
兼
続
宛
行
状
写
」
景
勝
公
御
年
譜
巻
十
五
当
城
大
宝
寺
就
在
番
、
為
堪
忍
分
、
当
所
務
十
五
俵
之
所
『
上
越
』
34
86
号
47
-
16
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
か
文
禄
3
年
8
月
16
日
15
94
08
16
 「
直
江
兼
続
法
度
写
」
奥
羽
編
年
史
料
、
立
岩
寧
氏
所
蔵
文
書
一
、
大
宝
寺
町
蔵
屋
敷
以
下
『
荘
内
』
39
2
号
。『
上
越
』
36
11
号
47
-
17
大
宝
寺
山
形
県
鶴
岡
市
か
慶
長
5
年
カ
16
00
00
00
 「
某
書
状
」
「
大
泉
叢
誌
」
大
法
寺
近
辺
ま
て
之
事
ニ
候
か
『
荘
内
』
41
6
号
48
高
坂
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
亀
2
年
）
8
月
16
日
15
71
08
16
 「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
個
人
蔵
高
坂
・
丹
味
水
及
難
儀
『
荘
内
』
補
遺
17
9
号
49
田
川
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
文
10
年
頃
）
3
月
1
日
15
41
03
01
 「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
随
而
中
途
田
川
之
地
ニ
雖
在
留
候
『
荘
内
』
20
5
号
50
田
沢
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
17
年
）
6
月
2
日
15
89
06
02
 「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
阿
部
正
己
資
料
所
収
文
書
其
上
田
澤
と
申
地
、
則
被
責
落
、
其
後
谷
川
と
申
地
ニ
、
最
之
人
数
千
計
被
籠
之
処
『
山
県
1』
36
2
頁
。『
青
』
中
3、
16
90
号
『
青
』
は
別
の
写
し
51
-
1
鶴
岡
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
16
年
）
8
月
5
日
16
11
08
05
 「
最
上
義
光
書
状
写
」
目
の
幸
所
収
文
書
此
間
、
鶴
岡
ニ
於
、
何
角
情
入
『
山
県
1』
40
0
頁
。『
荘
内
』
43
7
号
51
-
2
鶴
岡
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
17
年
）
5
月
9
日
16
12
05
09
 「
最
上
義
光
書
状
」
北
館
文
書
つ
る
か
お
か
の
し
よ
た
う
く
、
風
す
か
し
候
ハ
ん
た
め
ニ
『
山
県
1』
38
1
頁
。『
荘
内
』
44
2
号
51
-
3
鶴
岡
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
19
年
）
6
月
6
日
16
14
06
06
 「
最
上
家
親
書
状
」
八
幡
吉
右
衛
門
氏
所
蔵
文
書
就
者
兵
部
者
其
方
屋
敷
へ
走
籠
…
早
々
参
城
之
由
『
山
県
1』
37
6
頁
。『
荘
内
』
46
0
号
「
城
」＝
鶴
岡
城
81
東北地方における中世城館関係史料集成
51
-
4
鶴
岡
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
和
2
年
）
9
月
2
日
16
16
09
02
 「
最
上
家
家
臣
連
署
書
状
」
雞
肋
編
所
収
文
書
鶴
岡
・
此
方
ニ
御
座
候
金
銀
為
上
候
へ
由
『
荘
内
』
46
6
号
51
-
5
鶴
岡
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
和
3
年
）
4
月
1
日
16
17
04
01
 「
鶴
岡
城
詰
番
次
第
」
雞
肋
編
所
収
文
書
詰
番
之
次
第
『
山
市
』
22
5
頁
。『
荘
内
』
補
遺
20
4
号
51
-
6
鶴
岡
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
和
6
年
）
6
月
16
日
16
20
06
16
 「
原
頼
秀
書
状
」
大
津
文
書
つ
る
か
岡
・
亀
崎
・
大
山
与
申
合
候
へ
者
、
山
か
た
よ
り
罷
上
候
人
足
共
ハ
『
山
県
1』
37
3
頁
。『
荘
内
』
46
9
号
51
-
7
鶴
岡
山
形
県
鶴
岡
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
庄
内
　
靏
ヶ
岡
城
　
新
関
因
幡
居
所
『
伊
』
84
5
号
51
-
8
鶴
岡
山
形
県
鶴
岡
市
（
年
未
詳
）
2
月
5
日
「
最
上
義
光
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
先
度
者
鶴
岡
宿
分
忝
由
ニ
て
『
山
県
1』
45
5
頁
。『
荘
内
』
46
4
号
51
-
9
鶴
岡
山
形
県
鶴
岡
市
（
年
未
詳
）
8
月
6
日
「
志
村
光
安
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
鶴
岡
之
も
の
山
落
ニ
あ
ひ
候
品
な
と
『
山
市
』
24
1
頁
52
名
川
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
17
年
カ
）
6
月
2
日
15
89
06
02
 「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
「
出
羽
国
風
土
略
記
」
所
収
文
書
其
上
田
澤
と
申
地
利
へ
攻
落
候
、
其
後
名
川
と
申
地
利
に
最
上
人
数
千
斗
被
籠
候
所
『
青
』
中
3、
16
90
号
。
『
山
県
1』
36
2
頁
。『
荘
内
』
36
6
号
53
-
1
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
康
永
2
年
カ
）
2
月
21
日
13
43
02
21
 「
藤
沢
公
房
書
状
」
反
町
英
作
氏
所
蔵
三
浦
和
田
文
書
為
出
羽
国
大
泉
庄
藤
嶋
城
凶
徒
等
誅
伐
、
嵩
東
山
警
固
事
、
小
泉
庄
立
嶋
内
大
川
仁
被
指
置
役
所
候
『
南
東
』
65
0
号
53
-
2
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
康
永
2
年
カ
）
12
月
16
日
13
43
12
16
 「
藤
沢
公
房
書
状
」
反
町
英
作
氏
所
蔵
三
浦
和
田
文
書
去
十
四
日
羽
州
藤
嶋
城
凶
徒
等
、
寄
来
当
国
候
之
処
『
南
東
』
70
1
号
53
-
3
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
永
禄
期
カ
）
9
月
17
日
15
60
09
17
 「
土
佐
林
氏
慶
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
今
度
鮭
延
へ
之
人
数
為
可
相
立
、
藤
島
之
地
へ
罷
越
候
『
山
県
1』
35
4
頁
。『
荘
内
』
24
1
号
53
-
4
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
元
亀
2
年
カ
）
10
月
3
日
15
71
10
03
 「
木
次
氏
秀
書
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
添
河
藤
島
近
辺
□
下
等
ニ
も
無
出
所
事
申
出
候
処
『
本
荘
』
43
7
号
53
-
5
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
天
正
14
年
5
月
2
日
15
86
05
02
 「
大
宝
寺
義
興
宛
行
状
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
（
伊
佐
早
謙
収
集
文
書
）
就
今
度
之
兵
乱
、
藤
嶋
之
城
警
固
之
儀
『
山
県
1』
44
4
頁
。『
荘
内
』
31
3
号
53
-
6
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
19
年
）
5
月
23
日
15
91
05
23
 「
木
戸
元
斎
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
一
、
藤
島
之
儀
、
様
々
詫
言
申
候
間
･･
･
彼
地
漸
破
却
申
付
候
『
山
県
1』
44
5
頁
。『
荘
内
』
38
4
号
82
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
53
-
7
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
天
正
19
年
5
月
頃
15
91
05
00
 「
南
部
信
直
書
状
写
」
川
嶋
亮
太
氏
所
蔵
野
田
家
文
書
庄
内
藤
嶋
之
一
揆
千
計
相
残
候
『
青
』
中
1、
三
戸
57
6
号
。『
青
』
近
、
82
号
53
-
8
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
19
年
）
6
月
6
日
15
91
06
06
 「
西
馬
音
内
茂
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
藤
嶋
早
々
御
静
謐
『
山
県
1』
49
1
頁
。『
横
』
25
1
号
53
-
9
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
天
正
19
年
）
9
月
24
日
15
91
09
24
 「
長
束
正
家
外
四
名
連
署
書
状
写
」
歴
代
古
案
於
九
戸
藤
嶋
一
揆
之
残
党
在
之
由
『
山
県
1』
15
2
頁
53
-
10
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
5
年
）
7
月
26
日
16
00
07
26
 「
直
江
兼
続
感
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
其
夜
藤
田
守
右
衛
門
藤
島
へ
押
寄
『
山
県
1』
36
4
頁
。『
荘
内
』
40
7
号
53
-
11
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
慶
長
5
年
）
12
月
17
日
16
00
12
17
 「
安
部
兵
庫
助
書
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
藤
嶋
へ
鑓
五
十
丁
、
餘
目
へ
百
丁
…
鑓
弐
十
丁
藤
嶋
へ
御
越
候
…
藤
嶋
に
も
指
置
候
得
と
『
山
県
1』
36
6
頁
。『
荘
内
』
41
5
号
53
-
12
藤
島
山
形
県
鶴
岡
市
（
年
未
詳
）
10
月
3
日
「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
経
眼
古
文
書
所
収
文
書
就
而
今
度
之
儀
、
添
河
藤
島
近
辺
□
下
等
ニ
も
無
出
所
事
申
出
候
処
『
山
県
1』
40
6
頁
54
松
根
山
形
県
鶴
岡
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
松
根
城
　
松
根
備
前
居
所
『
伊
』
84
5
号
55
谷
地
山
形
県
鶴
岡
市
か
（
元
亀
2
年
）
8
月
27
日
15
71
08
27
 「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
庄
内
古
文
書
影
写
集
所
収
文
書
櫻
井
を
始
一
両
人
谷
地
館
へ
籠
『
山
県
1』
35
6
頁
。『
荘
内
』
26
5
号
56
阿
谷
山
形
県
天
童
市
観
応
2
年
11
月
日
13
51
11
00
 「
真
壁
政
幹
代
森
国
幹
着
到
状
」
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
真
壁
文
書
去
月
廿
七
日
、
馳
参
羽
州
国
府
寺
御
陣
、
至
于
阿
谷
御
陣
、
令
致
宿
直
警
固
候
畢
『
南
東
』
11
01
号
57
-
1
蔵
増
山
形
県
天
童
市
（
永
禄
年
間
カ
）
2
月
4
日
15
60
02
04
 「
伊
達
輝
宗
書
状
写
」
千
葉
文
書
天
と
う
・
谷
地
・
蔵
増
・
三
う
岩
・
の
へ
沢
之
そ
の
へ
相
伴
さ
う
談
を
以
さ
か
へ
へ
、
去
ル
廿
九
日
ニ
手
切
ニ
て
、
今
城
計
之
由
申
候
『
山
県
1』
54
8
頁
57
-
2
蔵
増
山
形
県
天
童
市
（
年
未
詳
）
8
月
20
日
「
牧
野
宗
興
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
御
当
方
東
根
・
蔵
増
・
高
擶
へ
可
被
加
力
之
由
、
被
頼
入
候
『
米
』
66
7
号
58
-
1
高
擶
山
形
県
天
童
市
（
天
正
12
年
カ
）
5
月
13
日
15
84
05
13
 「
最
上
義
光
書
状
」
砂
金
文
書
其
上
号
高
擶
地
可
懸
捕
内
評
令
現
形
候
之
間
『
山
県
1』
52
8
頁
。『
仙
中
』
39
4
号
83
東北地方における中世城館関係史料集成
58
-
2
高
擶
山
形
県
天
童
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
高
玉
之
城
　
同
　
齋
藤
伊
予
居
城
『
伊
』
84
5
号
58
-
3
高
擶
山
形
県
天
童
市
（
年
未
詳
）
8
月
20
日
「
牧
野
宗
興
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
御
当
方
東
根
・
蔵
増
・
高
擶
へ
可
被
加
力
之
由
、
被
頼
入
候
『
米
』
66
7
号
59
-
1
天
童
山
形
県
天
童
市
（
永
禄
年
間
カ
）
2
月
4
日
15
60
02
04
 「
伊
達
輝
宗
書
状
写
」
千
葉
文
書
天
と
う
・
谷
地
・
蔵
増
・
三
う
岩
・
の
へ
沢
之
そ
の
へ
相
伴
さ
う
談
を
以
さ
か
へ
へ
、
去
ル
廿
九
日
ニ
手
切
ニ
て
、
今
城
計
之
由
申
候
『
山
県
1』
54
8
頁
59
-
2
天
童
山
形
県
天
童
市
（
天
正
2
年
）
8
月
27
日
15
74
08
27
 「
白
鳥
長
久
書
状
写
」
遠
藤
家
文
書
雖
然
天
童
始
於
一
味
中
不
通
申
払
候
之
間
『
遠
藤
』
41
号
59
-
3
天
童
山
形
県
天
童
市
（
天
正
12
年
カ
）
5
月
13
日
15
84
05
13
 「
最
上
義
光
書
状
」
砂
金
文
書
於
天
童
日
々
城
拵
仕
…
其
筋
目
引
替
天
童
へ
致
一
味
之
事
…
自
天
童
東
根
様
へ
申
寄
『
山
県
1』
52
8
頁
。『
仙
中
』
39
4
号
59
-
4
天
童
山
形
県
天
童
市
（
天
正
12
年
カ
）
5
月
13
日
15
84
05
13
 「
中
山
光
広
書
状
」
砂
金
文
書
依
之
従
天
童
国
分
ニ
伝
御
助
勢
被
頼
入
候
之
処
…
義
光
所
よ
り
天
童
へ
無
御
合
点
之
儀
『
山
県
1』
52
8
頁
。『
仙
中
』
39
5
号
59
-
5
天
童
山
形
県
天
童
市
（
天
正
12
年
）
6
月
12
日
15
84
06
12
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
兵
庫
県
立
歴
史
博
物
館
所
蔵
喜
田
文
庫
又
者
天
童
ニ
手
ヲ
ふ
さ
か
れ
候
折
節
『
仙
伊
』
35
27
号
59
-
6
天
童
山
形
県
天
童
市
寛
永
10
年
8
月
18
日
16
33
08
18
 「
仙
北
遠
江
守
書
状
」
神
戸
小
野
寺
文
書
先
年
権
現
様
会
津
江
被
成
御
出
馬
之
時
分
…
最
前
ニ
最
上
之
内
天
童
と
申
所
へ
出
陣
『
秋
中
』
10
53
号
59
-
7
天
童
山
形
県
天
童
市
（
年
未
詳
）
8
月
16
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
歴
代
古
案
伊
達
口
之
事
不
及
申
候
、
天
童
筋
寒
河
江
白
岩
之
外
近
辺
無
油
断
申
継
『
山
県
1』
15
2
頁
60
田
沢
山
形
県
戸
沢
村
（
天
正
10
年
カ
）
3
月
5
日
15
82
03
05
 「
七
森
氏
信
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
鮭
延
之
内
号
田
之
沢
地
、
清
水
・
仙
北
・
小
国
方
々
へ
致
通
隔
候
…
名
城
之
間
『
横
』
11
6
号
。『
荘
内
』
24
6
号
61
-
1
古
口
山
形
県
戸
沢
村
（
天
正
10
年
カ
）
3
月
5
日
15
82
03
05
 「
七
森
氏
信
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
即
時
新
城
・
古
口
へ
可
被
陣
取
御
手
配
被
仰
付
候
条
『
横
』
11
6
号
。『
荘
内
』
24
6
号
84
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
61
-
2
古
口
山
形
県
戸
沢
村
（
年
未
詳
）
10
月
7
日
「
清
水
義
高
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
仍
古
口
兄
弟
之
面
々
…
彼
要
害
堅
固
安
全
之
至
武
田
喜
八
郎
「
山
形
・
曽
根
家
の
中
世
文
書
の
写
本
に
つ
い
て
」（
『
山
形
県
地
域
史
研
究
』
第
10
号
）
62
宮
山
形
県
長
井
市
（
年
未
詳
）
7
月
9
日
「
鮎
貝
盛
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
ミ
や
よ
り
さ
の
し
ま
へ
被
参
入
候
間
、
宮
同
意
相
動
候
条
『
山
県
1』
56
7
号
。『
伊
』
17
2
号
63
-
1
長
崎
山
形
県
中
山
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
、
白
岩
一
ヶ
所
、
野
部
澤
一
ヶ
所
、
山
野
邊
一
ヶ
所
、
や
ち
一
ヶ
所
、
若
木
一
ヶ
所
、
長
崎
一
ヶ
所
、
さ
が
い
何
も
明
捨
逃
申
候
『
山
県
1』
44
7
頁
63
-
2
長
崎
山
形
県
中
山
町
（
慶
長
5
年
）
12
月
17
日
16
00
12
17
 「
安
部
兵
庫
助
書
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
白
岩
・
長
崎
両
所
之
鉄
炮
八
十
丁
被
―
候
間
『
山
県
1』
36
6
頁
。『
荘
内
』
41
5
号
64
二
色
根
山
形
県
南
陽
市
（
天
文
14
年
）
6
月
26
日
15
45
06
26
 「
伊
達
晴
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
長
井
之
事
、
北
条
粟
野
修
理
亮
為
始
悉
召
出
候
『
山
県
1』
51
3
頁
粟
野
の
居
城
二
色
根
か
65
-
1
東
根
山
形
県
東
根
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
東
根
城
　
里
見
源
右
衛
門
居
所
『
伊
』
84
5
号
65
-
2
東
根
山
形
県
東
根
市
（
天
正
12
年
カ
）
5
月
13
日
15
84
05
13
 「
最
上
義
光
書
状
」
砂
金
文
書
将
亦
従
前
々
東
根
へ
御
懇
切
候
之
間
、
旨
趣
申
理
候
…
自
天
童
東
根
様
へ
申
寄
『
山
県
1』
52
8
頁
。『
仙
中
』
39
4
号
65
-
3
東
根
山
形
県
東
根
市
（
年
未
詳
）
8
月
20
日
「
牧
野
宗
興
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
東
根
へ
御
行
之
由
御
注
進
、
絶
言
語
候
…
御
当
方
東
根
・
蔵
増
・
高
擶
『
米
』
66
7
号
66
猿
羽
根
山
形
県
舟
形
町
（
天
正
9
年
）
2
月
4
日
15
81
02
04
 「
楯
岡
満
茂
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
仍
猿
羽
根
為
降
意
被
罷
出
候
『
横
』
補
遺
8
号
67
長
沢
山
形
県
舟
形
町
（
元
亀
2
年
カ
）
4
月
8
日
15
71
04
08
 「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
」
湊
學
氏
所
蔵
秋
田
湊
文
書
号
長
澤
仁
不
罷
出
故
、
一
二
ヶ
所
未
罷
出
候
『
青
』
中
2、
10
17
号
。
『
山
県
1』
47
0
頁
。『
秋
中
』
85
4
号
。『
荘
内
』
22
3
号
68
-
1
大
沢
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
16
年
）
2
月
6
日
15
88
02
06
 「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
別
集
奥
羽
文
書
纂
所
収
文
書
。
楓
軒
文
書
纂
所
収
文
書
然
而
此
程
大
澤
な
と
へ
被
打
越
、
番
之
者
共
ニ
こ
と
は
を
懸
ら
れ
候
事
『
山
県
 1
』
16
3
頁
、
92
5
頁
。『
横
』
13
9
号
85
東北地方における中世城館関係史料集成
68
-
2
大
沢
山
形
県
真
室
川
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
7
日
16
00
10
07
 「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
一
、
鮭
延
大
澤
ニ
玄
蕃
殿
在
陳
之
由
候
間
『
山
県
1』
46
1
頁
。『
横
』
34
2
号
69
-
1
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
永
禄
期
カ
）
9
月
17
日
15
60
09
17
 「
土
佐
林
氏
慶
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
今
度
鮭
延
へ
之
人
数
為
可
相
立
、
藤
島
之
地
へ
罷
越
候
『
山
県
1』
35
4
頁
。『
荘
内
』
24
1
号
69
-
2
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
永
禄
12
年
）
閏
5
月
7
日
15
69
00
50
7 「
土
佐
林
禅
宗
書
状
」
山
吉
文
書
清
水
・
鮭
延
数
ヶ
所
に
番
手
指
置
『
山
県
1』
17
7
頁
。『
荘
内
』
23
4
号
69
-
3
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
元
亀
2
年
カ
）
7
月
24
日
15
71
07
24
 「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
」
湊
學
氏
所
蔵
秋
田
湊
文
書
仍
鮭
延
口
之
儀
、
従
山
形
一
和
之
被
逮
取
成
候
間
『
青
』
中
2、
10
18
号
。
『
山
県
1』
47
1
頁
69
-
4
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
9
年
）
2
月
4
日
15
81
02
04
 「
楯
岡
満
茂
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
今
度
鮭
延
滅
亡
到
来
、
野
辺
沢
縁
好
之
上
『
横
』
補
遺
8
号
69
-
5
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
9
年
）
4
月
19
日
15
81
04
19
 「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
経
眼
古
文
書
所
収
文
書
兼
又
真
室
之
儀
依
致
我
儘
、
此
度
氏
尾
為
代
官
申
付
候
而
『
山
県
1』
40
3
頁
「
真
室
」＝
鮭
延
か
69
-
6
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
9
年
）
5
月
2
日
15
81
05
02
 「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
楓
軒
文
書
纂
所
収
文
書
鮭
延
就
致
我
侭
…
真
室
へ
同
心
之
事
如
何
ニ
令
存
候
処
『
山
県
1』
92
5
頁
69
-
7
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
9
年
頃
カ
）
15
81
00
00
 「
大
宝
寺
義
氏
感
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
今
度
ま
む
ろ
前
に
て
、
ひ
る
い
な
き
は
た
ら
き
『
山
県
1』
36
3
頁
「
ま
む
ろ
」＝
鮭
延
か
69
-
8
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
10
年
カ
）
3
月
5
日
15
82
03
05
 「
七
森
氏
信
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
鮭
延
之
内
号
田
之
沢
地
、
清
水
・
仙
北
・
小
国
方
々
へ
致
通
隔
候
『
横
』
11
6
号
。『
荘
内
』
24
6
号
69
-
9
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
10
年
）
4
月
3
日
15
82
04
03
 「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
田
川
八
幡
神
社
文
書
鮭
延
之
事
、
如
存
意
静
謐
ニ
付
而
『
青
』
中
3、
16
84
号
。
『
横
』
11
7
号
69
-
10
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
10
年
）
7
月
12
日
15
82
07
12
 「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
鮭
延
中
之
備
之
事
も
涯
分
可
及
下
知
候
『
横
中
』
11
9
号
。『
秋
中
』
84
4
号
参
考
69
-
11
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
10
年
）
8
月
7
日
15
82
08
07
 「
最
上
義
光
書
状
」
鈴
木
惣
栄
門
氏
所
蔵
文
書
併
鮭
之
事
、
難
捨
候
間
『
横
』
12
1
号
69
-
12
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
10
年
カ
）
11
月
25
日
15
82
11
25
 「
最
上
義
光
書
状
」
音
喜
多
勝
氏
所
蔵
八
戸
湊
文
書
随
而
定
般
鮭
延
へ
従
庄
中
致
乱
入
候
条
『
青
』
中
2、
10
03
号
。
『
秋
中
』
84
9
号
。『
山
県
1』
50
6
頁
69
-
13
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
10
年
カ
）
11
月
25
日
15
82
11
25
 「
氏
家
守
棟
書
状
」
湊
文
書
清
水
・
鮭
延
令
相
談
、
庄
内
へ
動
『
山
県
1』
50
7
頁
86
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69
-
14
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
14
年
）
1
月
7
日
15
86
01
07
 「
最
上
義
光
黒
印
状
」
大
塚
甚
内
氏
所
蔵
文
書
輙
鮭
延
ニ
相
詰
候
人
馬
令
労
驤
之
間
『
山
県
1』
37
7
頁
69
-
15
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
天
正
16
年
）
2
月
16
日
15
88
02
16
 「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
別
集
奥
羽
文
書
纂
所
収
文
書
、
楓
軒
文
書
纂
所
収
文
書
真
室
之
地
を
根
城
持
詰
『
山
県
 1
』
1
6
3
頁
、
92
5
頁
。『
横
』
13
9
号
69
-
16
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
7
日
16
00
10
07
 「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
一
、
鮭
延
大
澤
ニ
玄
蕃
殿
在
陳
之
由
候
間
『
山
県
1』
46
1
頁
69
-
17
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
慶
長
6
年
カ
）
1
月
18
日
16
01
01
18
 「
鮭
延
秀
綱
書
状
写
」
平
鹿
郡
柿
崎
氏
所
蔵
何
さ
ま
今
春
中
鮭
延
へ
可
罷
下
候
間
『
横
』
補
遺
39
号
69
-
18
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
（
慶
長
17
年
）
10
月
27
日
16
12
10
27
 「
北
館
利
長
書
状
」
北
館
文
書
鮭
延
へ
御
僧
衆
為
登
御
申
候
処
ニ
『
山
県
1』
38
1
頁
。『
荘
内
』
45
4
号
69
-
19
鮭
延
（
真
室
）
山
形
県
真
室
川
町
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
間
室
之
城
　
御
蔵
入
『
伊
』
84
5
号
70
-
1
横
山
山
形
県
三
川
町
（
元
亀
1
年
）
9
月
晦
日
15
70
09
31
 「
小
笠
原
氏
隆
書
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
昨
夜
亥
刻
大
浦
を
罷
除
、
横
山
之
地
馳
入
候
処
ニ
『
山
県
1』
39
4
頁
70
-
2
横
山
山
形
県
三
川
町
（
元
亀
2
年
）
8
月
16
日
15
71
08
16
 「
大
宝
寺
義
氏
書
状
」
個
人
蔵
横
山
一
ヶ
城
之
儀
候
間
『
荘
内
』
補
遺
17
9
号
71
飯
田
山
形
県
村
山
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
飯
田
　
飯
田
大
和
居
所
『
伊
』
84
5
号
72
楯
岡
山
形
県
村
山
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
飯
岡
　
飯
岡
甲
斐
守
居
所
『
伊
』
84
5
号
「
飯
岡
」＝
楯
岡
73
-
1
小
国
山
形
県
最
上
町
（
天
正
10
年
カ
）
3
月
5
日
15
82
03
05
 「
七
森
氏
信
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
鮭
延
之
内
号
田
之
沢
地
、
清
水
・
仙
北
・
小
国
方
々
へ
致
通
隔
候
『
横
』
11
6
号
。『
荘
内
』
24
6
号
73
-
2
小
国
山
形
県
最
上
町
（
慶
長
5
年
）
7
月
7
日
16
00
07
07
 「
徳
川
家
康
書
状
写
」
古
文
書
（
記
録
御
用
所
本
）
小
国
表
ニ
而
人
衆
を
相
待
『
横
』
31
8
号
73
-
3
小
国
山
形
県
最
上
町
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
小
国
城
　
小
国
日
向
居
所
『
伊
』
84
5
号
74
関
根
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
21
日
16
00
09
21
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
さ
ゝ
や
を
被
打
通
、
せ
き
ね
迄
も
御
越
『
山
県
1』
51
7
頁
75
中
野
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
8
月
20
日
「
牧
野
宗
興
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
将
亦
中
野
へ
為
助
成
『
米
』
66
7
号
87
東北地方における中世城館関係史料集成
76
-
1
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
一
、
一
昨
十
五
日
向
長
谷
堂
、
働
被
申
候
処
に
･･
･
当
地
長
谷
堂
相
結
『
山
県
1』
44
7
頁
76
-
2
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
27
日
16
00
09
27
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
殊
は
せ
堂
口
ニ
而
、
少
々
被
討
捕
之
由
『
山
県
1』
52
2
頁
。『
仙
伊
』
10
78
号
76
-
3
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
7
日
16
00
10
07
 「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
は
せ
ん
た
う
取
か
へ
し
候
と
申
左
右
候
『
山
県
1』
46
1
頁
76
-
4
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
 「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
然
処
ニ
十
五
日
ニ
は
せ
堂
へ
乗
懸
候
処
ニ
、
は
せ
堂
ゟ
も
罷
出
、
又
山
形
ゟ
も
乗
合
候
間
…
長
谷
堂
へ
進
陣
仕
候
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
山
県
1』
10
04
頁
76
-
5
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
13
日
16
00
10
13
 「
最
上
義
光
書
状
写
」
会
津
四
家
合
考
所
収
文
書
馳
堂
ト
申
ス
候
地
ヘ
取
陣
候
間
『
山
県
2』
56
5
頁
76
-
6
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
カ
）
11
月
12
日
16
00
11
12
 「
鮭
延
秀
綱
宛
行
状
」
阿
部
文
書
今
度
於
長
谷
堂
口
被
抽
軍
忠
『
山
県
1』
35
0
頁
。『
山
市
』
19
1
号
検
討
の
余
地
あ
り
。
小
国
か
76
-
7
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
16
00
00
00
 「
伊
達
政
宗
最
上
陣
覚
書
」
伊
達
家
文
書
最
上
は
た
や
之
城
ヲ
直
江
山
城
責
落
、
山
形
之
本
城
長
谷
堂
口
迄
進
陣
仕
之
由
承
『
山
県
1』
61
5
頁
76
-
8
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
慶
長
6
年
2
月
23
日
16
01
02
23
 「
山
野
辺
光
茂
感
状
」
石
川
文
書
長
谷
堂
於
表
ニ
、
廿
九
日
手
柄
之
働
『
山
市
』
28
1
頁
76
-
9
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
慶
長
8
年
2
月
23
日
16
03
02
23
 「
山
野
辺
光
茂
宛
行
状
写
」
石
川
文
書
長
谷
堂
於
表
ニ
、
廿
九
日
手
柄
之
働
不
及
是
非
候
『
山
県
1』
44
1
頁
要
検
討
76
-
10
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
長
谷
堂
ノ
城
　
同
　
坂
紀
伊
守
居
城
也
　
兵
部
親
也
『
伊
』
84
5
号
76
-
11
長
谷
堂
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
9
月
18
日
「
伊
達
稙
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
将
亦
長
谷
堂
・
上
山
要
害
、
至
于
今
堅
固
候
『
山
県
1』
55
6
頁
77
-
1
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
文
年
間
カ
）
8
月
6
日
15
50
08
06
 「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
為
知
候
而
山
形
へ
無
事
之
儀
被
申
立
候
『
荘
内
』
20
6
号
77
-
2
山
形
山
形
県
山
形
市
天
正
1
年
8
月
16
日
15
73
08
16
 「
鮭
延
家
次
両
頰
極
書
」
酒
田
市
平
田
町
　
久
松
氏
所
蔵
羽
州
庄
内
村
山
郡
山
形
城
主
　
源
五
郎
義
光
朝
臣
『
山
県
2』
38
6
頁
88
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77
-
3
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
2
年
）
2
月
3
日
15
74
02
03
 「
最
上
義
守
黒
印
状
写
」
性
山
公
治
家
記
録
所
収
文
書
殊
ニ
当
地
山
形
ニ
指
向
令
堪
忍
候
間
『
山
県
1』
82
7
頁
77
-
4
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
2
年
）
8
月
27
日
15
74
08
27
 「
白
鳥
長
久
書
状
写
」
遠
藤
家
文
書
従
相
馬
も
自
六
月
始
も
使
節
山
形
相
詰
候
而
…
先
々
従
相
馬
口
之
山
形
へ
之
子
細
者
『
遠
藤
』
41
号
77
-
5
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
15
年
）
10
月
22
日
15
87
10
22
 「
最
上
義
光
黒
印
状
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
藤
田
文
書
」
山
形
へ
為
引
登
、
三
庄
一
篇
ニ
討
納
候
『
青
』
中
3、
16
85
号
。
『
横
』
13
5
号
77
-
6
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
16
年
）
2
月
20
日
15
88
02
20
 「
中
山
光
直
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
今
度
自
山
形
為
御
音
信
、
貴
志
壱
岐
守
方
被
指
下
候
之
条
『
山
県
1』
48
0
頁
77
-
7
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
16
年
）
閏
5
月
11
日
15
88
00
51
1 「
中
山
光
直
書
状
」
潟
保
文
書
金
山
宗
洗
公
当
地
へ
着
、
山
形
へ
上
越
候
条
…
山
形
之
下
知
…
依
之
山
形
之
威
機
…
山
形
よ
り
の
使
『
山
県
1』
50
5
頁
。『
秋
中
』
87
3
号
77
-
8
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
16
年
）
7
月
6
日
15
88
07
06
 「
保
春
院
侍
女
小
大
納
言
消
息
」
伊
達
家
文
書
山
に
て
つ
め
候
て
い
申
候
と
こ
ろ
に
…
山
下
々
へ
こ
し
を
よ
せ
候
て
『
山
県
1』
58
0
頁
77
-
9
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
16
年
カ
）
8
月
16
日
15
88
08
16
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
お
茶
の
水
図
書
館
所
蔵
成
簣
堂
文
庫
併
義
隆
山
形
へ
被
打
越
之
由
『
仙
伊
』
35
52
号
77
-
10
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
16
年
）
9
月
25
日
15
88
09
25
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
茂
庭
文
書
今
日
廿
五
日
、
山
か
た
へ
つ
か
い
を
以
、
ね
ん
比
ニ
相
こ
と
ハ
り
候
『
仙
伊
』
32
2
号
77
-
11
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
16
年
）
10
月
6
日
15
88
10
06
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
七
山
形
よ
り
は
や
う
ち
の
よ
し
告
来
リ
候
『
仙
伊
』
32
8
号
77
-
12
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
16
年
）
10
月
22
日
15
88
10
22
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
亘
理
伊
達
家
文
書
尤
従
山
形
も
石
墻
河
内
守
を
以
『
仙
伊
』
33
3
号
77
-
13
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
17
年
）
1
月
16
日
15
89
01
16
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
針
生
寅
次
郎
氏
所
蔵
片
倉
家
文
書
一
、
山
か
た
よ
り
も
態
『
仙
伊
』
36
4
号
77
-
14
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
18
年
）
4
月
27
日
15
90
04
27
 「
最
上
義
光
書
状
」
本
間
美
術
館
所
蔵
文
書
当
城
普
請
を
も
申
付
候
間
、
於
備
者
可
御
心
安
候
『
青
』
中
3、
16
89
号
。
『
山
県
1』
41
2
頁
「
当
城
」＝
山
形
77
-
15
山
形
山
形
県
山
形
市
天
正
18
年
カ
15
90
00
00
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
よ
し
光
ハ
、
山
か
た
を
正
月
二
日
ニ
の
ほ
り
あ
る
へ
き
と
き
ゝ
つ
た
へ
候
『
山
県
1』
60
2
頁
89
東北地方における中世城館関係史料集成
77
-
16
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
19
年
）
2
月
28
日
15
91
02
28
 「
鮭
延
愛
綱
書
状
」
色
部
文
書
山
形
留
守
居
氏
家
尾
張
守
方
よ
り
『
秋
中
』
92
9
号
、『
横
』
22
2
号
77
-
17
山
形
山
形
県
山
形
市
（
天
正
19
年
末
）
15
91
00
00
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
一
、
よ
し
光
ハ
、
山
か
た
を
正
月
二
日
ニ
の
ほ
り
あ
る
へ
き
と
『
仙
伊
』
87
5
号
77
-
18
山
形
山
形
県
山
形
市
（
文
禄
1
年
）
3
月
28
日
15
92
03
28
 「
最
上
義
光
書
状
」
立
石
寺
文
書
亦
々
其
許
普
請
以
下
火
之
用
心
等
、
任
入
申
候
『
山
県
1』
25
1
頁
「
其
許
」＝
山
形
77
-
19
山
形
山
形
県
山
形
市
（
文
禄
2
年
）
5
月
18
日
15
93
05
18
 「
最
上
義
光
書
状
写
」
伊
達
家
文
書
其
元
う
ち
た
て
の
ほ
り
ふ
し
ん
…
う
ち
た
て
へ
、
ね
う
ほ
う
衆
一
両
人
も
お
き
よ
し
『
山
県
1』
61
0
頁
「
う
ち
た
て
」＝
山
形
城
の
内
館
77
-
20
山
形
山
形
県
山
形
市
慶
長
3
年
7
月
27
日
15
98
07
27
 「
宝
幢
寺
石
幢
銘
」
山
形
市
旧
宝
幢
寺
跡
御
城
鷹
為
御
祈
念
『
山
県
2』
30
0
頁
77
-
21
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
15
日
16
00
09
15
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
山
か
た
ゟ
日
か
け
ニ
唯
此
地
ま
て
御
越
候
『
山
県
1』
51
5
頁
。『
仙
伊
』
10
65
号
77
-
22
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
17
日
16
00
09
17
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
十
九
も
か
ミ
も
、
山
か
た
ま
つ
ま
つ
け
ん
こ
の
よ
し
候
『
仙
伊
』
10
67
号
77
-
23
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
山
城
も
別
而
褒
美
被
申
候
事
･･
･
山
形
よ
り
懸
助
候
･･
･
山
形
と
の
間
十
里
御
座
候
『
山
県
1』
44
7
頁
77
-
24
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
19
日
16
00
09
19
 「
直
江
兼
続
書
状
写
」
雑
纂
諸
家
文
書
所
収
文
書
向
最
上
居
城
在
陣
、
然
処
ニ
山
形
近
辺
之
城
五
六
ヶ
所
、
是
も
明
遁
候
『
山
県
1』
35
9
頁
。『
荘
内
』
40
9
号
77
-
25
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
19
日
16
00
09
19
 「
最
上
義
光
書
状
写
」
雑
纂
諸
家
文
書
所
収
文
書
山
形
へ
被
相
詰
事
、
大
義
存
候
…
山
形
に
し
と
ゝ
つ
め
ら
れ
候
て
…
返
々
、
山
形
へ
不
断
つ
め
候
ハ
ん
と
の
機
遣
無
用
候
『
山
県
1』
35
9
頁
77
-
26
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
23
日
16
00
09
23
 「
保
春
院
書
状
」
留
守
家
文
書
山
か
た
に
お
ハ
し
ま
し
候
ハ
す
候
事
『
山
県
1』
51
9
頁
77
-
27
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
26
日
16
00
09
26
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
返
々
聊
爾
ニ
山
形
へ
も
被
打
越
候
事
『
山
県
1』
52
2
頁
。『
仙
伊
』
10
76
号
77
-
28
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
27
日
16
00
09
27
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
留
守
家
文
書
山
形
町
中
ニ
陳
取
…
山
形
よ
り
こ
な
た
の
さ
と
…
『
山
県
1』
52
2
頁
。『
仙
伊
』
10
78
号
90
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
77
-
29
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
27
日
16
00
09
27
 「
秋
田
実
季
書
状
案
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
米
澤
ヨ
リ
最
上
表
へ
被
相
働
、
所
々
被
則
候
、
今
之
分
ニ
て
ハ
山
形
も
可
為
落
居
候
哉
『
青
』
中
2、
78
4
号
77
-
30
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
29
日
16
00
09
29
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書
已
山
形
之
城
可
相
敗
様
ニ
候
間
『
仙
伊
』
10
80
号
77
-
31
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
 「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
然
処
ニ
十
五
日
ニ
は
せ
堂
へ
乗
懸
候
処
ニ
、
は
せ
堂
ゟ
も
罷
出
、
又
山
形
ゟ
も
乗
合
候
間
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
山
県
1』
10
04
頁
77
-
32
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
10
月
9
日
16
00
10
09
 「
留
守
政
景
書
状
」
留
守
家
文
書
此
度
山
形
へ
為
御
加
勢
『
山
県
1』
52
5
頁
77
-
33
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
16
00
00
00
 「
伊
達
政
宗
最
上
陣
覚
書
」
伊
達
家
文
書
最
上
は
た
や
之
城
ヲ
直
江
山
城
責
落
、
山
形
之
本
城
長
谷
堂
口
迄
進
陣
仕
之
由
承
『
山
県
1』
61
5
頁
77
-
34
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
7
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
 「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
先
勢
ハ
山
形
迄
指
置
申
候
処
へ
…
山
形
へ
指
置
…
山
形
へ
は
廻
路
『
能
代
』
45
8
号
77
-
35
山
形
山
形
県
山
形
市
慶
長
13
年
10
月
26
日
16
08
10
26
 「
立
石
寺
根
本
中
堂
鰐
口
銘
」
山
形
市
立
石
寺
当
国
守
護
府
中
山
形
源
義
光
朝
臣
『
山
県
2』
31
2
頁
77
-
36
山
形
山
形
県
山
形
市
慶
長
13
年
11
月
15
日
16
08
11
15
 「
星
野
作
左
衛
門
・
安
部
帯
刀
連
署
請
取
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
山
形
へ
差
上
申
候
儀
実
正
也
『
山
県
1』
45
8
頁
77
-
37
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
14
年
カ
）
10
月
22
日
16
09
10
22
 「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
勘
十
郎
・
千
助
山
形
へ
有
用
相
下
候
『
横
』
21
5
号
77
-
38
山
形
山
形
県
山
形
市
慶
長
17
年
1
月
吉
日
16
12
01
00
 「
亀
ヶ
崎
城
銀
子
御
遣
日
記
」
「
大
泉
叢
誌
七
三
」
山
形
焼
申
候
路
銭
ニ
…
山
形
の
御
広
間
衆
ニ
『
荘
内
』
補
遺
19
6
号
77
-
39
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
18
年
カ
）
4
月
26
日
16
13
04
26
 「
最
上
義
光
書
状
」
慈
光
明
院
所
蔵
文
書
山
形
之
城
へ
成
共
御
上
候
い
て
『
山
県
1』
22
0
頁
77
-
40
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
19
年
）
2
月
6
日
16
14
02
06
 「
土
井
利
勝
ほ
か
連
署
書
状
」
「
慶
長
年
録
」
駿
河
守
殿
、
至
其
地
下
向
之
儀
候
『
本
荘
』
52
2
号
77
-
41
山
形
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
19
年
）
9
月
24
日
16
14
09
24
 「
佐
竹
義
宣
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
就
之
、山
形
へ
御
越
之
由
、
御
太
儀
共
ニ
候
『
山
県
1』
48
3
頁
。『
本
荘
』
52
5
号
91
東北地方における中世城館関係史料集成
77
-
42
山
形
山
形
県
山
形
市
（
元
和
6
年
）
6
月
16
日
16
20
06
16
 「
吉
原
道
閑
書
状
」
帰
源
院
文
書
爰
許
御
留
守
居
被
仰
付
候
而
『
山
市
』
28
4
頁
。
「
留
守
居
」＝
山
形
か
77
-
43
山
形
山
形
県
山
形
市
元
和
6
年
閏
12
月
1
日
16
20
01
20
1 「
最
上
氏
家
臣
連
署
状
」
伊
東
家
文
書
右
其
地
肝
煎
就
押
合
於
山
形
御
寄
合
之
時
『
荘
内
』
47
0
号
77
-
44
山
形
山
形
県
山
形
市
（
元
和
8
年
）
8
月
22
日
16
22
08
22
 「
最
上
義
俊
書
状
写
」
「
毛
利
氏
四
代
実
録
考
証
論
断
」
六
十
五
其
元
城
御
請
取
と
し
て
、
本
多
上
野
殿
…
城
之
掃
地
を
も
仕
『
本
荘
』
54
4
号
77
-
45
山
形
山
形
県
山
形
市
（
元
和
8
年
）
8
月
26
日
16
22
08
26
 「
最
上
義
俊
書
状
写
」
「
毛
利
氏
四
代
実
録
考
証
論
断
」
六
十
五
城
中
掃
地
を
も
仕
、
本
上
州
・
永
井
右
近
殿
御
下
候
而
『
本
荘
』
54
4
号
77
-
46
山
形
山
形
県
山
形
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
山
形
城
　
本
多
上
野
介
殿
…
山
形
ニ
詰
候
衆
　
大
條
薩
摩
守
『
伊
』
84
5
号
77
-
47
山
形
山
形
県
山
形
市
元
和
年
間
カ
「
日
野
秀
久
書
状
」
「
荘
内
古
文
書
影
写
集
」
所
収
於
山
形
可
得
尊
意
候
『
荘
内
』
47
2
号
77
-
48
山
形
山
形
県
山
形
市
（
寛
永
13
年
）
9
月
4
日
16
36
09
04
 「
細
川
忠
利
書
状
案
」
細
川
家
文
書
鳥
井
左
京
殿
跡
最
上
山
形
御
城
『
大
日
本
近
世
史
料
　
細
川
家
史
料
』
3
1
9
4
号
77
-
49
山
形
山
形
県
山
形
市
（
寛
永
13
年
）
16
36
00
00
 「
小
野
寺
直
道
書
状
写
」
古
文
書
写
山
形
御
国
替
ニ
而
…
山
形
御
番
被
仰
付
候
『
横
』
補
遺
53
号
77
-
50
山
形
山
形
県
山
形
市
（
寛
永
20
年
）
11
月
8
日
16
43
11
08
 「
小
野
寺
義
道
書
状
写
」
金
文
書
最
上
就
御
国
替
ニ
山
形
為
御
番
と
儀
右
衛
門
参
候
処
『
横
』
40
6
号
77
-
51
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
4
月
4
日
「
岩
屋
朝
盛
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
然
者
山
形
上
り
申
候
『
山
県
1』
47
7
頁
77
-
52
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
5
月
28
日
「
来
次
氏
秀
書
状
写
」
経
眼
古
文
書
所
収
文
書
一
、山
形
ニ
壽
齋
と
申
方
、
能
書
ニ
候
哉
、
拝
見
申
度
候
『
山
県
1』
40
5
頁
77
-
53
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
6
月
21
日
「
最
上
義
光
書
状
」
二
木
文
書
か
ゝ
与
介
へ
　
山
形
ゟ
『
荘
内
』
45
8
号
77
-
54
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
6
月
25
日
「
近
藤
但
馬
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
山
形
へ
人
躰
た
る
方
を
以
『
山
市
』
24
0
頁
77
-
55
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
7
月
27
日
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
本
間
真
子
氏
所
蔵
文
書
何
様
山
形
ゟ
為
書
状
可
申
理
候
『
山
県
1』
39
1
頁
。『
荘
内
』
45
7
号
92
東北学院大学論集　歴史と文化　第 61号
77
-
56
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
8
月
6
日
「
志
村
光
安
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
重
而
山
形
へ
可
被
仰
上
よ
し
『
山
市
』
24
1
頁
77
-
57
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
8
月
17
日
「
志
村
光
安
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
山
形
ニ
在
府
御
座
候
…
山
形
町
之
か
た
ハ
ら
…
山
形
へ
越
可
有
御
さ
候
『
山
県
1』
48
0
頁
77
-
58
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
10
月
2
日
「
大
内
光
隆
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
山
形
別
而
相
替
儀
も
無
之
候
『
山
市
』
24
3
頁
77
-
59
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
11
月
29
日
「
大
泉
讃
岐
守
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
来
四
日
ニ
山
形
へ
可
被
相
立
由
承
候
『
山
県
1』
48
1
頁
77
-
60
山
形
山
形
県
山
形
市
（
年
未
詳
）
12
月
7
日
「
最
上
義
光
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
山
形
ニ
兼
日
雑
意
候
て
、
其
上
本
丸
ニ
火
事
出
来
候
処
ニ
『
山
県
1』
46
4
頁
77
-
61
山
形
山
形
県
山
形
市
年
月
日
未
詳
「
立
石
寺
請
文
案
」
立
石
寺
文
書
山
形
火
事
出
来
無
残
所
之
砌
『
山
県
1』
24
8
頁
78
-
1
若
木
山
形
県
山
形
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
、
白
岩
一
ヶ
所
、
野
部
澤
一
ヶ
所
、
山
野
邊
一
ヶ
所
、
や
ち
一
ヶ
所
、
若
木
一
ヶ
所
、
長
崎
一
ヶ
所
、
さ
が
い
何
も
明
捨
逃
申
候
『
山
県
1』
44
7
頁
78
-
2
若
木
山
形
県
山
形
市
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
若
木
　
ぢ
ん
ほ
う
隠
居
居
所
『
伊
』
84
5
号
79
-
1
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
13
日
16
00
09
13
 「
最
上
義
光
感
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
今
度
直
江
山
城
守
は
た
や
む
か
い
ち
ん
と
り
、
や
な
さ
ハ
ま
へ
ニ
て
い
く
さ
取
む
す
び
『
山
県
1』
36
3
頁
79
-
2
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
14
日
16
00
09
14
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
魚
澄
俊
行
氏
所
蔵
文
書
去
十
日
、
最
上
之
内
は
た
や
と
申
城
へ
…
こ
れ
ハ
は
た
や
落
候
故
『
仙
伊
』
補
遺
10
8
号
79
-
3
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
一
、
当
表
去
十
二
幡
谷
の
地
に
出
馬
被
申
、
同
十
三
責
落
･･
･
幡
谷
責
落
被
申
付
而
･･
･
は
た
や
に
色
部
衆
『
山
県
1』
44
7
頁
93
東北地方における中世城館関係史料集成
79
-
4
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
19
日
16
00
09
19
 「
直
江
兼
続
書
状
写
」
雑
纂
諸
家
文
書
所
収
文
書
最
上
領
畑
谷
城
乗
崩
撫
切
に
申
付
、
城
主
江
口
五
兵
衛
父
子
共
『
山
県
1』
35
9
頁
。『
荘
内
』
40
9
号
79
-
5
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
29
日
16
00
09
29
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
大
阪
歴
史
博
物
館
所
蔵
文
書
は
た
屋
之
城
攻
切
候
条
『
仙
伊
』
10
80
号
79
-
6
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
3
日
16
00
10
03
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
谷
地
ニ
敵
相
籠
候
、
又
は
た
や
筋
之
陳
取
候
間
之
儀
者
『
山
県
1』
52
4
頁
79
-
7
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
8
日
16
00
10
08
 「
最
上
義
光
書
状
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
然
処
九
月
十
一
日
ニ
は
た
や
表
へ
罷
出
、
十
三
日
ニ
は
た
や
被
責
落
候
故
『
青
』中
2、
78
6
号
。『
山
県
1』
10
04
頁
79
-
8
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
13
日
16
00
10
13
 「
最
上
義
光
書
状
写
」
会
津
四
家
合
考
所
収
文
書
長
井
境
目
畠
屋
ト
申
候
地
ヘ
取
陣
『
山
県
2』
56
5
頁
79
-
9
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
10
月
20
日
16
00
10
20
 「
最
上
義
光
書
状
」
留
守
家
文
書
然
者
は
た
屋
之
様
子
、
皆
以
焼
払
申
候
『
山
県
1』
52
7
頁
79
-
10
畑
谷
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
16
00
00
00
 「
伊
達
政
宗
最
上
陣
覚
書
」
伊
達
家
文
書
最
上
は
た
や
之
城
ヲ
直
江
山
城
責
落
、
山
形
之
本
城
長
谷
堂
口
迄
進
陣
仕
之
由
承
『
山
県
1』
61
5
頁
80
-
1
簗
沢
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
13
日
16
00
09
13
 「
最
上
義
光
感
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
今
度
直
江
山
城
守
は
た
や
む
か
い
ち
ん
と
り
、
や
な
さ
ハ
ま
へ
ニ
て
い
く
さ
取
む
す
び
『
山
県
1』
36
3
頁
80
-
2
簗
沢
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
14
日
16
00
09
14
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
魚
澄
俊
行
氏
所
蔵
文
書
な
ら
び
ニ
や
な
ざ
ハ
と
申
城
『
仙
伊
』
補
遺
10
8
号
80
-
3
簗
沢
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
、
白
岩
一
ヶ
所
、
野
部
澤
一
ヶ
所
、
山
野
邊
一
ヶ
所
、
や
ち
一
ヶ
所
、
若
木
一
ヶ
所
、
長
崎
一
ヶ
所
、
さ
が
い
何
も
明
捨
逃
申
候
『
山
県
1』
44
7
頁
80
-
4
簗
沢
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
19
日
16
00
09
19
 「
直
江
兼
続
書
状
写
」
雑
纂
諸
家
文
書
所
収
文
書
簗
澤
之
城
迄
も
明
遁
候
間
『
山
県
1』
35
9
頁
。『
荘
内
』
40
9
号
94
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81
-
1
山
辺
山
形
県
山
辺
町
（
慶
長
5
年
）
9
月
18
日
16
00
09
18
 「
上
泉
泰
綱
条
書
」
旧
山
形
県
史
所
収
文
書
や
な
澤
一
ヶ
所
、
八
ツ
沼
一
ヶ
所
、
と
や
が
も
り
一
ヶ
所
、
白
岩
一
ヶ
所
、
野
部
澤
一
ヶ
所
、
山
野
邊
一
ヶ
所
、
や
ち
一
ヶ
所
、
若
木
一
ヶ
所
、
長
崎
一
ヶ
所
、
さ
が
い
何
も
明
捨
逃
申
候
『
山
県
1』
44
7
頁
81
-
2
山
辺
山
形
県
山
辺
町
元
和
8
年
16
22
00
00
 「
最
上
氏
収
封
諸
覚
書
」
伊
達
家
文
書
一
、
山
野
辺
ノ
城
　
同
　
山
野
べ
右
衛
門
殿
居
城
　
『
伊
』
84
5
号
82
吉
出
山
形
県
遊
佐
町
（
天
正
15
年
）
2
月
2
日
15
87
02
02
 「
来
次
氏
秀
判
物
写
」
酒
田
　
個
人
蔵
今
度
よ
し
い
て
ま
へ
に
お
ゐ
て
『
荘
内
』
31
7
号
吉
出
周
辺
に
複
数
の
城
館
あ
り
83
遠
藤
居
屋
敷
山
形
県
米
沢
市
天
文
16
年
1
月
8
日
15
47
01
08
 「
伊
達
晴
宗
宛
行
状
写
」
伊
達
家
文
書
、
第
二
高
等
学
校
所
蔵
文
書
え
ん
と
う
い
や
し
き
在
家
『
山
県
1』
56
8
頁
、
83
0
頁
居
館
か
84
-
1
舘
山
山
形
県
米
沢
市
（
永
禄
年
間
カ
）
2
月
4
日
15
60
02
04
 「
伊
達
輝
宗
書
状
写
」
千
葉
文
書
た
て
山
へ
被
相
越
候
哉
『
山
県
1』
54
8
頁
。『
米
』
43
1
号
84
-
2
舘
山
山
形
県
米
沢
市
天
正
18
年
2
月
22
日
15
90
02
22
 「
伊
達
政
宗
判
物
写
」
伊
達
家
文
書
出
羽
長
井
之
庄
お
た
て
山
川
ニ
、
金
ほ
り
候
事
…
併
要
害
田
畠
な
ど
ニ
付
而
『
山
県
1』
59
6
頁
。『
仙
伊
』
62
7
号
舘
山
城
の
こ
と
か
。
飯
豊
町
小
坂
か
85
-
1
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
文
15
年
カ
）
7
月
11
日
15
46
07
11
 「
伊
達
晴
宗
書
状
写
」
千
葉
文
書
抑
尚
義
再
三
米
沢
江
越
山
之
上
『
山
県
1』
54
7
頁
85
-
2
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
5
年
）
閏
7
月
15
日
15
77
00
71
5 「
伊
達
真
元
書
状
」
伊
達
家
文
書
米
沢
へ
昨
日
及
御
注
進
候
『
伊
』
26
1
号
85
-
3
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
13
年
）
1
月
24
日
15
85
01
24
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
千
秋
文
庫
所
蔵
文
書
抑
旧
冬
本
城
江
相
移
候
之
刻
『
仙
伊
』
10
号
85
-
4
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
13
年
）
2
月
7
日
15
85
02
07
 「
平
田
氏
範
書
状
」
遠
藤
家
文
書
然
而
去
秋
御
本
城
御
移
候
『
遠
藤
』
2
号
85
-
5
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
13
 年
）
3
月
14
日
15
85
03
14
 「
好
雪
斎
顕
逸
書
状
」
伊
達
家
文
書
御
本
城
御
移
之
御
祝
儀
被
申
届
『
伊
』
31
0
号
85
-
6
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
天
正
15
年
3
月
9
日
15
87
03
09
 「
伊
達
政
宗
知
行
宛
行
朱
印
状
写
」
『
引
証
記
』
二
米
沢
や
わ
た
方
在
所
の
う
し
ろ
『
仙
伊
』
96
号
「
や
わ
た
」＝
「
や
か
た
」＝
米
沢
城
・
舘
山
城
か
85
-
7
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
15
年
）
10
月
15
日
15
87
10
15
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
個
人
蔵
自
米
沢
可
申
遣
候
『
仙
伊
』
補
遺
18
0
号
95
東北地方における中世城館関係史料集成
85
-
8
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
15
年
）
11
月
9
日
15
87
11
09
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
志
賀
槇
太
郎
氏
所
蔵
文
書
拙
子
有
米
沢
ニ
存
分
申
披
事
『
仙
伊
』
15
2
号
85
-
9
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
16
年
）
2
月
1
日
15
88
02
01
 「
最
上
義
光
黒
印
状
」
石
川
文
書
仍
氏
弾
米
沢
へ
被
罷
登
之
由
『
山
県
1』
44
0
頁
85
-
10
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
16
年
）
3
月
22
日
15
88
03
22
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
片
倉
代
々
記
』
二
し
う
人
な
と
、
し
か
と
よ
な
ニ
さ
し
お
き
候
事
か
『
仙
伊
』
22
8
号
85
-
11
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
16
年
）
6
月
23
日
15
88
06
23
 「
伊
達
政
宗
証
状
」
郡
山
家
文
書
於
米
沢
ニ
奉
公
、
尤
陣
参
致
之
候
様
ニ
『
山
県
1』
85
9
頁
。『
仙
伊
』
29
0
号
85
-
12
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
16
年
）
9
月
18
日
15
88
09
18
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
増
市
東
陽
氏
所
蔵
文
書
従
米
沢
可
及
音
通
候
『
仙
伊
』
32
0
号
85
-
13
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
16
年
頃
）
18
日
15
88
00
18
 「
最
上
義
光
書
状
」
伊
達
家
文
書
や
う
や
う
米
へ
目
出
度
御
入
候
間
『
山
県
1』
59
2
頁
85
-
14
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
17
年
）
4
月
26
日
15
89
04
26
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
八
去
頃
ハ
従
米
沢
為
脚
力
申
述
候
刻
『
山
県
1』
82
0
頁
。『
仙
伊
』
41
4
号
85
-
15
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
17
年
カ
）
5
月
14
日
15
89
05
14
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
彼
人
者
年
々
米
沢
へ
参
候
者
に
て
候
『
山
県
1』
59
4
頁
85
-
16
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
18
年
）
2
月
29
日
15
90
02
29
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
町
中
其
外
之
沙
汰
…
要
害
之
普
請
、無
油
断
可
然
候
、
但
町
中
之
者
、
不
致
迷
惑
候
様
ニ
…
米
沢
中
ニ
一
宿
成
共
『
山
県
1』
45
3
頁
。『
仙
伊
』
63
5
号
「
要
害
」
は
米
沢
か
舘
山
か
85
-
17
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
18
年
）
7
月
4
日
15
90
07
04
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
熊
耳
家
文
書
次
当
地
長
井
へ
先
々
相
移
候
様
躰
『
仙
伊
』
72
0
号
85
-
18
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
18
年
）
7
月
4
日
15
90
07
04
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
橋
本
家
文
書
次
当
地
長
井
へ
先
々
相
移
候
様
躰
『
山
県
1』
87
1
頁
。『
仙
伊
』
72
1
号
85
-
19
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
18
年
）
7
月
15
日
15
90
07
15
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
十
三
先
々
米
沢
へ
相
移
候
『
仙
伊
』
72
8
号
85
-
20
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
18
年
）
7
月
15
日
15
90
07
15
 「
伊
達
政
宗
書
状
写
」
『
引
証
記
』
十
三
先
々
米
沢
へ
相
移
候
『
仙
伊
』
72
9
号
85
-
21
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
18
年
）
7
月
27
日
15
90
07
27
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
栃
木
県
立
博
物
館
所
蔵
文
書
長
井
を
去
廿
三
日
ニ
打
立
『
仙
伊
』
補
遺
22
9
号
85
-
22
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
18
年
）
8
月
10
日
15
90
08
10
 「
和
久
宗
是
書
状
」
伊
達
家
文
書
米
沢
ま
て
遣
之
置
申
候
『
山
県
1』
60
0
頁
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85
-
23
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
18
年
）
8
月
22
日
15
90
08
22
 「
徳
永
寿
昌
書
状
」
伊
達
家
文
書
長
井
之
城
在
番
衆
ゟ
被
申
越
様
躰
事
『
山
県
1』
60
0
頁
85
-
24
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
19
年
）
2
月
19
日
15
91
02
19
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
中
島
家
文
書
近
日
米
へ
登
之
由
、
大
義
之
至
候
『
仙
伊
』
82
0
号
85
-
25
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
19
年
）
2
月
25
日
15
91
02
25
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
浅
野
家
文
書
自
然
在
所
長
井
抔
へ
被
入
御
手
候
て
ハ
…
尚
々
長
井
相
違
仕
候
へ
者
『
山
県
1』
99
5
頁
。『
仙
伊
』
82
1
号
85
-
26
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
天
正
19
年
6
月
14
日
15
91
06
14
 「
伊
達
政
宗
条
書
写
」
『
引
証
記
』
十
五
一
、
於
米
沢
ニ
ハ
、
侍
中
家
お
は
指
置
『
山
県
1』
82
2
頁
。『
仙
伊
』
83
8
号
85
-
27
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
天
正
19
年
6
月
20
日
15
91
06
20
 「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
上
杉
家
文
書
最
上
通
相
越
候
衆
ハ
、
米
沢
ゟ
城
々
江
、
人
数
を
入
置
可
罷
通
事
『
山
県
1』
13
6
頁
85
-
28
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
19
年
）
8
月
2
日
15
91
08
02
 「
豊
臣
秀
次
書
状
」
上
杉
家
文
書
至
出
羽
長
井
辺
被
着
陣
付
而
示
給
候
『
山
県
1』
13
7
頁
。『
上
越
』
35
00
号
85
-
29
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
19
年
）
8
月
7
日
15
91
08
07
 「
浅
野
正
勝
書
状
」
伊
達
家
文
書
殊
米
沢
な
と
被
遣
候
へ
ハ
…
米
沢
之
儀
、
会
津
へ
可
被
付
ニ
…
米
沢
ゟ
近
キ
郡
『
山
県
1』
60
5
頁
85
-
30
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
19
年
）
8
月
18
日
15
91
08
18
 「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」
上
杉
家
文
書
去
月
晦
日
至
于
長
井
着
陣
由
『
山
県
1』
13
5
頁
。『
上
越
』
35
01
号
85
-
31
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
天
正
19
年
8
月
日
15
91
08
00
 「
松
下
之
綱
・
山
内
一
豊
連
署
条
書
写
」
歴
代
古
案
米
沢
之
領
内
俵
物
、
他
所
へ
出
す
事
、
か
た
く
相
留
畢
『
山
県
1』
15
2
頁
85
-
32
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
天
正
19
年
）
10
月
7
日
15
91
10
07
 「
仙
石
曽
繁
書
状
」
伊
達
家
文
書
昨
日
至
米
沢
、
羽
忠
三
被
罷
越
候
へ
共
『
山
県
1』
60
6
頁
85
-
33
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
慶
長
5
年
）
7
月
7
日
16
00
07
07
 「
徳
川
家
康
条
書
写
」
古
文
書
（
記
録
御
用
所
本
）
所
収
文
書
加
賀
中
納
言
殿
北
国
筋
を
米
沢
へ
打
出
『
山
県
2』
57
4
頁
85
-
34
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
慶
長
5
年
）
7
月
21
日
16
00
07
21
 「
徳
川
家
康
書
状
写
」
小
野
寺
勝
氏
所
蔵
文
書
米
沢
表
へ
可
有
参
陣
候
『
山
県
2』
58
3
頁
85
-
35
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
慶
長
5
年
）
8
月
22
日
16
00
08
22
 「
有
馬
中
務
書
状
」
秋
田
家
文
書
一
、
米
沢
表
御
出
陣
候
由
『
山
県
2』
56
0
頁
85
-
36
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
24
日
16
00
09
24
 「
上
杉
景
勝
書
状
写
」
上
杉
家
文
書
仍
米
沢
之
人
数
悉
最
上
表
へ
出
陳
候
間
、
為
用
心
彼
地
へ
可
遣
候
条
『
山
県
1』
14
2
頁
97
東北地方における中世城館関係史料集成
85
-
37
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
慶
長
5
年
）
9
月
27
日
16
00
09
27
 「
秋
田
実
季
書
状
案
」
東
北
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
秋
田
家
史
料
米
澤
ヨ
リ
最
上
表
へ
被
相
働
、
所
々
被
則
候
、
今
之
分
ニ
て
ハ
山
形
も
可
為
落
居
候
哉
『
青
』
中
2、
78
4
号
85
-
38
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
慶
長
7
年
）
10
月
24
日
16
02
10
24
 「
秋
田
実
季
書
状
写
」
三
春
　
町
田
家
資
料
一
、
私
事
最
前
米
沢
表
江
参
陣
可
仕
旨
『
能
代
』
45
8
号
85
-
39
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
年
未
詳
）
2
月
13
日
「
最
上
義
光
黒
印
状
」
武
田
喜
八
郎
氏
所
蔵
文
書
氏
弾
米
へ
致
持
参
候
ニ
付
而
『
山
県
1』
22
3
頁
85
-
40
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
年
未
詳
）
10
月
14
日
「
亘
理
元
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
仍
頃
刻
米
御
来
越
、
毎
々
御
遊
覧
『
伊
』
25
1
号
85
-
41
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
年
未
詳
）
11
月
13
日
「
亘
理
元
宗
・
重
宗
連
署
書
状
」
伊
達
家
文
書
先
般
従
米
御
代
官
被
指
下
『
伊
』
25
2
号
85
-
42
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
年
月
日
未
詳
）
「
某
書
状
」
湯
目
文
書
わ
れ
わ
れ
の
事
ハ
御
き
や
く
人
よ
な
さ
ハ
ニ
し
か
と
御
さ
候
間
『
山
県
1』
83
8
頁
85
-
43
米
沢
（
長
井
）
山
形
県
米
沢
市
（
年
月
日
未
詳
）
「
伊
達
政
宗
書
状
封
紙
ウ
ハ
書
」
亘
理
家
文
書
鬼
岩
　
従
米
沢
『
仙
伊
』
90
1
号
86
某
城
山
形
県
鶴
岡
市
か
天
正
6
年
12
月
15
日
15
78
12
15
 「
大
宝
寺
義
氏
宛
行
状
写
」
別
集
奥
羽
文
書
纂
所
収
文
書
在
城
并
館
前
之
地
、
両
河
内
其
外
之
所
指
揚
候
間
『
山
県
1』
16
2
頁
宛
所
の
木
次
氏
の
居
城
（
観
音
寺
城
＝
酒
田
）
か
87
某
城
山
形
県
鶴
岡
市
か
（
天
正
16
年
）
2
月
5
日
15
88
02
05
 「
伊
達
政
宗
書
状
」
志
賀
槇
太
郎
氏
所
蔵
文
書
最
上
抱
之
地
二
ヶ
所
、
被
懸
取
之
由
『
山
県
1』
16
7
頁
88
某
城
山
形
県
鶴
岡
市
か
（
天
正
16
年
）
7
月
18
日
15
88
07
18
 「
最
上
義
光
黒
印
状
写
」
秋
田
藩
家
蔵
文
書
山
中
与
云
、
敵
城
一
二
ヶ
所
『
山
県
1』
46
6
頁
。『
秋
中
』
87
4
号
。『
横
』
14
2
号
89
某
城
山
形
県
鶴
岡
市
カ
（
年
未
詳
）
3
月
21
日
「
大
宝
寺
義
氏
書
状
写
」
落
合
文
書
城
る
い
手
か
た
く
持
つ
め
…
其
城
中
之
も
の
共
『
山
県
1』
50
4
頁
。『
横
』
補
遺
11
号
90
某
城
山
形
県
（
天
文
年
間
カ
）
8
月
6
日
15
50
08
06
 「
土
佐
林
禅
棟
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
御
一
味
中
御
要
害
堅
固
之
御
備
『
荘
内
』
20
6
号
91
某
城
山
形
県
（
永
禄
年
間
カ
）
2
月
4
日
15
60
02
04
 「
伊
達
輝
宗
書
状
写
」
千
葉
文
書
天
と
う
・
谷
地
・
蔵
増
・
三
う
岩
・
の
へ
沢
之
そ
の
へ
相
伴
さ
う
談
を
以
さ
か
へ
へ
、
去
ル
廿
九
日
ニ
手
切
ニ
て
、
今
城
計
之
由
申
候
『
山
県
1』
54
8
頁
「
三
う
岩
」「
之
そ
の
」
…
不
明
98
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92
某
城
山
形
県
（
元
亀
2
年
カ
）
4
月
8
日
15
71
04
08
 「
土
佐
林
禅
棟
黒
印
状
」
湊
學
氏
所
蔵
秋
田
湊
文
書
彼
親
類
二
三
十
ヶ
処
被
構
在
城
衆
『
青
』
中
2、
10
17
号
。
『
山
県
1』
47
0
頁
。『
秋
中
』
85
4
号
。『
荘
内
』
22
3
号
93
某
城
山
形
県
（
慶
長
5
年
）
5
月
7
日
16
00
05
07
 「
最
上
義
光
書
状
写
」
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
影
写
本
「
最
上
義
光
書
状
」
我
等
事
者
境
目
之
城
等
、
会
津
と
な
り
の
事
候
間
、
急
速
罷
下
、
其
用
意
を
も
い
た
し
『
横
』
31
5
号
。『
秋
中
』
99
4
号
94
某
城
山
形
県
（
元
和
8
年
）
8
月
22
日
16
22
08
22
 「
最
上
義
俊
書
状
写
」
「
毛
利
氏
四
代
実
録
考
証
論
断
」
六
十
五
尚
々
、
在
々
脇
城
之
儀
者
『
本
荘
』
54
4
号
最
上
改
易
時
の
山
形
城
以
外
の
城
々
の
こ
と
95
某
城
山
形
県
（
元
和
8
年
）
8
月
26
日
16
22
08
26
 「
最
上
義
俊
書
状
写
」
「
毛
利
氏
四
代
実
録
考
証
論
断
」
六
十
五
最
上
・
庄
内
・
由
利
城
々
以
下
念
を
入
、
早
々
相
渡
候
様
ニ
『
本
荘
』
54
4
号
最
上
改
易
時
の
諸
城
の
こ
と
96
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
2
月
12
日
「
伊
達
稙
宗
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
抑
横
尾
新
十
郎
在
城
之
由
『
米
』
66
9
号
97
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
3
月
26
日
「
最
上
家
親
書
状
」
宇
治
文
書
然
者
番
中
久
々
太
儀
共
不
被
申
…
尚
々
番
中
に
て
『
山
県
1』
35
1
頁
98
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
4
月
11
日
「
一
鳩
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
就
城
攻
之
儀
…
彼
城
郭
…
虎
落
際
…
彼
城
者
…
武
田
喜
八
郎
「
山
形
・
曽
根
家
の
中
世
文
書
の
写
本
に
つ
い
て
」（
『
山
形
県
地
域
史
研
究
』
第
10
号
）
出
羽
国
内
の
某
城
か
99
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
4
月
27
日
「
窪
田
元
綱
書
状
」
伊
達
家
文
書
然
者
野
拙
在
館
之
儀
、
物
境
之
事
候
条
『
伊
』
20
0
号
10
0
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
4
月
27
日
「
窪
田
元
綱
書
状
」
伊
達
家
文
書
武
田
民
部
少
輔
方
、
可
有
御
退
治
之
由
…
彼
城
へ
可
差
向
之
段
『
伊
』
20
0
号
10
1
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
7
月
9
日
「
鮎
貝
盛
宗
書
状
」
伊
達
家
文
書
其
口
ニ
お
ゐ
て
、
に
ち
に
ち
夜
々
御
辛
労
…
さ
く
日
も
其
口
へ
可
相
動
候
処
ニ
『
山
県
1』
56
7
号
。『
伊
』
17
2
号
10
2
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
8
月
20
日
「
竹
井
時
友
書
状
写
」
筆
濃
余
里
所
収
文
書
拙
子
事
、
当
地
江
被
申
付
候
条
『
山
県
1』
35
4
頁
10
3
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
8
月
20
日
「
牧
野
宗
興
書
状
写
」
曽
根
家
文
書
当
地
落
居
不
可
有
程
候
『
米
』
66
7
号
99
東北地方における中世城館関係史料集成
10
4
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
10
月
3
日
「
志
村
光
安
書
状
写
」
雞
肋
編
所
収
文
書
其
元
家
普
請
…
か
へ
下
地
な
と
い
た
し
候
ハ
ヽ
…
た
い
所
を
も
相
立
候
や
う
ニ
『
山
市
』
21
6
頁
10
5
某
城
山
形
県
（
年
未
詳
）
11
月
22
日
「
来
次
氏
秀
書
状
」
村
上
泰
治
氏
所
蔵
文
書
此
方
御
殿
作
一
段
入
御
意
、
十
九
日
ニ
ハ
於
御
広
間
侍
衆
被
召
寄
『
山
県
1』
43
9
頁
米
沢
城
か
